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　夏休みがはじまって、二週間が経った。それはつまり、沢サワ里リさんと離れてから二週間が経ったということだ。

　僕の通うソルヴァ三サン道ドウ魔マ技ギ学園は全寮制の学校だから、生徒たちは普段寮で寝泊まりをする。帰省することが許されるのは、長期休暇中くらい。怖い寮長先生の監視から逃れられるのは夏休みと冬休みの間だけ。だから僕も夏の間は、学校近くにある実家に帰ることにしたのだけれど……今日は、学校の寮にいる。学校行事のサマーキャンプに参加するため、一年生全員に登校命令が出たからだ。

　そしていま、二段ベッドの下の段で、寝転がりながら手紙を読んでいる。朝早く家を出る時ポストに入っていた、僕が待ち望んでいたその手紙を。

『拝啓　新ニイ傘カサ悟サトルさまへ

　早い。早いんだよ、手紙を返すのが。もっとじっくり文面を吟ぎん味みしてから送れよ。あたしだって少しは考えて書いてんだからな！』

　僕のことを考えながらこの手紙を書いてくれたのか……嬉うれしいな……。いや、他人のことを考えながら僕宛てに手紙を書いてたらそれはそれで違和感ありまくりだけど。

　文面には彼女の近況報告がつらつらと書かれている。一行一行嚙かみしめるように、読み進めるごとに僕は彼女の姿を脳のう裏りに思い浮かべてみる。うん。可か愛わいい。

『それはそうと、今回は写真を同封したから！　新しい学校の校門前で、新しくできた友達に撮ってもらったんだ。シアマーチ校の制服もなかなか似合ってるだろ？』

　僕は慌あわてて封筒の中を見直した。早く手紙を読みたいとばかり思っていたせいで気づかなかったけど、たしかに写真が一枚入っていた。

「うん、似合ってる……可愛い……」

　転校前まで来ていたソルヴァの制服もすごく可愛かったけど、シアマーチ校の制服もうまく着こなしているように見える。笑え顔がおも素敵だし、新しい街も気に入っているみたいだ。

「新傘。気づいてるかどうかわかんねーけど、声に出てんぞ。キモイぞ」

　上の段のベッドから、有アリ坂サカくんの声が降ってくる。

「気にしないで」

「いや気になるだろ。二人しかいねー部屋で片方が独り言つぶやいてたらよ」

　そうかもしれないけど。

　いま僕は心の中にいる沢里さんに話しかけてるんだからジャマしないで。

　まだ手紙には続きがある。気にせず読み進めよう。

『これで現状報告終了！　ホントはデンワで声が聴きたかったけど、てゆーか空間移動系の魔技を覚えて会いに行っちゃいたいくらいだけど、ぜんぶガマンね！　そういう約束だし！　代わりと言っちゃナンだけど、送った写真でも愛めでといてよ！』

「うん……大切にする……机の上に飾るよ……」

　いやそれとも、サイフか学生手帳にでも入れておこうか？　いつでも見られるようにしておく方がいいかな。でも失なくしたりしたら困るし、やっぱり写真立てを買って机に飾っておこう。

「新ニイ傘カサ？　気づいてないと思うから友人としてはっきり教えといてやるけど、キモイぞ」

「……有アリ坂サカくんは早くサマーキャンプの準備しなよ。あと三十分で校庭に集合だよ」

　僕の方はもうバッグにまとめてあるからいいけど。

『ホントはバッチリポーズ決めた水着写真でも送ってやろーかと思ったんだけどさ、あたし一人でテンション上げてたらなんかお寒い感じだしやめといた！　あ、でも新傘が先に水着写真送ってきたらあたしも送り返してあげるよ？　なんてね！

　つーわけで、これでオシマイ！　新傘も、今度はちゃんとタイミングを見計らってから返事しろよな！　一日で便びん箋せん十枚を書き上げて送り返すようなことすんなよ！　しかも凝りすぎなんだよ表現が！　ロマンチックすぎ！　惚ほれちゃうだろ！　あれはあれで面白かったけど、読み返そうと思った時に十枚もあると大変だから今度はスマートによろしく！　バイ！　敬具！


P.S.　もしかしたらもうすぐ会えるかも　そんときはすごいプレゼントあげる！』



　みっ、水着……!?　沢さわ里りさんの水着写真だって……!?　中学でも高校でもプライベートでも彼女の水着姿なんて見たことがない……肌……体のライン……見たことがない!!

「有坂くん!!」

　僕は天井を、つまりは上のベッドの床板を下から叩たたいた。

「お、おう、なんだ？」

「僕たち友達だよね!?　てゆーか親友だよね!?　お願いがあるんだ!!」

「な、なんだよ？」

「僕の……僕の水着写真を撮ってくれ!!」

　僕の写真と交換で手に入る……沢里さんの水着写真!!　なんとしてでも欲しい!!

　上の段のベッドから、ぶら下がるようにして有坂くんがこちらを覗のぞきこんだ。逆さまの顔が、いつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらになって僕を見ている。

「すぐ水着に着替えるから待ってて!!」

「……お前はやっぱり、沢里十二衣カサネと付き合わない方が良かったんじゃねーかな……」

　おかしなことを言うなぁ。

　彼女の存在はこんなにも僕を駆かり立てるのに。

　みなぎるほどの強い意志を、僕は彼女のおかげで得られているというのに。
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「対抗戦……ですか？」

　女子寮から男子寮に向かう長い渡り廊下の真ん中で、私は教頭先生と並んで歩いている。

「そうだ。サマーキャンプでは他校と合同での実技訓練があるかもしれないと事前に伝えていたと思うが、このたびシアマーチ校がその相手として正式に決まりました。九時にソルヴァが現地に、そしてシママーチ校の一年生が夕方ごろから参加します。知ってるかな。シアマーチ一イチ道ドウ魔マ技ギ学園。炎エン来ライ道ドウを専門とする学校だ」

　私たちのソルヴァ三サン道ドウ魔マ技ギ学園では、現在の魔技の主流である捻ネン天テン道ドウ・練レン仙セン道ドウ・炎エン来ライ道ドウその三つをすべて学ぶ。シアマーチはソルヴァと違い、炎エン来ライ道ドウ一つに絞って学習する学校……ということくらいしか知らないわ……私に期待しないで……。

　てゆーか教頭先生の口調どうなってるの……丁寧口調で説明しようという職業意識と、小娘相手になぜ敬意を払わにゃならんのだというプライドが入り混じっていて不安定だわ……。

「前回のソルヴァナイト戦は、君たちにはナイショでしたが他校の人間の見学を許可していたのです。あの試合を見て名乗りを上げてくれたようでなぁ」

　てゆーか、いつの間にかもう男子寮に入ってるじゃない！

　ははははじめて入ったわ……心なしか男子っぽい香りが漂ってる気がするわぁ……！

　なんと言ったらいいか……宇宙ね、ここは。

　男子寮の寮長は厳しい方で、女子が近づくと風紀の乱れがどうのこうのと説教をするから気をつけろ……というウワサは聞いたことがあるけど、私が男子寮に近づく機会なんて一度もなかったからよくわからないわ……。

　すごい……そこかしこに男子がいる……時々カッコいい人もいる……男子寮はこんな風になってるのね……男友達がいないから知らなかったわ……てゆーか友達いないし……。

　うっ!?　いいいいまあそこの男子たちがわわわ私のことを見ながら何か言ってなかった!?

　どうせ「巣に帰れ」とか「陰気くさいのが出てきた」とか話してたんでしょ……!!　私だって自室に帰りたいわよ!!　ソルヴァナイト専用個室に閉じこもって日々を消費したいわよ!!

「──聞いてるか？　八ヤツ切ギリ」

「エッアッハイ聞いてマス」

　聞いてなかったわ……何を言われたのかしら……！

「それで明日は、つまりキャンプ二日目は、レクリエーションとしてシアマーチ校との対抗戦をすることになった。いろんな競技を用意して、お互いの一年生たち全員が何かしらのゲームに参加するようになっている。そしてその最終戦として、五対五の代表戦をやりたいと向こうから言ってきたのです。我が校の擁ようする優秀な生徒たち、〝上うわ澄ずみの集中〟たちを相手に腕試しをさせてほしいということでしょう」

「はぁ……」

「まさか一イチ道ドウ高校が、命知らずにもうちに勝負を挑いどんでくるとは、思ってもみませんでしたがね。それで、こちら側の五人、そのチームリーダーを君にやってもらうことになった」

　──え。

　ええええええ!?

「わわわ私がですか!?」

「そうだ」

「どうしてですか!?」

「……第一学年最優秀生徒、『ソルヴァナイト』の称号を持つ君以上の適役がいるか？」

　そそそそりゃそうだけど、確かに私はソルヴァナイトになっちゃったけど、あれは偶然に偶然が重なって生まれた事故みたいなもんじゃないの!!

「というわけで、残り四人のメンバーは君に決めてもらおうと思ったのですが……あちらから、新ニイ傘カサ悟サトルを参加させてほしいというお願いが来てなぁ」

「はぁ……新傘くんを」

　……異議なしだわ……彼なら私をイジメなさそうだから……。

「と、いうわけで。ここが新傘の部屋だ」

　教頭先生が歩みを止め、前の扉を指さす。

「では、後は君に任せた」

「えええ!?」

　こんなところに連れてきておいて置き去りにしていくの!?　まわり男子しかいないのよ!?　すなわち私の生存可能環境じゃないのよ!?　ここは宇宙なのに!!　口を開いても叫さけびは出ないし酸素も吸えないとかそういうレベルなのにぃ!!

「生徒同士の対抗戦だ、メンバー勧誘から君に一任しよう。じゃあ、後は任せたぞ」

　そう言い残して、教頭先生はさっさと職員室に向かい戻って行ってしまった。

　イヤイヤ任されても困るし……!!

　周囲を見渡す。集合場所であるグラウンドに向かう生徒が数人いる。人に見られてるとどんな行動でも緊張するわぁ……!!

　だだだ大丈夫よ落ち着くのよ、なつめ!!　ママもビアンカもフレドリカも見守ってくれているはずだわ!!　深呼吸、深呼吸、すぅ、はぁ、すぅ…………心なしか男子のニオイがする……いや気のせいよ、正気に戻るのよ、なつめ!!

　よし、行くわ!!

　ノックしてみる。コンコンと、プラスチックのスプーンで叩たたいたようなつつましい音を鳴らしてみる。中から音は聞こえてくるけれど、ノックに対する反応はない……。

　もう一度ノックしてみる。コンコンと、拳こぶしでドアを叩たたく行動に相応ふさわしい音が鳴る。だけどやはり部屋から反応はない……。

　なによ。滅びればいいのに。

　仕方なく、そろりそろりとドアノブに手をかけてみる。……考えてみれば私、男子の部屋に入るのってこれがはじめてじゃない!?　大丈夫なの!?　男子の部屋に女子一人で乗り込むってそれセーフティなの!?　それなりのアドベンチャーじゃない!?

　ででででもでもやらないわけにはいかないし……そもそもこれ以上男子寮に留とどまるのは耐えられそうにないし……行くのよなつめ！　応援しててね、ママ、ビアンカ、フレドリカ……！

　意を決し、私はドアを思い切り開いた。

　そこに待ち受けていたものは──。

「早く撮ってよ、有アリ坂サカくん!!　僕だって恥はずかしいんだから!!」

「し、しかしよ新ニイ傘カサ、海かプールに行かねぇとこういうのは意味が──」

「細かいんだよ!!　変なところにこだわらなくていいんだよ!!」

　ななななにコレなにコレどうなってるの!?

　なんで半裸の新傘くんが有坂くんに写真を撮られてるの!?

　有坂くんが頼んだの!?　やっぱり有坂くんはそういう趣味なの!?

「お？　八ヤツ切ギリか？　どうした、何か用か」

「えっ!?　八切さん!?　ちょっ……！」

　慌あわてて新傘くんが脱ぎ捨てた服で自分の裸体を隠している……。

　ななな何がどうなってるのよぉっ……!?

　これは何かの間違いよ、私の頭が幻覚を見せているに違いないわぁっ……!!
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　こんな命令、間違ってるよ。

　オレ、悪いことなんてしてないのに。

　ソルヴァナイト戦が終わってすぐ、なぜかオレにはいやーな仕事が押しつけられることになった。校舎裏の草むしり……一面に広がるいまいましい緑の殲せん滅めつ……。ゲーム中にいろいろやらかした罰ってことなんだろうけど……メンドくさ。

　照りつける夏の太陽。温度が高まりまくったジャージを着て、首にかけたタオルで汗をふきながら、オレは一人、軍手をつけて草むしりをしている……。もう飽きた。

「こんなもん、魔マ技ギを使えば一いつ瞬しゆんで終わるのに……」

　生徒たちも先生たちも、サマーキャンプの準備中だ。いまのうちに魔技でささっと片づけちまえば、誰にも見つからない。──このクソ鳥さえいなけりゃ……。

「ハタラケ!!　ハタラケ!!　ハタラケ、フキィィィィィ!!」

「いつの間にオレの名前覚えたんだよコイツ……焼き鳥にするぞ」

　オウムっぽい姿の、だけどオウムってレベルじゃないくらいデカい鳥。赤を基調としたカラフルな羽根。この暑い中、もこもことした姿を見てるだけで焼き鳥にしてやりたくなる。つーかこの鳥は自然界に存在してるのかな。誰かが魔マ技ギで作った化け物にしか見えねー。草むしりに魔技を使おうとするたび、コイツが全力で攻撃してくるものだから、ズルして雑草を全部吹き飛ばすこともできない。緑色と茶色がしみ込んだ軍手を捨てたくてたまらないよ、まったく。

「ハタラケ!!　ハタラケ!!　ハタラケ、プキィィィィ!!」

「ちょっと名前間違えてんよ……燃やすぞ」

「ホロボスゾ!!　ホロボスゾ!!」

「誰に仕込まれてんだよその言葉は……面白過ぎるだろこの鳥」

　もう嫌いやだ。あと三十分で終わらなきゃサマーキャンプにも置いて行かれる。いや、それは別に問題ないけど、オレを放ってみんなで楽しむなんて許せないじゃん。

　──ん？

　直感だ。

　オレの直感が言ってる。もうすぐ何かがはじまるって。もしくは何かが終わるって。

　オレの直感って外れることあんまりないんだ。理屈で考えても答えの出ないことを、オレはいつも直感で解決することにしてるくらいだし。

　そして今回も、直感は当たった。

　ふと気になって校舎の方を見ると、向こうから彼女がこちらに向かってきてたんだ。

　あの辛しん気き臭い顔、あの自信なさそうなオーラ、あのでっかいおっぱい……間違いない。なつめだ。八ヤツ切ギリなつめが、あの巨乳のソルヴァナイトがこちらに走って……走ってはいないけどドンくさい歩き方をしながらオレの方に来てくれている！　これはもう恋かな？

「ナツメ!!　ナツメ!!」

　なつめの名を呼び、ばさばさと羽を広げて、赤い鳥がなつめの足元に飛んでいった。そしてなつめの太ももに顔をこすりつけてやがる。そんな愛玩動物みてーな行動取れたのかよアイツ。

「ビアンカ！　布フ木キくんのお手伝いをしてたのね、えらいわ」

　……お手伝いしてたか？

　オレの苛いら立だちをあおってただけだぞこの鳥。ビアンカって名前すら知らなかったぞ。

「ああああのね、布木くん……ちょっとお願いが」

「いいよ。なつめの頼みならいつでも」

「ななななんで呼び捨てなの!?」

　急速に関係を近づけようとしてみたけどフツーに拒絶されたな。やっぱり恋じゃなかったかもしれない。精神的な関係より肉体的に近づいた方が手っ取り早いかと、軍手を放り出してオレはなつめの下もとに──行こうとして、彼女の後ろからやってきたちっさい男の顔を見て、考えを変えた。感情が急速に沸ふつ騰とうする。

　オレは、血相を変えてそいつに飛び掛かった。

「新ニイ傘カサ……お前、よくオレの前に顔を出せたな……!!」

「え、何が？」

「お前のせいでオレはこんな目に遭ってんだぞ!!　せっかくの夏休みなのに草むしりなんて!!」

「いや、自業自得でしょ？」

　胸ぐらを摑つかまれても、新傘は涼しい顔のまま。図体は小さいくせに、度胸だけは人一倍だ。

「八ヤツ切ギリさーん、やっぱり別の人選をした方がいいかもよー？」

「で、でも、布フ木キくんを呼べばって言ったのは新傘くんじゃ……」

「そうだけどさ。でも、チームの和を乱す選手を入れるのはどうかと思うなー」

　チームの和を乱す？　なんのことだ？

「僕は別にメンバーが誰でもかまわないんだよ、八切さん。サマーキャンプの合同合宿相手がシアマーチ校とわかっただけで胸いっぱいだから。沢サワ里リさんと会えると思うと、いまからワクワクが止まらないんだ。ああ、まさかこんなに早く再会できるなんて……沢里さん……」

　のぼせたように顔の筋肉をゆるませて、どこか遠くを見つめる目で、新傘は沢里の名前を呼んでいる。沢サワ里リを思い描えがいている。……キモっ。
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「……新ニイ傘カサって、こういうキャラだったっけ？」

　有アリ坂サカがオレの肩に手を置いた。

「恋の病の真っ最中なんだ。数年かけて初恋を成じよう就じゆさせた次の日に彼女が引っ越したから、少し頭がおかしくなってるんだ。気にしないでやってくれ」

　新傘のことは気にしないけど、有坂お前はなんでオレの肩に手ぇ置いてるんだよ。オレそういう積極的なボディタッチは気になる方なんだけど。やめてくんないかな。悪いけどオレ、同性をそういう目では見られないから。

「オレに何の用だ、新傘……オレはなつめにしか用はないぞ」

「うん、ざっと説明すると、サマーキャンプでシアマーチ校との対抗戦があって、その中でも代表戦っていう一番注目度高いゲームがあるからそこに布フ木キくんを呼んであげてもいいんじゃないかって、僕が八ヤツ切ギリさんに提案したんだ」

「なんと」

「でも手を取り合うのがムリそうだからもういいよ。ゴメンね、布木くん。ソルヴァナイト戦で僕が完かん膚ぷなきまでに君を打ち負かしちゃったから、悔くやしくて仕方ないんだね？」

「ふざけんな!!　オレはお前に負けてない!!　なつめに負けたんだ!!」

「だだだだから呼び捨てにしてるじゃない……！」

　知らず知らずのうちに距離感をごまかそうとしたけどやっぱりバレたか。オレの言葉に敏感でいてくれる……やっぱりこれは恋だよ。オレはそう直感してる。

「でもさ、布木くん。僕に負けてないんだったら、僕には何もされてないんだし、やっぱり僕を恨うらむのはおかしいんじゃない？」

「なんだと!?　そんな理屈が通るわけ……!!」

　…………ん？

　オレは新傘に負けてない。

　新傘にハメられたわけじゃない。

　それならこの草むしりも新傘のせいじゃない……？

　ということは新傘を恨むのはおかしい……。

「一理あるな」

「でしょ？」

「悪かった。逆恨みしてた」

「いいんだよ、気にしないで」

　和解した。考えてみれば、オレ、新傘に何もされてないな。なんで新傘にキレてたんだ？　オレの直感が外れるなんて珍しいなまったく。

　なんか気が抜けてきたなー。草むしりの疲れがどっと出てきたような気もする。

「布フ木キくんも納なつ得とくしてくれた、と。これで四人が集まったね」

　オレとなつめ、それに新ニイ傘カサと有アリ坂サカか。

　……ソルヴァナイトのなつめと、ソルヴァナイト戦で活躍しまくった新傘はわかるけど。なんで有坂がいるんだろ。五人しか選べない代表ならもっと慎しん重ちように選んだ方がいいんじゃね。

　もしかしてアレかな、新傘を誘いに部屋に行ったら有坂もいて、なんか本人がその気になっちゃったからなつめが「お前をメンバーに入れる気はない」と言えずに連れて来ちゃったとか。……ちょっと想像がリアルすぎた。ゴメン、有坂。でもオレの直感ってあんまり外れないから。

「最後の一人はどうするんだ？　なつめ」

「だだだだから呼び捨てにしないでってば!!」

　弱点だらけの隙すきだらけ、って感じのだらしない見た目してるくせに意外とガード固いな。

　おっぱいデカいからな。手を出してくる男子が多かったのかな。オレみたいに。

「女子が一人だと八ヤツ切ギリも動きづれぇだろ。女子から選んだらどうだ」

「うわ、有坂くんがそういう気遣いをするなんて珍しい」

「……俺ってそんなに無ぶ粋すいな人間に見られてるのか？」

　見られてるぞ、有坂。お前は気遣いのできない無粋な人間だと。親友の新傘に言われるくらいだから重症だと思うぞ。気を使いすぎて苦しむなつめとは対照的だな、ドンマイ。

「〝上うわ澄ずみの集中〟の中で女子となると……あとは四人だったな。小コ牧マキか、西ニシ間マ天テン狐コか、雪ユキ流ナガレ奈ナ々ナか、給キユウ黎レイ敬ケイ人トか……。八切が一番仲の良い相手を選べばいいさ。女子寮には入れねぇし、勧誘は一人でやってもらうことになるけど」

　はぁ……。オレは大きくため息をついた。

「有坂。お前はホントにオトメゴコロのわからない失礼なヤツだな」

「なんだよ」

「なつめに、仲の良い友達なんているわけないだろ。鳥をチームに入れることになるぞ」

「アアアアンタの方がよっぽど失礼よ……!!」

　なつめが怒ってる。ああ、怒った顔も可か愛わいいな。

　……あれれ。これって、やっぱりラヴなのかな。もしかしてオレもいま、新傘みたいな顔してたりして。まいったな。感情を表に出さない淡たん白ぱくな性格を自負してたんだけどなー。

　シアマーチとの代表ゲーム……そこで大活躍なんてことになったら──キャンプの後の草むしりは、ナシにしてもらえたりしないかな？
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「…………マズイ」

　雪ユキ流ナガレという姓を名乗る以上、わたくしは、人前で恥はじをかくわけにはいきません。どんな時もそれは変わりません。サマーキャンプのような小さな学校行事であっても、気を抜くわけにはいかないのです。

　ですから、集合十五分前になって、わたくしはいま一度自分のバッグの中身をあらためることにしたのです。忘れ物などをしては困りますから。

　ところがバッグの底には、忘れ物以上に困ったものが入っていたのです。わたくしの異変に気づいたのか、近頃仲良くしていただいている友人たちが声をかけてきます。

「どうしたの？　奈ナ々ナちゃん、トイレ？」

「酔い止めの薬ならわたしもってる……」

「いえ、寮の部屋に忘れ物をしてきたようです。すぐに取ってきますので、西ニシ間マさんも小コ牧マキさんも待っていらしてください」

　わたくしは慌あわてて寮に向かって移動をはじめました。こんな風に駆かけ足をするなんて、はしたなく見えるかもしれませんが、いまは仕方ありません！　緊急事態ですから！

　急いで自室に戻ります。ルームメイトはすでに校庭に向かっていますから、いまなら誰にも見られる心配はありません。窓のカーテンが閉まっていることを確認してから、わたくしはバックの底に入っていたものを取り出しました。両手でそれを掲げ、わたくしはまじまじとそれを見つめ直します。

「……どうしましょう」

　それは、わたくしが夏休みに入ってからすぐに作り出し、そして昨日ようやく完成させたとある衣装でした。

　ひらひらとしたマントの下は薄手のシャツで、肩口と鎖さ骨こつ周辺はバッチリガードしていますが、下の方に目をやると、おへそを出すどころかお乳の下半分まで出てしまいそうなほどにカットされています。さらに視線を下げると、上の服とサスペンダーで繫つながっているスカートがあります。着用者が激しい動きを──しようがしまいが関係なく、下着がお見えになってしまう超絶ミニスカートです。

「武装機工少女マヒル……バトルモードコスチューム……我ながら良い出来栄えです……」

　武装機工少女マヒル。日曜日の朝に放映されていたアニメーション番組です。全身に重火器を纏まとい明らかに装備過剰となった少女・マヒルは「服が邪じや魔までこれ以上装備が増やせねェよ」という博士の一言でこのバトルモードコスチュームを身につけて悪者との戦いに出るのですが……下乳や下着を思いきり露ろ出しゆつさせながらロケットをぶっ放しまくるマヒルちゃんの羞しゆう恥ち心しんというものをかけらも感じさせない戦いがあまりにも日曜の朝に相応ふさわしくないということで、一年間続く予定のはずが夏休みに入る前に放送中止になってしまったという悲劇のアニメ番組です。わたくしは大好きだったのです。毎週録画して、みんなが寝静まった深夜に見てはひとりマヒルちゃんの戦いに胸を躍おどらせていたのです。他人の目を気にせず戦う彼女のハートの強さに、わたくしは心底惚ほれこんでいたのです。ついそのコスチュームを手作りしてしまうくらい気に入っていたのです。

　布面積があまりにも少なすぎて、夏休みになってからまだ二週間なのに細部まで含めカンペキに完成してしまったこの服ですが……これはあくまで自分の部屋で、鏡の前でのみ楽しむためのもので、他人ひと様さまの目に触れさせるつもりは毛頭ございません。わたくしがこういう服を好んでいると知られたら……一人で黙もく々もくと露出度の高い服を作っては鏡の前で着て楽しんでいる人間だと知られたら……もう陽ひの下もとに顔をさらすことは出来ません!!

　背中に汗がにじみます。

　寮に置いておきましょうか……？　いえ、寮は寮長先生が抜き打ちで持ち物検査をすることがあります……キャンプ中に検査が入ったらバレてしまいます……。

　も、持っていくしかないのですか？　キャンプ地にこれを？

　わたくしは想像します。この服を抱き、森の真ん中に立ち、同級生たちの視線を浴びている自分の姿を。彼らの視線には、心の声が混じっているのです。「あれはなんだろう」、「誰が着るんだろう」、「まさか──まさか、あの雪ユキ流ナガレさんがあの服を？」……。

　背筋に冷たいものが走ります。

　キャンプ地に持っていくなんてゼッタイにムリです……！

　これは、誰にも見られていないと確信を得たうえでしか着ない服！　鏡の中の自分と会話する時にしか着ない服！　親にだって見せたことはない服です……!!

　こんなに可か愛わいらしい服なのに、こんなに芸術性の高い服なのに、なぜ世間的評価がここまで低いのでしょう？　ああ、これが世界のスタンダードであったらどれほど幸福なことか、好きな服を好きなように着て街を出歩けたらどれほどわたくしは自由を感じられるか、ああ──！

　キャンプ地は無理、ここに置いていくのもダメ、いったいどうすればいいのでしょう！　わたくしの大事な衣装を誰かに見られたら、見られたら、わたくし、もう生きていけな──

「あっ」

　小さい声。

　いつの間にか開いていたドア。

　そして八ヤツ切ギリなつめさんの、驚きすぎて目を見開いている姿……。

「きゃああああああああああああ!?」

「うえええええええええええええ!?」

　なぜか八切さんまで叫さけびました。

　叫ばれては困ります！　他に人を呼ばれては困るのです！

　わたくしは電光石火、入口で立ち呆ほうける彼女を引き入れ、ドアを閉めて鍵かぎをかけます。八切さんが恐怖に顔を歪ゆがめ身をすくめていましたが、いまは緊急事態なのです。わたくしは彼女の肩をゆすり、顔を近づけ、感情を込めて話します。

「お願いします!!　この服のことは誰にも言わないでください!!」

「エッアッその……」

「バレるわけにはいかないんです!!　黙だまっていてください!!　なんでもしますから!!」

「うっあっ……」

　わたくし、一いつ生しよう懸けん命めいお願いをしました。これ以上ないほど心を込めて説得しました。なぜかわたくしより八ヤツ切ギリさんの方が困った顔をしていましたが、八切さんはどうにか納なつ得とくしてくれたように、首を縦に振ってくれました。もしくはぷるぷると顔を揺ゆらしてくれました。

「じゃあ……できれば……その……」

「はい!!　なんなりと!!」

「対抗戦のチームに、は、は、は、入ってもらえませんか……？」

　わたくしの体は、かたまってしまいました。

　……対抗戦って、なんですか？
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　緋ヒ鐘ドウ一イチ道ドウ魔マ技ギ学園。

　それが、オレの入学した学校の名前。そのはずだった。

　ここは炎エン来ライ道ドウを専門とする一イチ道ドウ魔マ技ギ学園。一道魔技学園ってのは勉強がそこそこでも魔技さえ使えりゃなんとか入学できますってイミで、緋ヒ鐘ドウってのは北海道のド田舎で周囲に遊ぶ施設なんて何にもありませんよってイミだ。俺が入学できるって時点で、つまりはそういうことだ。

　ところがこの春やってきた校長が、その校名を変えちまった。

　シアマーチ一道魔技学園……なんだか派手で、イマドキの名前にされちまった。新しい校長……沢サワ里リ校長は、いままでこの学校で培つちかわれてきた伝統を片っ端からぶっ壊していった。校名だけでなく校章も変わった。制服が変わった。修学旅行先が変わった。教師陣は去年から一新されたと聞く。ウワサによると、新校舎の建設もすでに予定されているらしい。新しい校風を取り入れてる……っつーよりは、学校を私物化してると言った方が実態に即している。

　その校長がたったいま、校長室のイスに深く座って、俺の目の前でそのワンマンぶりを発揮していた。しかも理事長の肩書きを持つ小さなジイサンを相手に、だ。

「しかし沢里校長、ソルヴァと合同合宿だなんて、そんな、いくらなんでも、生徒たちだって困るだろう……！　うちは一道、あちらは三サン道ドウだよ？」

「理事長」

「それに今年の一年生はあれだろう!?　あそこの校長が〝上うわ澄ずみの集中〟と呼んで自慢して回ってる黄金世代だろう!?　そんな子たちを相手に対抗戦だなんて君はいったい何を──」

「理事長」

　静かに、だけど力強く、校長が理事長の言葉を止めた。

　怖さの詰まった鋭するどい視線に、理事長は委縮して何も言えなくなった。オールバックの髪にも、まったく乱れのない黒のスーツにも、校長の厳格さが表れている。中学の頃は平気で教師に逆らってた俺でも、この校長に逆らうのは、なんだ、少しばかり、ためらうぜ。

「この件は私に一任すると、あなたはそうおっしゃったはずだ」

「し、しかし！」

「もういい。議論をする時間はないのです。生徒の前でこれ以上取り乱した姿を見せてもらいたくもない。どうかお引き取りを」

　校長室には、大人二人の他に四人の生徒が呼ばれていた。俺たちを理由に、校長は平気で理事長を追い出してしまった。すごすごと帰っていく理事長……背中に哀あい愁しゆうが漂ってんな……。

「まったく。歳としをとると心配性になるというのは本当だな。さて、では本題に入るぞ」

　校長が豪ごう華かなイスから立ち上がり、直立不動で並ぶ俺たちの前にきた。

　校長の目が向けられると自然と背筋が伸びた。

「ついにやってきたぞ。君たちの『腕試し』の日が。朱アカ梅ウメ、白ハク瑠ル璃リ、火ヒ桜ザクラ、荻オギ生ユウ。君たちは全力をもって、その力をソルヴァ相手に証明してくれたまえ」

　自分の名前が呼ばれると、それだけで心臓を摑つかまれたように感じる。

　ひどいプレッシャーだ……俺だって、いまはそう力のない魔マ技ギ使いってわけでもねぇのに。まぁ、力をくれたのがこの校長なんだから仕方ねぇと言えば仕方ねぇんだけど。

　だけど……だけど、重圧に負けてちゃならねぇ。この校長に聞かなきゃならないことがあるんだ。いまだ、聞け、聞け！　俺は勇気を出して声をあげた。

「さ、沢サワ里リ校長！」

「なんだ？　朱梅」

「ソルヴァとの対抗戦、最終戦では五人の生徒が選ばれると聞きました！　今日の日のために俺たちは特訓をしてきたわけですが、その……木キ田ダが来てねぇみたいなんスけど……」

「ふむ」

　そう、俺たちは、四人ではなく五人一組で校長に目をかけられてきたはずだ。無口な白瑠璃とアホで生き真面目まじめな火桜、研究者ぶってるメガネ女の荻生にのんびり屋の木田。そこに俺を入れて五人。その五人でソルヴァの〝上うわ澄ずみの集中〟を打ち負かす予定だったはずだ。

　木田は、自己主張こそ弱いが良いヤツだ。除のけ者にされるいわれはねぇ。

「それについて説明するため君たちを呼んだんだ。木田を加えた五人で戦ってもらうはずだったが……予定が変わった。木田以上の選手がうちに転校してきたのでな。十二衣カサネ！　十二衣、こっちに来なさい」

　カサネ……？

　木キ田ダの代わり……!?　どういうことだ……!?

　カサネってヤツが部屋にいるとは思ってなかった。そいつが体を起こしてはじめて、来客用のソファに横になっていたのだとわかった。この部屋で居眠りかよ……すげぇ度胸だ。だけどいくら度胸があるろうと、なんであんな女子のために木田が外されなきゃなんねぇんだ……!?

「十二衣カサネ。挨あい拶さつを」

　そいつはソファから離れることもない。振り向きもしない。ただチョイと左手を上げて、それで挨拶は済んだと言わんばかりにあくびをした。

「待ってください！　なんで突然やってきた転校生なんかを！　木田でいいじゃないですか!!」

「彼女は、ソルヴァで〝上うわ澄ずみの集中〟と呼ばれた生徒の一人だ。君たちとは比べものにならないほどの才能の持ち主だ。木田よりも優秀で頼りになるはずだ。チームリーダーも彼女に任せることにした」

「なっ……!?　ソルヴァから引き抜いたってことスか!?」

「呼んだんだ。沢サワ里リ十二衣は、私の娘だ」

　ソファの方から、義理の娘だ、とやる気のない声が聞こえてきた。

　娘……!?　それを聞いて再び俺はそいつの方を見た。いかにも不ふ機き嫌げんそうな横顔で、意地でもこちらに顔を向けようとはしない。親子仲が良くねぇのがひしひしと伝わってくる。

　均整のとれた顔かたち。元ソルヴァというこの上ないブランド。反抗期は抜けてねぇみたいだが、権力を持っている男が大事にしそうな、優秀な娘。気に入らねぇ……！

「こーちょー。新ニイ傘カサを選出しろってソルヴァ側に言ってくれた？」

「希望は出した。だが、メンバーの選出はあちらに決定権がある」

「新傘が出ないならあたしも出ないから。キダって子に代わりに出てもらって」

「……努力しよう」

　娘の立場を利用したわがままを平気で口にする。なんなんだコイツは……木田をバカにすんじゃねぇよ……！

「では、君たちも解散しなさい。出発は一時間後。それまでに校庭に集合だ。忘れるな」

　納なつ得とくいってないのは俺だけじゃなかったはずだ。だけど俺たちはすぐに校長室から出た。俺たちは校長の子どもじゃねぇ。俺たちは、校長の命令に逆らえない立場だったから。
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　校長室を出て、音が届かないってことを確信してから、俺は適当な教室のドアを蹴けった。

「クソっ!!　なんなんだあのクソ女は!!」

「朱アカ梅ウメクン！　公共物に暴力を振るうのはやめたまえ！」

　火ヒ桜ザクラがめんどくせぇ注意をしてきやがる。いまはそういう話をしたいんじゃねぇんだよ!!　優等生ぶったって、こんなバカ高校に来てる時点でテメーの頭もたかが知れてんだよ!!

「クソっ……俺たちは校長に気に入られて選ばれたメンバーのはずなのに……突然やってきた転校生なんかのせいで木キ田ダが外れるだと……！　クソっ!!」

「何言ってんのよぉ、朱アカ梅ウメ。この学校じゃ、あの校長がすべてなんだって知ってるでしょ？　もともと優秀ってわけでも、学校に寄付金を出してくれる親がいるわけでもない私たちより、自分の娘の方を優先するに決まってんじゃぁん？」

　荻オギ生ユウの言うことは正論だ。

　だけど正論なんかじゃ、自分を納なつ得とくさせることが出来ねぇんだよ!!

「あのカンチガイ女……あいつがリーダー……お前らは納得いくのかよ!?」

「ボクは問題ないと思っている！　木田くんのことは残念だが、ソルヴァに対抗するために、ソルヴァの生徒をチームに加えるのは実に合理的だからね！」

　死ね。火ヒ桜ザクラはとりあえず死ね。

　空気の読めないアホは死ね。

「あたしだって諸もろ手てを上げて歓迎ってわけじゃないけどさ。あの校長に逆らうわけにはいかないし……不満をオモテに出すつもりはないよ」

　荻生も腰が引けてやがる。このメガネ、勉強のこと以外になると途端に頼りなくなるんだよな。俺だってあの校長に逆らいたくなんかねぇけど、でも木田の気持ちを考えると……！

　そこで白ハク瑠ル璃リが突然立ち止まり、踵きびすを返した。慌あわてて荻生がその背中に声をかけた。

「ルリちゃん？　どこ行くの？」

「……特にお話はないんでしょ……だったらもう解散……」

　細く高い声に、女の子らしいか弱い体。白瑠璃鳴メイは風ふう鈴りんのようだ。く、まだ話は終わってねぇと怒鳴りつけたいけど、そんなことしたら白瑠璃に嫌われちまう……火ヒ桜ザクラと荻生にはいつ嫌われてもかまわねぇが、白瑠璃には嫌われたくねぇ……！

「白瑠璃鳴くん！　団体行動を乱すのか！」

「……十二衣カサネさまは、この校舎に入るのはじめてだと思うから……道案内を……」

「か、カサネさま？　ルリちゃん？　何言ってんの？」

「十二衣さまは二週間前からこっちに来てるから……わたしはもう……彼女に……」

　そこまで言うと、白瑠璃は顔を赤らめ、言葉を止めて走って行ってしまった。

　俺にはわかったぜ。その言葉の続きが。

　白瑠璃はもう、沢サワ里リ十二衣にイジメられていると……!!　そうでなければあんなヤツをさま付けで呼ぶわけがねぇ!!　気に入らねぇ……!!

　気に入らねぇ気に入らねぇ気に入らねぇ…………!!

　あの女……痛い目に遭わせてやらないと気がすまねぇ……!!
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　一つ息を吸う度に、体は重く気分は悪くなっていく。あたしにとってあの校長室は、そんな場所だった。部屋が悪いというよりは、あの男が悪いわけだけど。

　ひどい時間だったな……嫌いやな気分だ。義理とはいえ自分の父親が生徒に恐れられてる姿なんて見たくはなかったよ。尊敬の眼まな差ざし、って感じでもなかったし。畏い怖ふの念。逆らうことのできない立場。なんとかしてやりたい、と思う。あたしも、あの四人と同じだから。

　まだ夏休みなのに学校に呼び出され、何かと思えばソルヴァと合同でのキャンプに参加しろと言う。それどころか、対抗戦のリーダーをやれとまで。

　ソルヴァ。日本じゃ最もランクの高い三サン道ドウ魔マ技ギ高校のうちの一つ。そこに入学してトップクラスの成績をおさめていた娘を、自分の学校にムリヤリ転校させるなんて……どういう神経してやがるんだよあの男は。

　それもこんな片田舎の一イチ道ドウ高校に。

　これで満点が取れない人間がいるのかよってレベルの入学試験を受けさせられた時から嫌な予感はしてたけど、このシアマーチ校はあたしの予想を何一つ裏切ってはくれなかった。近くにあるのは森と、森と、森と、この学校に併設されている炎エン来ライ道ドウ魔マ技ギの研究所だけ。〝森しん閑かんの学校〟って呼び名はダテじゃない。

　校長も校舎の立地も、何から何まで気に入らない転校だったけど、一つだけ、こっちでもそう悪くないと思えることがあるんだ。

　それは、生徒たちの質。

　こうしていると、優等生ぞろいだったソルヴァがなつかしく思えてくるよ。名前も知らない男子生徒に、四人がかりで脅おどしつけられるなんて体験をしちゃうとさ。

　連れてこられたのは、一階のさびれた男子トイレだった。

　あたしをトイレの奥まで押しやり、男たちが威い嚇かくし続けている。

「おい、聞いてんのか。調子に乗ってんじゃねーよ」

「校長の娘ってだけでテメェイラつくんだよ」

　あらら。あたしが校長の娘だから怒ってんの？　それは面白いケンカの理由ね。

「おい、黙だまってんじゃねぇよ！」

「すましやがって。気に入らねぇんだよ！　校長の娘だからって調子に乗りやがってよ」

　リピートした。

　さっきから同じ切り口からの言葉しか投げて寄越さない。言葉の内容が統一されている。まるでヘタなことを言うのを恐れているかのように。まるで自分が言うべき言葉を他に持たないかのように。

　男四人。全員がそれぞれ私に不満を持っているわけじゃないみたい。誰かが使し役えき者だ。自分ひとりでは動けないから、徒党を組んでやってきた。クズめ。

　……あれ？　一番後ろにいるヤツ、さっき校長室にいた？　アカウメシン、だったかな。

「おい！」

　前に並ぶ男三人の口調は一定で、攻撃的。言葉だけであたしが屈服するのを望んでいる。こいつらじゃない。使役者が前にいるなら、本当にこの脅きよう迫はくに乗り気な人物なら、あたしへの接触があってもおかしくない。使役者は後ろのアカウメくんかな。もしくは前列のメガネか、ヒゲか、デカい男か……この中に紛まぎれてるのかな。

　男たちがしつこく迫せまってくるのでじわりと下がっていたら、トイレの壁に背中が当たった。

「逃げられると思うなよ！」

　デカい男が言う。バカが。逃げられないのはアンタらの方でしょ。

　その自信、どれほどのものか試してみようか。

　あたしの右隣、トイレの個室のドアを思いきり蹴けりつけてみる。

　全員が音に大きく反応した。獲物の抵抗に慣れていない。

「あたし、こういう雰ふん囲い気きって好きじゃないんだよね」

　あたしの言葉を、アカウメが笑った。

「バーカ！　おめーのケリなんて当たっても痛くねーんだよ！　やれ、お前ら！」

　命令の言葉。自分があたしの相手をすることを想定していない。やっぱりアンタか。

「アンタが使役者かな。じゃあ、他の三人はどいててくれるかな。『翼衣ロブリ』──『荒アラ風カゼ』」

　あたしの背中には魔マ技ギでできた翼つばさが作られる。純白の翼はトイレにゃちーっと相応ふさわしくない……けど、派手にやらなきゃコイツら諦あきらめないだろうから。

　判断は瞬しゆん間かん。

　翼は羽ばたく。

　狭いトイレの中で強風が吹き荒れる。生身の体でこらえきれることなんてできないぜ。風は実体ある巨人の手のひら。男四人を壁に押しつけ、身動きのすべてを封じてみせる。だけど風だけじゃ諦めないよな、アンタらは。

　今度はトイレの中心に立ち、後はあたしが回るだけ。

「『翼衣ロブリ』──『鋼コウ連レン』」

　翼ははためく。

　あたしがその場で回るだけで、勝手に男たちを殴なぐりつけていく。鋼はがねと化したすべての羽根が、男たちの全身を叩たたきつけていく。うーん……鋼の翼で他人を蹂じゆう躙りんするのははじめての経験だけど、これちょっと痛めつけすぎちゃうかもしんない。ヤベーこれ死んじゃうか？

　ま、懲こらしめるのはこの辺にしとこうか。

　翼を羽ばたかせ再び男三人を叩きつけ、隙すきをついて奥にいたアカウメの腹に蹴けりをねじ込んだ。崩れ落ちる頭を逃がさないよう髪を捕まえ、反撃を許さず背後に回って腕を締め上げた。

「動くな」

　その一言は、てきめんにきいた。他の三人も、トイレの床に倒れたままその場で動かなくなった。標的の反撃がそんなに予想外か？　頼りない男の子たちだなー。

「うゲェっ……げほッ……」

　油断し過ぎていたのだろう、蹴けったときに腹筋の固さはほとんど感じなかった。

　不思議だなァ。こんなに優しく蹴ってあげたのに、どうして痛がるんだろう？

「うぐッ……てめぇ……!!」

　まだまともに発音できていない。痛みに慣れていないんだな。もー、その程度であたしにケンカ売ってきたわけ？　やってらんないなー。

「嫌いやだなー、どうしてそんなに痛がるわけ？」

「な、なに……？」

「アンタは四人がかりで女一人を追いつめて、あらぬ言いがかりをつけてきたんだよな？　アンタは、自分が気に食わないだけなのに知り合いを巻き込んで、脅きよう迫はくに加担させたんだよな？　アンタはあたしに対して侮ぶ辱じよくの言葉を吐はいて、仲間に暴力を命じまでしたんだよな？」

　アカウメの目に恐怖が映る。そうだ。それでいい。沢サワ里リ十二衣カサネに逆らうとどうなるか、よく刻め。ぐいと髪を引き、鼻が当たりそうなほどに顔を近づけ、よく聞こえるよう話してあげる。

「アンタはあたしの蹴りを実際に見て、その上で、当たっても痛くないと言ったよな？　はっきりと、そう言ったよな。それなのに、なんでかなぁ。なんでそんなに痛がるの？　それじゃまるで……蹴ったあたしが悪いみたいじゃない」

　抵抗の理由が、反抗心によるものではなく恐怖を礎いしずえにしたものに変わる。瞳ひとみの奥に揺ゆらぎが見える。わずかに唇くちびるが震えている。

　耳……校長室にいた時から気になってたけど、コイツ、校長に呼び出されたのにピアスつけたままやってきたんだよな。ナマイキすぎ。

「素敵なピアス」

　髪を摑つかんでいない方の手で、男の耳にそっと触ふれる。赤いピアスが耳に穴を開けている。

「欲しいなぁ。こんなにあたしをおどかしたんだから、お詫わびにこれをくれる？」

　ピアスに手を当て、そっと耳たぶを引いてやる。

　アカウメと目が合う。意味はわかってるんだろ？　あたしはピアスがほしいわけじゃない。いますぐピアスを、アンタの耳から取ってやろうかって言ってんだよ。言葉の意味を理解して、アカウメの顔がくしゃっと歪ゆがむ。

「は、は、離せ！」

　慌あわててもがき、あたしの手から離れていってしまう。まだあたしが強く摑んでいるうちから足搔あがいたものだから、髪が数本あたしの指にからみついたまま残った。ちょっとおどかしてやっただけでこれか。うーん。アカウメくんはちょっと頼りないかな？　頼れる男子は、多い方が嬉うれしいんだけどな。

「そうビビんないでよ。あたしは別にアンタたちを痛めつけたいとは思ってない」

　これは本音。

　痛めつけたくなんかない。

　支配したい──ってのが正しいね。

「さっき、アンタ良いこと言ったよ。『校長の娘ってだけでイラつく』だっけ？　そう、あたしも同じなんだ。校長の娘って肩書きがあたしの名刺になるのは死ぬほど気に入らないんだ」

　アカウメの目から恐怖は消えない。

　頭の中はまだ混乱したままだろう。

　だから黙だまってあたしの言葉を聞いている。

　語るべき時はいま。いまなら、あたしの言葉がガツンと頭に響くはず。

「さっきの校長室でのこと、覚えてるだろ。この学校は異常なほどに校長の権力が強い。理事長も、他の先生も、生徒たちも、あの男には逆らえない。あたしも、『校長の娘』ってカテゴリから抜け出さない限り、あいつの支配から抜け出せない……！」

　おっと。

　ちょっと感情がこもっちゃったかな。アカウメくんがビビってるわ。ダメだね、どーも。自分の感情を隠すのは難しいな。そもそも人じん心しん掌しよう握あくってのはあたしの得手じゃないよ。でも──。

「シアマーチ、だっけ。この高校の名前。ここはあたしが支配するから」

　シアマーチ一イチ道ドウ魔マ技ギ高校。

　それがあたしの新しい遊び場。

「生徒も教員も外部のつながりも、見えるところはすべて支配するよ。あの男の支配が及ぶ範囲が一か所たりともなくなるまで、この学校におけるあいつの権力があたしより完全に下になるまで、あたしはここでのスクールライフを楽しむつもりなんだー！　ははっ！」

　ソルヴァという超名門校からあたしは、こんな山奥のショボイ高校にムリヤリ転校させられたんだ……これくらいのヤンチャは許されるべきだと思うよねぇ。

　あたしに任せればいい。あたしに集中させればいい。

　あの男への反発を……あたしたちを抑えつける壁を壊す力を。

　あたしがみんなを救ってあげる。

「ソルヴァとの対抗戦はその足がかりにするつもり。ソルヴァナイトをねじ伏せたって評判が立てば、全校生徒を支配するための良いカードになる。だから対抗戦ではバッチリ良いところ見せたいんだよね。そのためにも、アンタにはあたしに協力してもらいたい。だからね、えーと、アカウメシン、だったかな？　いますぐ選んで。あたしから逃げて校長にリークしに行くか……それとも、あたしの下についてこの学校を支配するゲームに参加するか。……あ、言い忘れてたけど、白ハク瑠ル璃リ鳴メイと火ヒ桜ザクラ涼リヨウ、それに木キ田ダ颯ソウ太タはもうあたしにつくって言ってくれたよ」

　木田颯太の名前が出た途端、アカウメの目の色が変わった。やっぱりこのカードは先に手に入れておいて正解だったなー。うん、これはイケそうだな。こいつも、あたしの友達になってくれそうだ。

「そう警戒しないでってば。よく聞いて、アカウメくん。間違いは誰にでもある。だけど成功は限られた人間の前にしか現れない。だからあたしに従え。な？」

　うふふ……楽しくなってきたよ……！

　待っててね、新ニイ傘カサ。あたしはアンタのために、最高のゲームを用意してあげるからね……！
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　サマーキャンプなんてヤダよー高校生にもなってよー!!

　ぜってーキャンプと称して補習と実技特訓ばっかりやらされるに決まってるしよー!!　と思ってたら案の定だよまったく、朝からずっとレクリエーション続きでもう体ボロボロだよ！

　そもそもさぁ、夏！　ときたら海だろフツーは！　なんで山奥に来なきゃなんねーんだよ！　もうここが何県何村なのかもわかんねーよ！　もうダメだ、おれが密ひそかに練ってきた『水着と柔やわ肌はだ・夏のマジカルシャトルラン計画』は完全に計画倒れだねこれは。

　この夏におれがどれだけ力を注いできたと思ってんだよ……！　夏休みのために、二人のストーカーを遠ざけるためにおれがどれだけガンバってきたと思ってんだよ……！　西ニシ間マとケイトのスケジュールを少しでも埋めるべく、学年中のヤツらに声をかけて、裏でヤツらの予定を組ませまくってきたというのに……サマーキャンプの時点ですでになんかもうこの夏はうまいことやれる自信がねーよ！

　十時に校庭に集合して、校長がおヒゲをもじゃっと動かしたら魔マ技ギがピカっと発動し、ちょろっと目がくらんだと思ったらもう山奥の合宿施設前に整列させられてた。移動手段は魔技によるテレポート。移動時間二秒。ふざけろ。旅行の楽しみを何と心得てるんだソルヴァの先生方はよぉ！

　何県何市なのかもわからん山の奥。小汚い宿泊施設と、いくつかの運動場。

　ソルヴァの生徒たちはあちこちに散らばって、いまも魔力を消耗し続けている。

　おれもう疲れた。女の子とのキャピっとした夏が過ごせないと知ってもう疲れた。というわけで、まだまだ動き続ける同級生たちを眺ながめながら、木陰で座り込んで休むことにした。

　すぐ近くでは過激なドッジボールが行われている。魔力を込めるとスピードと威力が増す、という危険極まりない特別な魔技ボールを使ってのドッジボール。全員が魔技で我が身を武装し、大砲みたいなドッジボールをぶつけあっている。一歩間違えたら死人が出るんじゃねーのって感じだけど、先生たちが見張ってるから万が一はないんだとさ。ボールにセーフティがかかってるとかなんとか。おれはあんまり信用してないけど。

　ゲームは一進一退、どっちのチームにも〝上うわ澄ずみの集中〟がいるせいでなかなか熱いゲームになってる。片方には新ニイ傘カサ、もう片方には遠トオ野ノ。線が細くて女みたいな体と顔した新傘が、ムキムキで男臭い遠野とガチでやりあってるのを見ると魔技ってすげーなって感じがするな。どっちもガンバってくださいよォ。魔力切れになってバテたらおれを呼んでくれって感じ。

　空を見上げて、雲を眺めて、もう帰りたいと無意識に呟つぶやいたところで、相ソウ司ジ建タテ男オが隣にやってきた。体操着姿の似合わない優ゆう雅がな歩き方で、汗をかきまくってるって事実を無視した涼しい顔で。どんな芸風だよ。ムリだろ。もっと泥臭い表情も学べよ。

「なんだよ相ソウ司ジィ。お前もサボりか？」

「お前と一いつ緒しよにするな。もう五種目こなしてきたんだ。お前は？」

「おれのノルマはねー、あと四種目で終わり」

「……それでよく休んでいられるな、お前は。良い性格してる」

　呆あきれながらも相司が隣に腰を下ろした。オイオイ向こう行けよ暑苦しいなぁ！　相司のヤツは口調と視線こそ涼しげだけど、髪型がもさっとしてっから暑いんだよな！　見た目が！

「そういえば、牧マキ島シマ。陸奥ムツは？　出かける前は陸奥と勝負するって張り切ってなかったか？」

「陸奥のヤツはマジメくんだからなー。全種目出ると言い残して、おれから離れていったよ。十二種目もあるのになー。ガンバリ屋さんだぜ。おれにも一つ売ってほしいね。ガンバリを」

「見放されたのか……」

　そうとも言うな。おれならそうは言わないってだけで。

　そこら中から魔マ技ギによる轟ごう音おんとどろく森の運動場。日が沈むにはまだ早い。倦けん怠たい感にまみれた背中の重みに耐えかねて、おれは地面に寝転がった。そうしてみたら、後ろの木々も視界に入り──そこに体を隠していた可か愛わいい女の子の姿まで見えた。この暑さの中でも大きなフードつきの上着を羽織っている恥はずかしがりやの女の子。高校生とは思えない背丈に、〝上うわ澄ずみの集中〟の一人とは思えないもじもじとした自信なさげな態度。小コ牧マキ柚ユウが、そこにいた。

「木に隠れて何してんだ、小牧」
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「う……べ、別になにも」

　おれと相ソウ司ジに用が……あるとは思えないな。となると、そのくりくりした瞳ひとみが見つめる先にあるものは？

「ああ、新ニイ傘カサか？　サマーキャンプという機会を新傘と仲直りするチャンスととらえ機をうかがっているところなのかな？」

「仲直りって……ケンカしてるわけじゃ」

「じゃあ自分が告白する前に新傘が沢サワ里リとデキちまってモヤモヤした気持ちになっちゃって新傘と喋しやべれなくなってそれでもなんとか友情関係だけでもつなぎとめておきたいからなんとかいままで通り仲良くしゃべれるようにとガンバってるところか？」

　小コ牧マキの体がびくっとはねた。

「う、うぅ……!!」

　的中しちまった。おかげで紳士な性格の相司ににらまれちまった。

「牧マキ島シマ」

「わかったよ言い過ぎたよ、ゴメンな小牧」

「う、うん……」

「だからこっち来い。隠れてないで隣に座れよ」

「う、うん……？」

　なんだか不思議そうな顔はしていたが、小牧は警戒しながらも木から離れ、おずおずとおれの隣に座った。なんだこの子猫は。可か愛わいいなオイ。おれも相司も、普段はあんまり小牧と仲良しってわけでもねーんだけど……でも、案外すんなりと近寄ってきたな。新ニイ傘カサと仲直りするために、口添えしてくれる味方の存在がほしいってトコかな。

　小牧を加えて三人で、木陰に座り休んでいる。というか遠トオ野ノと新傘の二人があらん限りの魔力を尽つくして他の生徒たちをドン引きさせているのを眺ながめている。すげー魔力量だなァ。座学の勉強だけなら、おれたちですら勝てないヤツはソルヴァにもいる。高等魔マ技ギを実現し操あやつるセンスも、持ってるヤツは持っている。だけどそれを可能にする魔力量は、生まれついての才能に左右される。ありがとうございます母さん父さんおかげでおれも無敵です。モテモテでないことだけが悩みです。

　そしてぼんやりしていたら、いつの間にか時間はだいぶ過ぎていた。そろそろお疲れでない？　平和な一日でしたなぁまったく！　ちなみに西ニシ間マとケイトはおれんトコに来られないよう仕組んであるぜ。二人ともキャンプ運営の手伝いに駆かり出されてる。そこにいたるまでのおれの陰の努力を誰かに褒ほめてもらいたいぜ。

　小牧はもうノルマをこなしたのかと聞けば、昼過ぎにはもう終えていたという。そこからずっと新傘に声をかけるチャンスを狙ねらっていたのにいまだ話しかけられないってことかぁ。愛いとしい生き物だな！

　おれ？　おれはいいんだよノルマなんて。だいじょーぶなんとかなるもんだってそんなの。

「それにしても、そろそろ日が沈みはじめるぜ。シアマーチのヤツらが来る頃だな。対抗戦楽しみだねぇ」

「楽しみか？　なんで〝森しん閑かんの学校〟なんかとやるのか……俺にはわからないな」

　お？　聞きなれない言葉が耳に入ってきたな。

　まぁ、相ソウ司ジの言葉の大半は、おれにゃ聞きなれねーんだけどさ。

「シンカン？　って、なに？」

　おれの代わりに小コ牧マキが聞いてくれました。そうだよなおれが聞くより小牧が聞いた方が相司も答えやすかろう。小牧可か愛わいいしな。

「シアマーチってのは元々、緋ヒ鐘ドウ一イチ道ドウ魔マ技ギ高校の隣にある研究所の名前だったんだ。シアマーチ研究所と緋鐘高校は互いに協力し合い、いろいろな実験をやったり技術提供をしたり、時には違法スレスレの行為にも手を出したり──」

「せ、生徒を使って実験してるってこと……？」

「そういうウワサが流れた、って話だ。だけどウワサ以上のことは何もわからなかった。研究所も学校も黙もく秘ひを貫いたからだ。疑いをかけられ探さぐりを入れられたことで、シアマーチと緋鐘は互いに疎そ遠えんになった。あくまで表面上は」

「ひょーめんじょー……？」

　小牧が興味深そうに相あい槌づちを打つ。

　ものっすごく可愛いなコイツの声。どうなってんだ？　新傘を落とすために研究したのか？　それともこの世に生を受けた瞬しゆん間かん可愛く育つ宿命を背負ったのか？

「対外的には何の関係もないように見せかけるようになった、ってことだ。そしてシアマーチと緋鐘は世間に対する露ろ出しゆつを極力控えるようになり、『森の奥で何やら怪しげなことをやっているというウワサはあるが何をしているのかは誰も知らない』……という場所になったんだ。だから外から〝森閑〟と呼ばれるようになったらしい」

　へぇ。ああそう。

　都市伝説だろ。

「その緋鐘が今年、シアマーチと名を改めた。つまり、研究所とのつながりを表明したってことだ。……隠していたことを明らかにする手はずが整った、ってことなのかもな」

「マユツバだなー。ホントにそんな隠し事が好きなのかー？」

「現にソルヴァとの合同合宿は、当日の朝まで誰にも知られていなかっただろ。それにこのキャンプ地についても、正確な地名は誰にも明かされていない」

　たしかに。

　いや、それでも考えすぎっていうか、陰いん謀ぼう論な気もするんだけどなァ。

「だから今回のことについても、対抗戦という名目でソルヴァを相手に何かを試そうとしてるのではないか、と俺は読んでる。ホントのところは、教師たちでなければわからないけどな」

　なんだよなんだよ、そういう深読みはおれ向きじゃねぇなぁ。

　裏の事情なんかより、表に出てくるようなわかりやすい特徴が好きだぜ。

　シアマーチがそのわかりやすい特徴を示してくれたのは、あと三十分で夕メシ時になろうかという頃になってからだった。

　飛行船──と名の付くモノは知っちゃあいるが、それは飛んでいる船ではなく、飛行船という乗り物だ。ってのがおれの世界の常識だったんだけど、まぁぶったまげたね。おれが何気なく夕焼けを見てたら、雲の隙すき間まから船が現れたんだから。

「おおっなんだあの飛行船は！　飛行する船は！」

　白く巨大な船体は、まっすぐゆるやかに飛んでいる。どうやらおれたちソルヴァの一年生に用があるらしいな！　たぶん相ソウ司ジを迎えに来たんだろーな。天国から。そう思うだろ、相司。

「シアマーチ校のご到着だ。中央運動場に降りるつもりだろう」

　そう思わなかったらしい。なるほど、ありゃシアマーチ校のヤツらか。

「魔マ技ギでテレポートしてくればいいのにな。でけー乗り物なんか用意しちゃってまぁ」

「シアマーチは炎エン来ライ道ドウを専門とする一イチ道ドウ高校だ。炎エン来ライ道ドウは〝作り上げる〟ことを基礎とする。あれもシアマーチの人間が作った飛行船なんだろ。自分たちの技術力を見せつけたいのさ」

「ふーん」とおれ。

「へぇ……」と小コ牧マキ。

　なんだよなんだよまったくもう、相司が説明してくれないとおれも小牧も何もわからねーんだな。魔マ技ギのデキは同等でも、頭のデキには差があるな。悲しいぜ。

　飛行船の到着から間を置かず、ソルヴァの教師陣が生徒たちに、中央運動場に集まるよう呼びかけはじめた。

「集合がかかっているな。行こうか」

「おう。小牧もおれたちと一いつ緒しよに行こうなー！」

「う、うん、でも、わたし、にーくんに……」

　小牧の視線を追う。

　うお、まだドッジボールが続いてたのか。新ニイ傘カサも遠トオ野ノも負けず嫌いだなァおい！　どんな魔力量してんだ。無む尽じん蔵ぞうか。

「新傘に声をかけるのか？　いまはやめといた方がいんじゃね？　シアマーチの連中が到着したってことは、沢サワ里リが来たってことだぜ。沢里十二衣カサネに文句言えるのかー？　わたしの狙ねらってた男取ったわね許さないわーってタンカ切れるなら行ってもいいと思うけど」

「う……うぅ……！」

　可か哀わい想そうになァ。失恋しちゃったなぁ、小牧。

　……あ!?　失恋中!?

　失恋中の女の子に優しくするとカンタンに彼女にできるってこの前読んだ雑誌に書いてあった!!　いけるんじゃないかこれ!?　小コ牧マキなら可か愛わいいし、おれの方は全力で文句なしなんだけど！

　あーでも肝心の小牧がまだ新ニイ傘カサにベタボレってのがなー！

　まいったなー？

　なにかうまい手はないもんかなー？
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　各校代表生徒による挨あい拶さつ……ってそんな堅苦しい儀式要いらないから……！

　なんでソルヴァナイトだからって私が挨拶しないといけないのよぉ……！

　一番広い運動場に着陸した巨大な飛行船。そこから次々とシアマーチの一年生たちが降りてくる。全員が制服をびしっと着用して、指示されることもなく一列に歩く。そして、総勢百数十名がグラウンドの真ん中に整列した……。体操着姿のソルヴァの生徒たちが、彼らのまわりにまばらに散らばっている。

　待ち構えて一列に並ぶソルヴァの先生たち。そしてその端っこで無ぶ様ざまに立ち尽つくす私。

　誰か……私の頭を銃で撃うち抜いてくれる人はいないのかしら……部屋に戻りたい……。

　飛行船から最後に降りてきたのは、背の高い男。そう歳としをとっているようには見えないけれど、威厳があって、怖そうな印象を振りまく人……。あれがシアマーチの沢サワ里リ校長だ、と隣にいる先生が小声で教えてくれた。転校してしまった沢里十二衣カサネさんのお父上ね……。有能そうに見えるけど、子育ては下手へたなのね……。

　沢里校長はソルヴァの校長の前までやってくると、恭うやうやしくお辞儀をした。

「お久しぶりです、金カナ森モリ校長」

　ええええうちの校長カナモリって名前だったの!?　生徒はみんな「ヒゲ」とか「もじゃ」とか呼んでるから本名知らなかったわ……!!

「彼女が？」

「うむ！　沢里くんにも紹介しておこう！　彼女が今回のソルヴァナイトだ！」

　目を向けられて、私はすぐに頭を下げて会え釈しやくする。

　顔を上げるとシアマーチの校長と目があって……途端に背中から汗が……というかいろんなところから汗がふき出してきたわぁ……!!　もう、さっさと挨あい拶さつを済ませちゃうしかないわ!!

「や、八ヤツ切ギリなつめです……今回は共同合宿ということで──」

「ああ、堅苦しい挨拶はいいよ」

　ななななによ……！　堅苦しい挨拶をするために私はここに呼ばれたのよっ……!!

　奪うばわないでよ……！　私から存在意義を……！

「今年のソルヴァは優秀な生徒が多いそうで……うらやましい限りです」

「そうじゃろう！　たくさん嫉しつ妬とするといい！」

　ヒゲ校長ぉ！　なかなかアグレッシブだわぁ……！　そういういさかいは私がいなくなってからはじめてほしいわぁ……！

「……〝上うわ澄ずみの集中〟ほどではありませんが、うちにも優秀な生徒がいましてね……明日の代表戦に出場させる選手でもあります。火ヒ桜ザクラ、荻オギ生ユウ、ご挨あい拶さつを」

　要いらないわよそんなのっ……！　久しぶりに会った親戚同士がお互いの子どもを紹介して自慢し合うみたいな状況になってるじゃない……！　私のことを褒ほめて自慢してくれるのはママだけでいいから……！

　沢サワ里リ校長の後ろから、二人の生徒がついてきている。それぞれが前に出て、なぜか私に対して挨拶をした。

「どうも、火桜涼リヨウです！　よろしく!!」

　暑苦しいわ……！　見た目がさわやかなら中身が暑苦しくても許されると思ってるタイプのエセアスリートに違いないわ……。

「荻生です。よろしく！」

　野や暮ぼったいメガネとぼさぼさの髪が陰気くさい……私を見ているようで気分が悪いわ……。

　しかしこの荻生とかいう女子の胸……!!　ものすごくシンパシーを感じる。人目を気にしてコソコソと隠れるような人生を過ごしてきたに違いないわ……違いないはずなんだけど、なぜか胸を張るように、自信がある人間特有の背筋の伸び方をしているわね……もしかして私の卑ひ屈くつさって胸のコンプレックスから来るものではないのかしら……？

　エセアスリートくんは、清風を思わせる笑え顔がおで歩み寄ってくる。キモい。

「うん！　うん！　君がソルヴァナイトか！　よろしく！」

「ど、ど、ど、どうも……」

「では、その才能──見せていただこうか！」

「へ」

「『白図形エアダイス』──『断ダン頭トウ台ダイ』!!」

　火桜に突き飛ばされ、背中から倒れそうになった。だけど私の体は地面に届かない。腰ほどの高さの何かに乗っかってしまった。

「え……え……!?」

　ギロチンのない断頭台……!?

　それが、自在に透明な物質を作り上げる魔マ技ギ、『白図形エアダイス』だと気づいたときには遅かった。両手両足は台に固定され、私は仰あお向むけに寝ながら、間抜けに天を仰いでいる格かつ好こうに!?

　えっ!?　なに!?　内臓をさばかれる魚みたいに投げ出されて──ここから私どうなるの!?

「行くわよぉ！『刀身化付加ブレイド・アギン』！」

　火ヒ桜ザクラくんだけが血迷ったのかと思えば、荻オギ生ユウさんまでが参戦してきた。『刀身化付加ブレイド・アギン』ってたしか、刃物の性質をくっつけるっていう……あああああ!?『断ダン頭トウ台ダイ』の上部にギロチンが追加されてる!?

　え。

　あれ落とすつもりなの!?　私の首に!?　カシャンってしちゃうじゃない!!　私の首をブレイクしてスルーして刃が地面までカシャンってしちゃうじゃない!!

　いやいや違うわよ!?　ギロチンって、処刑される罪人の顔を下に向けてあげないと！　うつ伏せにして斬ざん首しゆするのよ!?　なんで私仰あお向むけのまま──ってそうじゃない!!

　悲鳴を上げることすらできない。なぜか誰も助けてくれない!!　私の体は硬直して、どう反応していいかもわからない……!!

「さよなら、ソルヴァナイトさぁん」

「ひっ……!?」

　私は固く目をつむった。

　全身を強こわ張ばらせて、これから落ちてくる恐怖から目を逸そらした。

「ひゃあああああああっ!?」

　だけど悲鳴を上げたのは私ではなく──荻生さんの方だった。
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　荻オギ生ユウさんの体がぷらぷらと宙に浮いている。白衣がめくれて、その下のシャツまでめくれて、彼女のお胸が大胆にさらけ出されてしまっている……！　地味なブラ！　てゆーかホントに私みたいな乳してるじゃない……何が雄オ牛ギユウよ、どう見ても雌メ牛ギユウじゃない……！

　仰あお向むけに寝かされた私と、逆さまにつられた荻生さん……なんとマヌケな二大代表生徒なのかしら……。

　いったい誰が助けてくれたのかと気にはなったけど体が動かなくて周囲を見回すことができない……。だけど、誰が助けてくれたのかはすぐにわかった。その人の、とってもキツイ口調での、上から目線での命令が私の耳にも聞こえてきたから……。

「離れなさい。ソルヴァナイトに手を出すことは許しません」

　か、か、カッコ良すぎるわぁ……雪ユキ流ナガレさん!!　いえ、雪流奈ナ々ナさま!!　私は空を仰ぐばかりで彼女の姿は見えないし、どこにいるかもよくわからないけど、なんて頼もしいの……!!

「うげぇ……まさかこれ『遊ユウ離リ』……？　アハハ、ソルヴァの〝上うわ澄ずみの集中〟ともなれば、人体すら余裕で念ねん動どうさせられちゃうわけぇ？　すっごいわぁ!!」

　逆さづりのまま雌牛が何か言ってる……！　雪流さん、早くやっつけちゃってよ!!　てゆーか仮にもソルヴァナイトなのに、助けてもらうのを待ってる私ってどうなのかしら!?　そしてぼんやり見ているだけのソルヴァの教師陣ってどうなのかしら!?

　足音が聞こえる。雪流さんが近寄ってきてくれているに違いないわ！

「何のつもりですか？」

「あはははは！　そう怒らないでよぉ！　ちょっと試したかっただけなの！　ソルヴァナイトの実力を体感してみたかったの！　だから下ろしてよぉ」

「あなた程度の器でソルヴァナイトが測れると思ったら大間違いです。あまり調子に乗りませんようにお願いします」

「は？　なんですってぇ……!?」

「下ろしてほしければ謝りなさい。八ヤツ切ギリさんに対し誠実な謝罪をしなさい」

　熾し烈れつなにらみ合い……いや、私のために怒ってくれるのは嬉うれしいんだけど雪流さん、挑発するなら私がある程度自由になってからにしてほしいわぁ……！

　小こ競ぜり合いの結末が訪れるのは早かった。ソルヴァの先生が荻生さんを下ろし、シアマーチの校長が火ヒ桜ザクラくんを抑えたことですぐに私は解放された。

　ありがとう奈々さま……！　あまりにお美しく高貴すぎて、体操服姿がびっくりするほど似合ってないけどありがとう奈々さま……！

「ふっはっはっは！　沢サワ里リクンの学生時代にそっくりじゃな！　ためらいなく攻撃してくるあたりが特に！」

「私の指示ではありませんよ。二人とも、下がりなさい」

　沢里校長がにらみを利かせるとすぐに火桜くんも荻生さんも身を引いた……何なのこの危険すぎる生徒たち……シアマーチってこんな高校なの……!?

「じょ、冗談きついわ……」

　シアマーチの生徒たちは、ほとんどが静観していた。薄ら笑いを浮かべている者もいた。

　ソルヴァの生徒たちは、ほとんどが静観できずにいた。激怒する者ばかりだった。

　ソルヴァナイトが攻撃されるということの重要さを知らずにいたのは、シアマーチの火ヒ桜ザクラと荻オギ生ユウ、そして──そして、この私だけだったみたい……。

　ああ……二校の関係が良くなっていく気がしない……！

　そこかしこで怒いかりに満ちた気配が生まれはじめている……！

　ここここれって私のせいなのかしら……!?　ギロチンで首を落とされそうになった私の責任なのかしらぁ……!?
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　校長はおそらく、ユウモアという言葉をご存じないのだろう。

　だからボクと荻生くんの茶目っ気に目くじらを立て、飛行船に連れ戻し、こそこそとお説教などをしたくなるのだ！

「火桜。荻生。どうしてあんな勝手な真似まねをした？」

　沢サワ里リ校長は、百七十センチあるボクと比較してもずいぶんと頭の位置が高い。見下ろされる視線に恐怖心を抱いだきながらも、ボクは生徒として質問にはっきりと答える。

「申し訳ありませんでした！　ソルヴァナイトとやらの実力を確かめてみたくて、つい!!」

「ふむ……荻生、お前もか？」

「すみませんでしたぁ……火桜くんにそそのかされてぇ……」

　うおっ！　ボクのせいにするのか！

　それはひどいんじゃないのか荻生クン！　だけど荻生クンには、校長に逆らってはマズイ理由があるからな！　今回だけは目をつぶろうではないか！

「ふむ……やる気があるのは大いに結構。だが、気が逸はやって独断専行に走るのは良くない兆候だ。今度からは、私の許可を取るようにしなさい。あまりに勝手が過ぎるようなら、私は容よう赦しやなく取り上げるぞ。わかったな？」

　二人そろってハイと返事をすると、校長は一度だけうなずいた。

　そして校長はボクらの目をもう数秒にらんでから、そのまま船の奥へと消えていった。彼は自分の威圧感をよくご存じだ。だから、数秒にらまれただけでボクらの心臓が早はや鐘がねを打つこともよくわかっていた。……うん、こわかった!!　チビるかと思ったな!!

「許可、命令、監視、管理、恐怖、威圧、支配……」

　荻オギ生ユウクンがつぶやく。

「何の話だ？」

「沢サワ里リ校長。娘に嫌われるのもわかるなーって思ってさぁ。止めに来たソルヴァのあの女もムカついたけど、やっぱりうちの校長にはかなわないわねぇ」

「ふむ。わからないでもないが……あの女子を責めるのは、逆さか恨うらみというヤツではないかな」

「だから何なのよ。気に入らないって言っただけでしょ。あとで仕返ししてやるわぁ……弱点を探さぐり出してやるぅ……」

「余計なことをしては、沢里さんの機き嫌げんを損そこねるのではないか？」

「黙だまってればわからないわよ。アンタも黙ってなさいよ」

　何もなければいいが……何もないということはないだろうな！

　沢里校長とは逆方向に向かって、ボクたちは船内を歩き出した。一メートル幅の立方体を並べて作ったような、飾りもひねりもない船内の壁と床。機能美と呼ぶにはあまりにチープで、これがソルヴァの先生方が作った船だったらどれほどディテールにまでこだわれたことだろうか、と余計な想像をせずにいられない。

　校長の向かった部屋から最も遠く離れた場所の、本来なら生徒の入らない船内最前位の客室で、沢里十二衣カサネは──ボクらの本当の支配者は、ボードゲームに興じていた。

「お。おかえりー」

　遊戯盤から目を離し、どこにでもいる普通の女子のようにニカッと笑う。実に可か憐れんだ。中身が獅し子しであるのが惜おしくなるほど素敵な女性だ。　その太ももには白ハク瑠ル璃リくんが頭を乗せて休んでいる。ひざまくらというヤツか！　うらやましいな！　実に！

　ゲームのお相手は朱アカ梅ウメくんが務めていたようだが、彼の顔色から察するに、沢里さんの好敵手にはなりえなかったようだ。

「ただいま戻りました！　失敗しました！　部分的には成功しました！」

「バカ、火ヒ桜ザクラ！　そうじゃなくて具体的に報告すんのよ！　えー、我々は受け取った指令の通りに行動しその実現に努めんと全力を尽つくしましたが──」

　ぷはっと、息を吐はき出して沢里さんが笑った。

「いいっていいって！　そこの窓から見てたから、事のテンマツは知ってるよ」

「申し訳ありません！」

「謝ることはないよ。目的は果たせてるしさ。あたしが欲しかったのはソルヴァとシアマーチの間に走る深い溝みぞであって、ソルヴァナイトの首じゃないんだから。さ、休んでていいよ」

　ボクらに与えられた指令は、「ソルヴァナイトを攻撃しろ。そしてソルヴァとシアマーチの間に友好ムードを作らせるな」という内容だった。任務が果たせたならなによりだ！

「しかしよォ、あんな根暗っぽい女なんだな。ソルヴァナイト。荻生みてーな」

「朱梅、減点一よぉ」

「ボクもそう思ったぞ！　胸もとがそっくりだった！」

「火ヒ桜ザクラ。アンタは減点百」

　百点も引かれてしまった!!

　何のポイントが引かれたのかは不明だが、とても心苦しい気分だ!!

「朱アカ梅ウメ、あんたちゃんと見てたのぉ？　ソルヴァナイトちゃん」

「知らねーよ、ソルヴァナイトなんてよ……俺は言われた通りやるだけだ」

　なんと……なんと……なんと嘆なげかわしいことだ!!

「ソルヴァナイトを知らないのか朱梅クン!!　もの知らずにもほどがあるぞ!!　ソルヴァナイトというのはだな、ソルヴァ三サン道ドウ魔マ技ギ学園における学年最優秀生徒の呼び名のことだ！　各学年の学期末テストの結果で最も優秀だった生徒に与えられる称号であり、とても名誉な──」

「そういうことを言ってんじゃねぇよ!!　どっちがもの知らずなんだテメェはよォ!!」

　ム。

「火桜ってホント、ジョークが通じないのよねぇ。彼氏にはしたくないわぁ。友人にもしたくないけど」

「そ、そういうユウモアだったのか！　気づかずに失礼をした……!!　すまんな朱梅クン!!」

　ユウモアは感性によって成り立つ。感性を磨みがかずにいれば理解し損そこねて笑いを逃すことになる。ボクは自分の未熟さを恥はじるばかりだ……！

「私、火桜がユウモアを理解する日って一生来ないと思うよぉ」

「何を言うんだ荻オギ生ユウクン！　そのおっぱいでよくそんなことが言えたな！」

「そのセクハラ発言がユウモアだと思ってるならいますぐ地獄に落ちてねぇ」

「ボクはいまユウモアについて勉強中なんだ！　ユウモアはいいぞ！　形なき感性が人の心を刺激し揺ゆさぶる……実に摩ま訶か不思議な力だ！　定量化できないのが実に惜しい！」

「……そういうのがぁ、笑えないって言ってんのよ」

　笑えないのか？　残念だ、荻生クンはユウモアにさほど関心がないようだ。

「で？　友好ムードの破壊が成功して、こっからどうすんだよ。沢サワ里リ」

　次にどう行動すべきか。なるほどそれはボクらにとって優先度の高い話題であったように思うが、白ハク瑠ル璃リクンがなぜか朱梅クンの脇わき腹ばらを突いた。指二本で。おそらく見た目以上に痛かったように思う。

「な、なんだよ！」

「十二衣カサネさまを呼び捨てにしないで……」

「で、でもよぉ、俺はまだコイツに付き従うと決めたわけじゃ」

「コイツ呼ばわりしないで……！」

　普段から無表情の白瑠璃クンが怒るとなかなかにこわいな！

　朱梅クンはたじたじというヤツだな！

「──プランは、二つある」

　彼女が──沢サワ里リ十二衣カサネが口を開く。

　と同時にボクら四人は口をつぐむ。

　そして彼女の言葉をじっと待つ。

　この沈ちん黙もくこそが、ボクらの結束の証あかしだ。

　ボクらは、沢里さんを中心に一つにまとまっている。

　……まだ朱アカ梅ウメクンと荻オギ生ユウクンは半信半疑なようだが！

　彼女は違うよ。校長とは違う。支配などという言葉を使っておどかしてみせるが、彼女がやろうとしていることは支配などでは決してない。ボクにはわかる。ボクは彼女を信じられる。

「正攻法と搦からめ手なんだけどさ。どっちで行くかは相手の反応次第なんだよねー。だからとりあえずは待機かな。プランを確定させるためにはちょっとした実験が必要なんだ。今夜、あたしが相手のメンバーに当たってくるから、みんなは明日までゆっくりしててよ。あ、一応言っとくけど、〝グラフト〟はまだ隠しといてね」

「当たってくる……？　敵情視察ですか……？　それなら私も……」

「いーの。ルリはお留守番してなさい。あたしの部屋で」

「…………はい」

　ム？　なぜ白ハク瑠ル璃リクンが沢里さんの部屋でお留守番をするのだ？

「一人で大丈夫なんですかぁ？」

「むしろ一人じゃなきゃ行きづらいっしょ。あたしは二週間前までソルヴァに通ってたんだよ？　母校との交流は不思議じゃないでしょ」

「でも」

「だいじょーぶ。荻生も部屋でお留守番。あたしはただ──」

　沢里さんは笑った。

「──恋人に会いに行くだけなんだからさ。あははっ」

　沢里さんはそのままクスクスと笑い続けていた。

　まわりを見ればわかる。そのジョークの真意を理解できた人物は、ボクら四人の中には誰ひとりいないということが。

　うーむ。沢里さんのユウモアは、理解するのが難しいな……。
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　……会えない。

　遠くにいるから会えない、というのなら仕方ない。

　だけどすぐ近くにいるはずなのに、一目見ることすらかなわないのは耐えられない。

　キャンプ地の運動場をあちこち回っても、どこにも沢サワ里リさんがいない。シアマーチの生徒に聞いてもわからないと言われる。ソルヴァの生徒に見かけてないかと聞いても見てないと言われる。気づけば初日の日程はすべて消化して、黒い空には月が浮かび、渇かわいた心を癒いやすこともできないままに、辺りは夜になっていた。

　ソルヴァの生徒三百人は、狭い宿舎にぎゅうぎゅう詰めに。

　シアマーチの生徒百数十人は、飛行船に戻っていく。

　明日こそ、明日こそ探し出して会おうと決意して、空回りする熱を抑え込みつつ、僕も自分の部屋でふとんをかぶった。小さな部屋に、二段ベッドが二つ。狭い……。

「明日は六時起きだからなー。夜更かしするんじゃないぞー」

　部屋の外から先生の声が聞こえてくる。

　明日の起床時間を聞いて、疲れ果てた生徒たちはみな一様に呼吸を深くしていった。

　外から聞こえる虫の声が次第に意識から消えていく。まぶたはもう動かない。体の温度がふとんにうつって、ふとんと体がひとつになっていく……。

　まどろみながら、僕は沢里さんの夢を見ていた。

　ベッドで丸くなる僕の体に、彼女が手のひらを当てる。細い指に力を込めて、僕の肩を摑つかむ。そして優しく揺ゆさぶりながら、僕の耳元に顔を近づけ、真夜中に飲む温かいココアみたいな甘い言葉を吐と息いきに混ぜ込んで──

「早く起きろよ……寝込みを襲いに来たわけじゃないんだから……」

　思わず飛び起きてしまった。

　夢かと思った。

　夢にしか思えなかった。

　目を覚ましたいまでさえ。

「会いたかったよ新ニイ傘カサー！　うわお前パジャマださっ！」

「さ、さ、さ、沢里さん!?」

「しー！　大きい声出すなよ！　みんな寝てんだから」

　僕の口を彼女の手のひらが塞ふさいだ。え、まさか、飛行船を抜け出して僕に会いに来てくれたの……？　日中は会えなかったから？　彼女はまだ髪もボサボサの僕の手を握り、ぐいと引いて僕の体を立ち上がらせた。

「さ、行こ！」

「行くって、どこに？」

「夜の散歩に。眠れないんだ。付き合ってよ」

　明るくも静かな声。強引な誘惑。ドキドキする胸の高鳴りを感じながら、僕は確信していた。眠れなくなるのはきっと、僕の方だろうって。




　　　　＊＊＊




　合宿所の外に置かれた小さなベンチ。僕らは二人並んで座って、そして空を見上げていた。キレイな月が見える。

「さ、さびしかったよ。二週間も会えなかったし」

「は？　なにその付き合いたての初うい々ういしい中学生カップルみたいなセリフ。可か愛わいい」

　うぐぅ……言葉選びに失敗したかな……！　カッコよく見られたいのに難しい……！

　な、なんとかうまく会話を続けないと……！

「えっと……今夜は月がキレイだね」

「そーね」

　沢サワ里リさんが僕を見てる。じっと見てる。

「な、なに？」

「沢里さんの方がキレイだよ、みたいな恥はずかしいセリフをはくんじゃないかと思ってさ」

「う……！　い、言わないよそんなこと！」

　だけどたしかにそういう方向に持っていこうとはしてたかも……！

　ヤバイ、わかんない！　どうすれば喜んでもらえるのかわかんない!!　考えろ、考えろ、えーと沢里さんの好きな食べ物はチョコレートのお菓子とわさびうどんで趣味は録り溜だめたテレビ番組を片っ端から観ることでショッピングは好まないけど旅行好きで旅先でのよくわからないキーホルダーにだけはお金を使う──

「ねぇ、新ニイ傘カサ」

　びくっとした。

「なぁに、沢里さん」

「うん、散歩に付き合えとだけ言ったけど、まぁ用もないのにわざわざ真夜中に抜け出してきたりはしないでしょ。本題があるんだ。明日のゲームの意味を、新傘にはちゃんと理解しておいてほしくね」

「ゲームの意味……？」

「手紙に書いたでしょ？　でっかいプレゼントがあるって。このゲームはあたしからアンタへのプレゼントにするよ。中学ん時のテストでも、この前のソルヴァナイト戦でもアンタはあたしに対して明確な勝利を見せつけてくれなかった。だけどもし明日のゲームで新傘が勝ったら、新傘が完全にあたしを上回ったと認めてあげるよ！」

「あ、うん、ありがとう……」

　明日のゲームがプレゼント？　どういうことだろう……？

　僕がイマイチ理解していないのはすぐにバレた。

「ニブいなぁ。あたしに勝ったら、この恋の主導権をアンタにあげるって言ってんのに」

　恋の──主導権!?

　なんだって!?　胸のときめきが抑えられない……！

　主導権ってことは、僕がいろいろと彼女をリードして行けるってこと!?

「そ、それはつまり……!!」

「うんうん」

「いつでも僕の方から電話とかかけてもいいってこと!?　会いたくなったら会いに行ったりできるってこと!?」

「……ハナヂが出るほど可か愛わいいなお前は。愛してるぜ」

　沢サワ里リさんはにやっと口角を上げ、そして両手を広げた。

　だけどすぐにその手は彼女の膝ひざ元もとに戻っていった。

「おおっと。抱きつくのはやめておこうか。明日までリビドーは保っといた方がいいからね」

「り、りびどー」

「先に言っておくよ、新ニイ傘カサ。明日のゲームは〝変則鬼ごっこ〟だよ」

　〝変則鬼ごっこ〟？

　なんだろう、それ？

　普通の鬼ごっこなら知っている。鬼となった人が他のプレイヤーをタッチする。タッチすると、された人と鬼を交代することになる。そうやってタッチしつつタッチされつつ走り回る遊び。それが変則ということは──いや、それよりも。

「沢里さんはもう種目を知ってるの？　もしかしてシアマーチでは全員？」

「うん。こっちの校長があたしに教えてきた。ズルして勝ってもしょうがないのにねー」

　教えてきた……？　妙みような表現だ。教えてくれた、と言うんじゃないのか？

　それにシアマーチの校長はたしか沢里さんのお義父とうさんのはず……。

「アンフェアな勝負は好きじゃないからさ。新傘にも教えてやろーと思って」

「沢里さん……お義父さんと仲悪いの？」

「へ？」

「校長って、お義父さんのことでしょ？　そういえば手紙にもお母さんと友達のことばっかり書かれていたような気がしてさ」

「あー……仲悪いっつーか、あたしが一方的に嫌ってんの」

「どうして？」

「あいつは……あたしの父親が死んですぐ、あたしたち親子の前に姿を現した。あたしの父さんの親友だと名乗って、いろいろ世話をしてくれたよ。男親を亡くしてお金に困っていたあたしたちは、あいつの援助のおかげで助かった。んで、母さんはあの男と再婚した。すぐに」

「……良い話に聞こえるけど」

「良い話だよ？　再婚するまではね」

　僕は待った。

　だけど沢サワ里リさんはその先を説明しようとはしなかった。めんどくさそうに首を振って、いろいろあんだよ、とだけ言った。すぐに怒って拒絶するかと思ったけど……。

「あたしは束そく縛ばくされてる。ソルヴァからシアマーチに転校しろと言われた時もはねのけることができなかった。あいつが恩人であることはたしかだし、あいつの稼ぎであたしが生活できているのは否定しようがなかったし」

　そっか。やっぱり、したくてした転校じゃなかったんだね……。

「あたしの羽にはすでに釘くぎが打たれている。だけどあたしは標本のまま人生を終えるつもりはない。あたしはあたしの選んだ花で、吸いたいように蜜みつを吸う」

「…………うん」

　沢里さんほど自由気ままな人が、標本としての人生を過ごすとは到底思えないけど。

「ハイこの話はおしまい！　辛しん気き臭いのはやめよう！　あたしは、明日をものすごく楽しみにしてるんだから」

「僕と戦えるのを？」

「新ニイ傘カサが、あたしを超えるためにガンバってる姿が見られるのを、かな？」

　それはつまり……それはつまり、僕のカッコいい姿が見たいってことだ!!

「う、うん。ガンバるよ！　絶対にカッコいいところを見せるから！」

「あはは！　期待してる！」

　期待されてる！　明日のゲームは本気を出さなきゃ……！　ただのゲームだし楽しめればそれでいいやと思ってたけど、沢里さんに期待されてるとなったら話は別だ！　今度こそ、絶対にカッコいいところを見せなきゃ……！　こないだはカッコつけたのに結局ソルヴァナイトになれなかったからなー……。

　よし、やるぞ！　気合いが入ってきた！

「そろそろ飛行船でも見回りが動く頃かな。魔マ技ギで抜け出してきたけど、もう時間がないや。あたしは戻るね」

「あ、もう？　じゃあ送るよ」

「いらない」

　沢里さんが立ち上がる。バイバイとだけ言い残して、そのままゆっくり歩き出す。

　う、な、何か言わなきゃ……！

「沢里さん！　おやすみ！」

「……おー！　明日は楽しもーな！　おやすみ！」

　沢里さんの立ち去る姿を見送った後も、僕はしばらくそこを動くことができなかった。

　こんな夜中に、合宿所を抜け出して、沢里さんとおやすみを言い合ってしまった……ものすごく幸せな気分だ……。

　ふわふわと、心が夜空を漂っている。

　だからベンチに全身を預けて、僕は自分の胸が落ち着くのを待つことにした。このままでは眠れそうにないからだ。僕はもう少しここにいなければならないだろう。夜風が夢を晴らすまで。せめて微熱の下がるまで。
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「…………おしっこ」

　起きちゃった。

　こんな夜更けに。

　目をこすり、ゆっくりと体を起こし、スリッパをはいて歩き出す。

　ろうかに出る。みごとに真っ暗。

　ここのろうか、月光が入ってきてない……。

「…………くらい」

　つまり、こわい。

　一度部屋に戻って、自分のバッグから手て探さぐりで懐中電灯を引っ張り出してくる。

　ろうかに出る。再びトライ。

　懐中電灯のスイッチを入れる。

　──と、ろうか中の壁から大量の刃物が現れた。拷ごう問もん部屋みたいになっちゃった。

「まちがえた……」

　これ、ライテルだ。

　ライテル──魔マ技ギを組み込んだ魔技道具。わたしの自作。昼間見かけた『刀身化付加ブレイド・アギン』がカッコよかったから、それを自分でライテルに組みこんでみたの忘れてた。いつもはペンライト型なのに、今回は山の中でペンライトのストックがなかったから懐中電灯を利用して改造したんだった。慌あわてて刀身の魔技を消していく。

　もう一度部屋に戻って、自分のバッグから手探りで別の懐中電灯を引っ張り出してくる。

　ろうかに出る。再々トライ。

　スイッチを入れると、パッとろうかが明るくなった。うん、これでだいじょーぶ。

　トイレはどっちだったかなと、眠気まなこで力の入りきらない体でろうかを歩く。懐中電灯を持つ手がふらふら揺ゆれて、光があちこち飛んでいく。

　すっと光が横の壁に向かった時、光はなぜか壁に透過効果を与えて、壁の向こうの景色が浮かんで見えた。ちょうど奈な々なちゃんのいる部屋だったらしくて、下着姿でバッグをガサゴソと漁あさる彼女の姿を見てしまった。何か探し物をしているみたい。……寝る時は下着姿なんだ……。

　いやいやそれより、壁の向こうが見えてるってことは、これ普通の懐中電灯じゃない。

「これもライテルだ……『透映グラスカ』だ……」

　やっちゃった。

　しまったなぁ……でもいまさら戻るのも……早くトイレ行きたいし。

　トイレを探してわたしは歩き回る。角を曲がり、もひとつ曲がる。そこのろうかで、わたしは窓の向こうにふと目をやった。見覚えのある後ろ姿が、そこにあった。

「えっ……!?　にーくん……!?」

　うっ、目が覚めちゃった！　宿泊施設からわずかに離れた場所にポツンと置かれたベンチ。そこににーくんが腰かけている。どどどどうしよう……!?　お話をするぜっこうのチャンスな気がする……！　いこう！　いましかない！

　すすむ！　すすむ！　暗くてひんやりとした空気のろうかを、わたしはわたしなりの全速力で進んでいく。そして玄関が近づいてところで、玄関に『透映グラスカ』の光が当たり、その向こう側が見えたことで、わたしの足がとまった。

　シアマーチ校の校長だ……。

　それと、四人の生徒。たぶん明日の対抗戦の生徒……こんな夜中に作戦会議かな……？　でも、ソルヴァの生徒が泊まる宿舎の入口で……？

　わたしは静かに玄関に近づき、耳を澄ます。




「──潰つぶせ」




　え。つぶせ？　大人の声……沢サワ里リ校長……だよね？




「でも、〝変則鬼ごっこ〟のルールでどう潰すんです？」

「方法は問わない。事故に見せかければいくらでもやりようはあるだろう。わかっているとは思うが殺しはするな。数か月自由に動けない程度にしてくれればそれでいい」




　ええ!?

　事故に見せかけてって……うそ!!

　た、たいへんだ……！　たいへんなこと聞いちゃった！

　心臓がバクバクする。にーくんに伝えなきゃ！

　ここから外には行けない……たしか裏口があったはず……そっちから出てにーくんに！

　わたしはうでを振って走る。懐中電灯の光がろうかを飛び回る。頭の中はさっきの話でいっぱいだった。彼のことしか頭になかった。音を立てないよう気をつけながら、それでも息を切らしてろうかを駆かける。もう暗くら闇やみはこわくなかった。

　玄関から持ってきた靴に履はきかえて外に出る。にーくんのベンチまで一直線に、わたしは全力で走った。

「にーくん!!」

　彼は座ったまま。何かのキャラクターが印刷された可か愛わいいパジャマ姿で、肩の力を抜いて、柔らかな瞳ひとみをわたしの方に向ける。

「柚ユウ……？　どうしたの？　眠れない？」

　あったかいことば。

　ひさしぶりに聞く声。

　だけどいまは、ほっとしてはいられない。

「にーくん！　タイヘン！」

「なにが？」

「明日の対抗戦！　にーくん！　出ちゃダメだよ！　ケガしちゃうよ！　つぶされちゃう！」

「……なんで？」

　きょとんとして、彼が言う。

　わたしの危機感、全然伝わってない！

「ただのゲームだよ。両校の教師が監視してるんだから、安全対策だってされてるし」

「でもさっき聞いたの！　シアマーチの校長が！　あっちの生徒に言ってた！　ソルヴァの生徒をつぶせって！　事故に見せかけてケガさせろって！」

「待って、待ってよ、柚」

　にーくん、戸惑うばかりでわたしの話を信じてない。

　なんで……？　なんで信じてくれないの……!?

「沢サワ里リさんがいるから……？」

「え？　何の話？」

「沢里さんがいるから、わたしよりシアマーチの方を信じるの……!?」

「はぁ!?　柚、なにかヘンだよ？　何かあったの？」

　だからさっきからそう言ってるっ……!!

　なにかあったからこうやって焦あせってるのにっ……!!

「…………もういいっ！」

　わたしはすぐに踵きびすを返して走り出した。涙を見られたくなかったから。

　走って、走って、合宿所の中に戻って行く。

　わかんないわかんないわかんない!!

　どうすればいいの!?　わたしは何て言えばよかったの!?

　建物の中に入ってからも、わたしはスピードを落とさず走り続けた。

　前も見ずに走ってたせいで、男子トイレから出てきた誰かにおもいっきりぶつかっちゃった。

「ななななんだァ!?　質量をもった幽霊か!?　あ、なんだ小コ牧マキか」

「ご、ごめん」

「いいっていいって。あはは一気に目ぇ覚めたぜ。しかしお前なんだそのネコミミフードつきパジャマ。バリ可か愛わいいな。よしおれのベッドで一いつ緒しよに寝よう」

　まだ起きてないみたい……！　牧マキ島シマくんきもちわるい……！

「どしたぁ？　泣いてるのかぁ？　新ニイ傘カサと何があったんだよ、話してみ？」

「うぅ……！」

「だいじょーぶだいじょーぶ。多少寝ぼけていようがおれの頭脳は一級品よ、見た目以上に頼りになるって。な！　ベッドいこ！」

　牧島くんがわたしの肩に手をおいた。

　せすじがゾゾゾってした。

「おれに任せろい、なんとかしてやるぜ。そうしてポイントを稼いでるうちに小牧がおれに惚ほれちゃうのを待つ。な、そういう路線でいこう！」

　う、うーん……？

　そ、そういう言葉は……胸の内にとどめといてほしかったな……。
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　荒れたな。

　ケンカを売ってきたシアマーチのヤツらが悪かったのか、はたまたケンカを買った布フ木キが悪かったのか、もしくは無抵抗で斬ざん首しゆされかけた八ヤツ切ギリが悪かったのか……とにかく、シアマーチとの合同練習はかつてないほどに白熱した。

　ひでーサマーキャンプになっちまったな。初日はレクリエーションという名の実技特訓だったが、二日目はレクリエーションという名の戦争だ。ラフプレーあり裏工作ありのめちゃくちゃな試合がそこら中で繰り広げられてやがる。最後の対抗戦の出場者は途中のレクリエーションに参加しなくていいというから高みの見物をしているが、観みてて気持ちのいいモンでもねーな。何かしらシアマーチとイザコザを起こしたヤツらが次から次へと、シアマーチをボコボコにしてやれとわざわざ言いに来る。どんだけ非友好的なんだよ。

　そしてまた一人、誰かが俺の隣にやってきた。

　今度は何の勝負でシアマーチにやられたのかと尋たずねたら、笑われた。勝負はこれからやるのです、有アリ坂サカくんと同じチームで──なんてことを言われてさ。

「雪ユキ流ナガレか」

「あら、隣にいるのがわたくしでは不満ですか？」

「別に」

「やっぱり、男性でないと落ち着きませんか？」

　グ。

　そのネタは……いい加減やめろっ……！

「あのな！　お前がソルヴァナイト戦でデタラメ抜かしたせいで、俺のことをホントに男しか愛せないと思ってるヤツらがいて困ってんだぞ!!　男子寮での俺の扱いがお前にわかるか!!」

「あら。女子寮の方も、まだ十数人ほどしか本気で信じておりません」

「そんなにいるのか!?」

　学年に女子が百五十人……同い年の女子のうち、十人に一人は俺のことをホモだと思ってるってことかよ!?

「申し訳ありません。説明の時間があまり取れなくて」

「ちゃんと説明しといてくれよ……」

「一応聞いておきたいのですが、スタンダードに男らしい方に惹ひかれるというよりは、新ニイ傘カサくんのように中性的な顔立ちの子が好みなのですか？」

「どんな説明をする気なんだ!?」

　着実に俺の風評被害を広めようとしてんじゃねぇよ!!

「ところで……あの」

「あ？　なんだ？」

「その……落とし物を……見ませんでしたか？　黒い……」

「黒い、なんだ？」

「…………やっぱりなんでもないです」

　なんだよ。

　俺のことを嫌ってるくせになんで近づいてきたのかと思えば、落とし物を見てないか聞きに来ただけか。悪いが俺は地面に落ちてるものなんてそうそう拾わねぇよ。

　地面。場所。そういや、代表戦ってのはどこの運動場でやるのかと思ったら、特設会場を作ってくれてるんだな。

　端はしにある運動場で、着々とステージ建設が進められている。ここからでもよく見える。長方形のグラウンド。ゲームステージはもうほとんど完成してる。あとは選手と観客が入るだけってトコだな。基本はサッカーのグラウンドの形か。しかしサッカーよりも縦長な……。

「フットボールのグラウンド、ですよね」

「アメフトだな。たしか縦百メートルくらいあったはずだ。おそらく俺たちが両端に配置されて……中央付近でぶつかりあうんだろうな」

「また走り回ることになるのでしょうか……汗だくになりたくないです……」

　タイヘンだな、お嬢様は。

　そうして俺たちがのんびり観戦している間も、ひっきりなしにソルヴァの生徒がやってきて、シアマーチに絶対に負けるな、ボコボコにしてやれと注文をつけてくる。対抗戦とは言うものの、どっちがどれだけ勝ったかポイント制にして記録していたわけじゃない。だからこそ、お互いに相手をブチのめした感じがしねーんだろうな。怒いかりの収めようもなく、決着がつかないのをはがゆく思っている。

　これ、代表戦で負けたら大変なことになるんじゃねーか？

　…………。

　背筋が凍るね。負けた時のことを思うとよ。負ける気はねーけど。

　新ニイ傘カサは沢サワ里リにカッコよく見られることばっかり考えてるし、布フ木キは自分のことしか考えてない。雪ユキ流ナガレは最前線で戦うタイプじゃないし、八ヤツ切ギリにいたってはそもそも好戦的ですらない。マジでやり合うつもりなら、たぶん俺が気張っていかねーとだよな。

　ゲーム開始までもう一時間ほど。体調は万全だ。早く試合をはじめたくてたまらないね。そんな折、俺たちの前に一人の生徒がやってきた。シアマーチのヤツらはみんなして黒い運動用の学校指定ジャージでレクリエーションに挑いどんでいたけど、そいつが着ていたのは制服だった。

「どうも、シアマーチ校の木キ田ダと言います」

　雪流が立ち上がり丁てい寧ねいに頭を下げたのを見て、俺も一応会え釈しやくをした。

「えーと、有アリ坂サカハジメさんと、雪ユキ流ナガレ奈ナ々ナさんで間違いありませんか？」

「ああ」

「ゲーム開始一時間前になりましたので、選手の方には控え室に集合していただきます」

「一時間もあるのに……？」

「魔マ技ギ選びの、作戦会議のためです」

　魔技選び。つまり、使える魔技が制限されるってことか。

「あの小部屋が見えますか？」

　木キ田ダがゲームステージの向こう側にある小屋を指さしている。

「あれがソルヴァ側の控え室です。すでにソルヴァナイトさんと、布フ木キ明アキラさんは向かっています。いまから新ニイ傘カサ悟サトルさんにも伝えに行くところで」

「わかった。ありがとよ、木田」

「いえ。たしかにお伝えしましたよ。それでは」

　そう言って、木田は風のような速さでどこかに駆かけていった。魔技で加速してるのか……焦あせって呼び出しをかけるくらいなら事前に連絡しろよ、と思わずにはいられねーな。

「では有坂くん、急ぎましょうか」

　雪流が目で俺に合図をする。早く立て、と。

「急ぐって？」

「可か哀わい想そうでしょう。二人きりでは」

「……どっちが？」

　わざとらしく息を吐はき出しながら、呆あきれた気持ちを前面に出して、雪流が首を振った。
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　ソルヴァ側・選手控え室。

　という名の、魔技を使って突貫工事で建てたちっさい小屋。そこでオレたちは顔を突き合わせて、作戦会議をすることにした。五つのイスと、一つの丸テーブルがあるだけの簡素な室内。なつめの隣にさりげなく座ろうとしたけど、有坂に阻そ止しされた。阻止されたというか、有坂が何も察してくれなかったっていうか。

　テーブルの上に置かれた一枚のプリントをみんなでにらんでみる。














『　変則鬼ごっこ　』







　・選手は各自二つの腕章を着用する。この腕章は、敵選手にタッチされることで消滅する。

　・選手は、同一の敵選手から二つ腕章を奪うばうことはできない

　・選手は、ゲーム中一種類だけ魔マ技ギを使うことが許される

　・各チーム一名を、「キング」と設定する

　・一ゲーム二十分とし、合計四ゲームを行う。

　・次の内容のいずれかを満たすことを勝利条件とする

　一、第四ゲーム終了時に、自チームの得点が敵チームの得点を上回っている

　二、敵チームの「キング」を脱落させる







　・次の内容を加点要件とする

　一、敵選手の腕章を消滅させる（10点）

　二、敵キングの腕章を消滅させる（20点）







　・次の内容を、失点要件（敵への加点要件）とする

　一、公序良俗に反する言動を取る（10点）

　二、意図せず選手を負傷させる（10点）

　三、故意に選手を負傷させる（30点）

　四、指定されたグラウンドの場外に出る（２点）

　五、二つ以上の魔技を使う（50点）

　六、そのほか、審判たる教員が不適切と判断した場合







　・次の内容を、脱落条件とする

　一、場外に出てから、グラウンド内に戻るより先に十秒が経過する

　二、そのほか、あまりにゲームと逸いつ脱だつした言動が見られた場合









「鬼ごっこでは、ないですよね」

　雪ユキ流ナガレが最初に口火を切った。

「大きな違いとしては、攻守が分かれていないことだよな。これじゃあ、追う鬼と追われる人間という図式にはならない。自分が敵の腕章をタッチしに行くと、敵に自分の腕章がタッチされる恐れがある」

　有アリ坂サカが続く。

　うん、言ってることはもっともなんだけどさぁ。お前らはホントに、面白味のないコメントしかしないよね。当たり障さわりのない感じの。足りてないよ、全然。直感力に欠けてる。

「こっ、こっ、こっ」

「なつめ？　どうした？　ニワトリの真似まねか？」

「違うわよ!!　この……『同一の敵選手から二つ腕章を奪うばうことはできない』ってどういう意味かしら……？」

　なるほど……そんな誰にでもわかるような話を振ることで、みんなの口を軽くさせて緊張を解こうってわけだね？　さすがだよ、ソルヴァナイト。

「同じ相手に一人で二連続タッチはできないってことだよ。一度の接触で腕章が二つとも奪えちゃうとしたら、わざわざ二つも用意したイミがなくなるだろ。二つ取るには二人以上の人間が協力する必要が出てくる。チーム戦であることを決定づけるためのルールさ」

「なるほど……でも呼び捨てにはしないで」

　なんでだよ。せっかく丁寧に説明してやったのに。

「個人で取れる腕章が最大五つってことだよな」

「60点取ったらＭＶＰ、ということですね」

　お前らホントに仲良しだな。有坂と雪ユキ流ナガレ。発想のレベルが同じ。情報を摑つかもうとするばかりで、全体像を見ようとしていないよ。

「キングという設定があるなら、バラバラに動くわけにはいきませんね」

「誰かが常に八ヤツ切ギリのそばにいて守る役をやんねーとな。じゃあ八切に一人ガードをつけて、残りの三人でバラバラに攻めるか？」

「えっ!?　わわわ私がキングなの……!?」

「当たり前だろ、ソルヴァナイトだし、チームリーダーなんだし」

　有坂の言葉は妥だ当とうだ。なつめがキングでなきゃならない。そうじゃなきゃ守る気になれないもん。それに、キングにしとかないとなつめがゲームをマジメにやるかどうか疑問だ。ひたすら逃げ続けるかもしれない。基本的にビビリだし。非好戦的だし。

「んじゃ、八切を守る役目を一人。誰がやる？」

　誰も手を挙げない。みんなわかってるんだろうなー。オフェンスが目立って良いとこどりして、ディフェンスは辛つらく苦しいのに褒ほめてくれる人は少ない……それがチーム競技の常だって。なつめの顔がどんどん青ざめていく。そしてゆっくりと下を向いていく。安心しなって、なつめと一いつ緒しよにいるのがイヤだからみんな手を挙げないわけじゃないよ。たぶん。

「──いや、二人の方がいい」

　そこではじめて、新ニイ傘カサが口を開いた。

　そう、そうだよ。それを待ってた。

　わかるぜ。お前が何かを直感したんだってことが。

　お前は違うもんな。有アリ坂サカや雪ユキ流ナガレとは違う。お前はオレに近しい人間だ。お前は、直感を持つ人間だ。人とは違う発想で物事を考えてる。

「一人につき腕章は一つしかとれない。ってことは、単独で攻めても腕章二つは奪うばえない。ペアで動くのが基本になるはず」

　当ててみせようか。お前の発想。お前、いま、こう考えてんだろ？　──沢サワ里リ十二衣カサネなら、このゲームをどう攻めてくるだろうかって。

「一人一人が相応の戦力を有しているならまだしも、敵は一イチ道ドウ高校だ。基本的な魔力値では僕らを上回れないはず。沢里さん以外が単独行動をとるとは思えない。キングを確実に守るためにも、敵の数を上回った方がいい。ガード役は二人必要だよ」

「なるほど。説得力がありますね」

「能力で勝つ俺たちこそ、少人数で攻めるべきってことか」

「では、新ニイ傘カサくんの案を基本線としましょうか」

　うん、うん、よくわかる。

　沢里の能力は、シアマーチの中じゃ当然群を抜いている。だから新傘はこう考えている。敵のチームはきっと、沢里がすべてを決めている。沢里の言葉が最も力を持っている。ヤツらは沢里の言葉に従い動く。ゆえに、個人技ではなく戦略をもって挑いどんでくるはず。敵の作戦も読めないうちからキングの守りを薄めることの危険を直感しているんだろう。

　有坂と雪流も、頭は悪くないんだ。だけどコイツらは分析派。すでに起きた事態を、目に見えた事実を把握することに長たけているだけで、先見の明に欠けるんだよな。

「……第一ゲームは僕と有坂くんがオフェンスを担当するよ。二人で敵の魔マ技ギを探さぐってくる。敵の戦略が見えるまで、暫ざん定てい的にはそれで行くってことで、どうかな、八ヤツ切ギリさん」

「えっ!?　そ、そうね、それでいいんじゃないかしら……？」

　にしても、なーんか発言力が違うよなー……。

　どうも新傘の発言力ばかりが強すぎる気がするな……みんな、新傘の言葉を鵜う吞のみにしすぎな気がする。もっと疑えよ。新傘は常に腹案をいくつか抱かかえているタイプだとオレは思うぞ。

「戦略は決まったね。シアマーチの動き次第でまた変わってくるとは思うけど……とりあえず、みんな、魔技を選ぼっか」

　あ、新傘が話題流してる。先にがっちり戦略を固めると、自分にも仕事が割り振られちゃうからだ。自由に動いて、沢里のことを探りたがってるな。どうしてみんな文句言わねーんだよ。

　ま、いっか。

　自由に動きたいのはオレも同じだし。

「作戦会議は終わりだな。よーし魔技選びだな。ちょい集中したいから話しかけないで」

「おい！　布フ木キ！　待てって！　各自で適当に魔マ技ギを選ぶのか!?」

　有アリ坂サカが慌あわてたように言う。大ざっぱな性格の割に、協調性があるからメンドイなコイツ。

「問題があるか？」

「あるだろ。チーム戦なんだから」

　おお、怒った。というか、怒った顔をした。たぶんそこまで怒ってないなこれは。怒った顔をした方がいいのではないかと判断したから怒ったように見せかけた、かな。

「なんだよ有坂。思ったよりビビリなんだな」

「あ!?」

「わかったよ。お前の魔技はオレが一いつ緒しよに考えてやるよ」

「そんなこと言ってねぇよ！」

「あ、そっか。お前は『白図形エアダイス』しか使えないんだもんな」

「うっせぇな！」

　うっせぇな！　と声を荒げてはいるけどあんまり怒ってない。会話のし甲斐がいがねーな。

「まぁまぁ、有坂くん落ち着いて。いいじゃない、自由に選ばせてあげれば」

「わたくしも同感です。自分が動きやすいものを各自が選べばよいのではないですか？」

「そ、そ、そうよね……使いやすいものがいいし……」

「……お前らがそう言うなら」

　どいつもこいつも新ニイ傘カサフォロワーになってる。

　自分の意見を取り上げてもらうにはまず、新傘を通した方がいいかもしれないな。

「だけど、せめて八ヤツ切ギリの魔技だけは全員で知っておきてーし、みんなで選ぼうぜ。守り方がわかんねーと困るしさ」

「え……『不可侵場シヨータイム』で隠れてちゃダメ……？　あの魔技なら私、きっと敵から見つからずに済むし……わわわ私がゲーム終了まで隠れてればいいんじゃ……!?」

「何言ってんだ？　ソルヴァナイトがゲームステージから消えてたら、興ざめもいいところだろ。観客の入ってる試合なんだ、ソルヴァナイトが、シアマーチ校の生徒から逃げ回ってたなんて評判を立てられちゃたまらねーだろ」

「ええええ……!?」

　なつめは隠れてやり過ごすつもりだったのか。すっごい発想してるな。どう考えても隠れてなんとかなる勝負じゃないだろこれ。

「んじゃ、なつめ以外は、各おの々おのが魔技を好きに選ぶってことで」

「ああ。役割に合わせて考えろよな、布木」

「わかった」

　なーんてね。

　戦略を組んだわけでもないのに、役割にとらわれて魔技を選ぶわけないじゃん。

　使用していい魔マ技ギは一人につき一つだけ、か。きっとシアマーチのヤツら、ソルヴァナイト戦を見てたんだろうな。魔技を使い放題なら、何をしたってオレたちが勝つ。でも一つしか使えないってルールなら、一芸特化のヤツらでも対等になれると思ったんだろ。相性の良い相手を選んでうまいことハメれば〝上うわ澄ずみの集中〟でも倒せるってカンチガイしたんだな。

　さーて後は、オレはオレの魔技を選ぶだけ。オレはオレの目的に沿った戦いをするだけ。

　そうさ。

　目的と、それに沿った選択だ。

　雪ユキ流ナガレも有アリ坂サカも、全然わかってないよ。いまやらなきゃいけないことは、どんなゲームになるかを想像し、敵の行動を予測したうえでそれを封じ込めるだけの魔技選びを行うことだ。自分たちがどう動くべきか──なんてことを軸に考えている時点で的が外れてるよ。

　わかってるのは新ニイ傘カサだけか。隣の新傘を見る。眉まゆをしかめて、口元に手を当てて何やら深く考え込んでいる。

「新傘……こわいくらいに集中してるな」

「真剣だからね。この代表戦に勝てるかどうかで、僕の今月の電話代が決まるんだ」

　いや、それはオレにも全然わかんねーわ。バトルの結果で電話代が決まるのか。ものすごい関数だな。まぁ、新傘は心配ないだろうから置いといて。

　チームとしての方針が間違っているなら、必ずピンチの時は訪れる。つまり、なつめが涙目になってオレを頼るシーンがやってくるってことだ。正しい発想を持っているのはオレだけでいい。とんでもない不利にさらされたとしたって、最終的にキングさえ倒せば勝ちなんだから。ソルヴァとシアマーチの間にこれだけの亀き裂れつが走ってるんだ、勝ちさえ取れば、あとは何をしたってオーケーに決まってる。

　オレの発想はきっとまだ、オレの目的はきっとまだ誰にも気づかれてない。

　シアマーチのヤツら。

　オレは忘れてないからな。

　お前らはなつめを、大勢の前で攻撃した。

　ソルヴァナイトに恥はじをかかせた。

　オレはオレの目的を果たす。

　オレが──お前らを、潰つぶしてやるから、覚悟してろよな。
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　私の里親たちは、ハイテクな研究所で仕事をしていながら、アナログな人だった。

　重要な研究データはすべて紙媒体でも保管する。両親はそろって研究所内の一室を住居としていたけど、どちらも部屋中に書類ファイルが置かれていた。両親の部屋には本棚がいくつもあった。書斎というより、資料室。そのせいで、私はいまでも部屋本来の広さがわからない。

　だから私は小さい頃から、こういう部屋には慣れていた。

　狭っ苦しくて、人がたくさん入ると身動きの取れなくなる部屋。

　──なんて感傷に浸ひたってるヒマはなさそうねぇ。

　作戦会議をしろなんて言われたけど、それは要するに沢サワ里リさんの話を聞けってことだから。

　ルールの周知理解と、ペアで行動するのが基本だって考えと、キングを守ることの重要性。

　彼女の話は、簡潔でわかりやすかった。

「……とまァ、こんな感じかな。基本戦略は」

　彼女がいったん話を切る。

　キングを守るか、敵を攻めるか。その二択なら、私がやりたいことなんて決まってるわん！

「なるほど、さすが！　じゃあ私がポイントゲッターに！　私に攻撃役を！」

「ボクも攻撃がいい！　沢里さん、僕はこう見えて中学じゃサッカーチームに所属していた！　走り回るのは得意だからね！」

「攻撃は俺にやらせてくれ、沢里！　敵を待つなんて性に合わねぇ！」

「私は……十二衣カサネさまを守る方がいい……」

　私たちは口ぐちに自分の配置希望を挙げていく。タッチすればいいだけ、なんてぬるくて危険度の低いルールなら誰だって攻めた方が楽しいと感じるわよぉ！

「落ち着けって。あたしは基本戦略を話しただけ。たぶんソルヴァはこう来るだろうって話をしただけだよ。戦略が嚙かみ合ったらその時点でこっちの負け。地力が違うんだから」

「……じゃあ、どうするってんだよ？」

　朱アカ梅ウメが問う。

　アンタがナマイキな口をきくたびに、ルリちゃんが後ろでにらんでるってわかってんのぉ？

「孤独な英雄に神を倒すことはできない。一輪の花で土地を染めることはできない。あたしはチームで勝ちに行く」

　なんだかいちいちカッコいいセリフを混ぜてくるのは誰の影響なのかしら……？　パパはそこまでセリフに気を使う方じゃないわよねぇ？

　そして沢里さんは語り出した。

　昨日一日で──ゲーム内容を聞いてすぐに思いついたのであろうその戦略を。頭のデキでも魔マ技ギでも劣る私たちが、日本一の魔技高校のトップエースたちをボコボコにするための道筋を。

　もう格付けはとっくに済んでいる。私たち四人は、沢里さんより自分たちが下に位置することを納なつ得とくしている。だけどこれは、期待以上……！

　すごい……すごいっ……！　これなら本当に、この方さえいれば本当に、ソルヴァを圧倒できてしまうかも……!!　これでホントにソルヴァを倒しちゃえるようなら、私まで十二衣さまって呼びたくなっちゃうかもぉ……!!

　私たちの興奮が最高に高まった時だった。

　沢サワ里リ校長が、控え室に入ってきたのは。

「会議中か」

「……何しに来たわけ？」

　あのお義父とうさんにも怯ひるまない。私なら何も言えなくなっちゃわぁ……。

「激げき励れいを言いに来ただけだ。事前に伝えておいたと思うが、今回のゲームでは〝グラフト〟の使用を許可する。選手たちには知らされていないが、ソルヴァの教師陣はみなそれを理解していることだろう」

「で？」

「……シアマーチの代表として、全力を尽つくしなさい」

「はーいりょーかいバイバーイ」

　こんなにも失礼な態度を取っているにもかかわらず、私たちは誰も彼女に合図を送らない。ヤバイぞ、やめとけってアイコンタクトを送らない。それは彼女が、校長の娘だからじゃない。沢里さんが隣にいる限り、私たちは校長を恐れることがないからだ。

　産み落とされてすぐに、私は森の中に捨てられていた。らしい。冗談かもしれないけど。そしてその私を拾ってくれたのがいまの両親だった。らしい。どこまでホントかわからないけど。私の両親はシアマーチ研究所の研究員。権力を持ちすぎた沢里校長は、最近じゃ学校だけでなくシアマーチ研究所にまで口を出すようになっている。研究員はみな彼を恐れている。

　だから私は彼に逆らえない。私が逆らえば、里親にまで迷惑がかかるから。だから彼は私をメンバーに選んだ。

　もし沢里十二衣カサネが本当に、父より強い影響力を持ち得うるなら……陰から親を助けることができるかもしれない。私は心から願ってるわよぉ……ソルヴァで〝上うわ澄ずみの集中〟と呼ばれていたあなたが、ホンモノであることを……!!

　私は全力であなたのバックアップをするわよ……！　あなたに勝利の栄光を！

　あなたの言う〝支配〟は、私にとっての解放なの。　期待してるわぁ……沢里さん！
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「もうみんな控え室に入っちゃったよ……！　牧マキ島シマくん、任せてって言ったのに！　なんにもしてない！」

　瞳ひとみに涙をためながら、小コ牧マキがぽかぽかとおれの背中を叩たたいてくる。可か愛わいいなこの生き物。新ニイ傘カサはなんで小牧じゃなく沢里を選んだんだろーな。やっぱりおっぱいか。あのスケベ。

「まぁ落ち着けって。ここからが本番なんだから。見ろ！　あそこがシアマーチ校の控え室！　そしてさっき、校長が入っていっただろ？」

「う、うん」

「入っていったってことはいずれ出てくるってことだろ。そこを狙ねらうのだ！　ほら来たぞ！」

　シアマーチ側控え室から沢サワ里リ校長が出てきましたよっと。

　あとはボディタッチをしてくるだけだぜ、鬼ごっこのはじまりだ、れっつごー！

「行ってくる！　ここで待ってろ！」

「う、うん」

　小コ牧マキをその場において、ゲーム開始に向けて観客席を目指すいたいけな少年のフリをして突っ込むぜ！　後ろから、スリにでもなったつもりでおれは校長の背中にぶつかった。

「あっスミマセン！」

　おれが思いっきりぶつかってもほとんど体勢を崩さず、校長はゆっくりと振り返った。草むらの陰から獲物を見つめる蛇へびみたいなゆらっとした動きで。こえーなオイ。

「……ケガは？」

「あ、ぼくはへいきです」

「なら、いい。次は気をつけて歩きなさい」

「ハイ！」

　優しいじゃねぇか！　良いパパもったな十二衣カサネちゃん！

　そしてもらったぜぇ……沢里校長の『表ヒヨウ層ソウ』！

　おれの魔マ技ギ……『虎威借ジゴロ』は、対象の表層をコピーし、ペーストすることができる……！

　表層の情報さえ手に入れたらもうこの校長は用済みだ。とんずらこいて小牧のとこに戻るぜ！　さて、あとは手に入れた表層を自分にペーストすりゃ──

「見ろ！　どうだ、小牧！」

「うっ……その顔で近づかないで……」

　おれの顔は、おれの服装は！　沢里校長そのものだ！

「かっはっはっは！　敵の校長の顔をコピーすることなぞこのおれには朝あさ飯めし前よ！　どうだ、小牧！　あとはこの姿で、シアマーチのヤツらに命令すりゃいいのさ！　潰つぶすのはナシってな！　すげぇだろ！」

「す……すごい！」

「やべぇだろ！」

「やばい！」

「惚ほれただろ！」

「それはないけど」

　直前まで一いつ緒しよに興奮していた小牧が一いつ瞬しゆんにして素に戻る。

　ダメだな。興奮に身をゆだねてこそ青春だぞ、小コ牧マキ。

「ってことで、このままシアマーチ側控え室に行ってくるぜ！　良い知らせをここで待て！」

「うん……ガンバって！」

　ガンバって。

　ぶっちゃけガンバることなんて大っ嫌いだけど、小牧の可か愛わいい声で言われるとどーも良い響きに聞こえっちまうんだよなァこれがまた。っつーわけでガンバってきます。少しだけ。ほんの少しだけな！　さぁ行くぜ、ラクショーな茶番劇のはじまりだ！

　おれはスキップでもしそうなくらい浮かれた心で、シアマーチ側選手控え室のドアを開けた。

　と同時に、五人の視線がおれに……キンチョーするぜ！

「ど、どうしましたか？」

　メガネの可愛い女子が言う。なんておっぱいだ……白衣を着ながらここまで自己主張を……

「言い忘れたことがあって、戻ってきたのだ」

　えーと、なんて言えばいいんだ？

　つーかさっき校長は何を話してたんだろな。

「えー、さっきはいろいろ言ったが」

　メガネの子の頭上に疑問符が浮かんでいる。沢サワ里リ校長、さっきはいろいろ言わなかったらしい。やっちまったぜ。

「おれが言いたいことは一つだ。ルールを守って、楽しいゲームにしたまえ！　以上だ！」

　チームメンバーが五人そろってポカンとしている。

　あれおかしいな、敵選手を潰つぶすのはナシにしろって言いたかったはずなのに。幼稚園の先生みてーなスピーチになっちまったじゃねーかどーするコレもう赤信号なんだけど誰か助けて。

「あの……沢里校長」

「どうしたおっぱいメガネ」

「おっぱいメガネ!?」

「ちがった間違えたメガネくん何だね」

「あの、荻オギ生ユウです」

「荻生くん何の用だねおれは忙しい」

　ヤバイ……これごまかせてる？　ごまかせてるよな？　なんか荻生くんはもうヘンタイを見るかのような目でおれを見てるけど大丈夫だよな!?　信じるぞ、ごまかせてる、なんとかなってる、そう信じるぞ!!

「あの……校長。心なしか……背、縮ちぢんでませんか？」

「せ？」

「身長が……たしか朱アカ梅ウメくんより高かったはずじゃ」

「…………」

「…………」

　アカウメくんってのがどれかはわからんが、たしかにおれより背の高いのが一匹いるな……。

　しまった。『虎威借ジゴロ』でコピーできるのは表ひよう層そうだけ……体格はコピペできない……！

「荻オギ生ユウくん」

「ハイ」

「校長先生には、敬意を払いなさい」

「は、ハイ！」

　よし、反論は黙だまらせた。

　あとは暴力的なことはやめようと言えば終わりなんだが、どうしよ。なんて言えばいい。台本書いてくるべきだったじゃねーかよチクショーおれって根回しとかそういうの向いてねーんだよなー！　アドリブにはもっと向いてねーんだけどさぁ！

「あのさぁ」

　沢サワ里リ！　助かった！

　そうだ、沢里はおれが『虎威借ジゴロ』の使い手だって知ってる！　おれが牧マキ島シマ大オオ路ジだってことに気がついてるんじゃねーか!?　オッケー頼んだおまえに任せた！　助けてくれよ沢里ぃ！

「早く出ていってくんないかな。作戦会議の時間が惜おしいんだけど」

　えええええー!?

　沢里ちゃんパパに厳しくない!?　パパだぞ!?　大事にしろよこのクソギャルがよ!!

「い、いや、その」

「早く。行って」

「…………ハイ」




　　　　＊＊＊




　出た。

　出たっつーか、逃げてきたっつーか。

　結果を求めて小コ牧マキが駆かけ寄ってくるかと思ったが来なかったので代わりにおれが駆け寄った。

「牧島くん！　どーだった!?」

　おれは両手の人差し指と親指を合わせてみせた。

「なに、それ？」

「三角形」

「だ、ダメってこと？」

「ビミョーってこと」

　小牧の顔もビミョーな感じになった。おれの評価がビミョーになったってことだろう。

　だってよ、仕方なかったんだよ！　白衣を着た変なおっぱいメガネと親不孝者のギャルがわりーんだよ、おれはカンペキに仕事をこなしてたってのによ！　だいたい沢サワ里リのせいだよな、なんで新ニイ傘カサはあんなのを選んだんだか。やっぱり人は中身で判断すべきだぜ。そりゃあ見た目はたしかに良いけどさ、沢里十二衣カサネちゃんはちょっとおれはパスかなー！

　まぁそんなことより、失敗したからには次の手を考えなくちゃならねーよ。小コ牧マキがあれこれちっちゃい声で控えめな非難を飛ばしてくっけど、こんな中間評価は最終的に仕事を成せばひっくり返せるから気にしないでおこう。

　さてどーすっか。おれは頭をひねる。すると小牧がおれを指さし、そろそろ『虎威借ジゴロ』を解除してほしいという。なるほどナイスミドルの姿じゃ小牧は心惹ひかれねーと。童顔の新傘が本命だってんだからそりゃそーか。

　というわけでおれもすぐに『虎威借ジゴロ』を解こうとしたわけよ。そしたらそしたら、後ろからおれの背中に手を置いたジイサンがいたもんだから青天の霹へき靂れきよ。

「おお、沢里校長！　こんなところにおったか！」

　いきなり声をかけてきたのはひげもじゃもじゃの太ったジイサン、どこかで見た気がすると思ったら我らがソルヴァの校長じゃねーか！　なんでこんなところに？

「娘に激げき励れいかね？　そういうわずらわしいことばかりしてるから嫌われるとなぜわからん！　教育者のくせに、君は本当に不器用な男だな！」

　まったくだよおれもそう思うぜ、生徒同士でつるんでるところに親が口出ししてきたらそりゃうぜーよな、わかるぜ！　だけどおれは沢里校長じゃないからいますぐ手をどかしてくれ！

「さ、特等席を用意したからそこで一いつ緒しよに観戦しよう！　な！」

「お、おれも!?」

　金カナ森モリ校長がおれの耳に口を寄せてきた。ジジイに顔寄せられて喜ぶ趣味はねーよ離れてくれよもじゃもじゃ先生！

「──生徒の耳に入れたくない話があるじゃろう。静かな場所を用意してある」

　ねぇぇぇぇぇよひげもじゃジイサンに話なんかねーよおれには!!

　しかし校長に背中を押され、おれはムリヤリ〝特等席〟とやらに向かうことに……なんでだ!?　なんでこうなる!?

　おれは後ろを振り向く。顔を真っ青にした小牧がそこに立ち尽つくしていた。

　小牧っ……！

　小牧ぃっ……！

　助けてくれ小牧ぃっ……!!

　視線で精一杯ヘルプミーを伝えてみたが、小牧の視線は泳ぎ回っておれから逃げていく。

　小牧の口はパクパクと動いていたが、救いの言葉がそこから出てくることはついぞなかった。




[image: ]

　あと五分で試合がはじまる……憂ゆう鬱うつだわぁ……。

　なんで私がこんなに疲れなきゃならないのよぉ……。

　控え室は、いわばサッカーグラウンドのゴールみたいな場所に置かれている。四角いフィールド、その北端に置かれた箱はシアマーチの控え室で、南端に置かれているのがソルヴァの控室。戦いのステージはすぐそこに。

　嫌いやだわ嫌だわ、有アリ坂サカくんと新ニイ傘カサくんは元気よく控え室を出ていったけど、ついでに布フ木キくんもだらけた様子で出ていったけど、嫌だわ行きたくないわぁ……。

　私も重い足取りでそれに続く。

　外に出るとすぐに観客の声が耳に入る。うぅ……東側にはソルヴァの生徒が、西側にはシアマーチの生徒が、キレイに分かれては声援とヤジを飛ばしている。

　あとは目の前の階段を上りステージに上がれば戦いが……嫌だわぁ……！

　なんでこんなに苦しいのかしら……って、理由はわかってるのよね……。私には、安らぐ時がないからなのよ……安らげる場所にいる時しか気を抜けないのが問題なのよ……！　普通の人ならそうはならないわ、だって、その……と、と、とも、トモダチッがいるから……！

　どんな場所でもどんな時でも、そばにいてくれるだけで不安が和やわらぐような……友達……ほしいわ……。私の友達って、学校で飼ってる鳥と野の良ら犬だけだものね……ビアンカとフレドリカだけだものね……ハァ……。

　どうにも踏ふん切りがつかず、ステージの前で足踏みをするの前に、真っ赤な羽根をした大きな鳥が、ソルヴァの校舎で見慣れた友達の姿が、突然降り立った。

「えっ!?」

「タイヘンダー!!　タイヘンダー!!」

「ビ、ビアンカ!?　ついてきちゃったの!?」

　ソルヴァの飼育室で飼っている魔ま鳥ちようのビアンカじゃないの！

　ついてくるも何も、私たちは校長のテレポート系の魔マ技ギでここまで来たはずなのに、どうしてどうやってこの子がここに!?

「ヤバイヨ!!　ヤバイヨ!!」

「落ち着いて……大丈夫よ、あとで先生たちのところに連れて行ってあげるから、とりあえずはここで大人しく待っててね……」

　私はビアンカの頭をこしょこしょと撫なでながら言う。

「ヤバイヨナツメ……伝エテオクベキダト思ウンダ、チョットアッチ見テクレヨ」

「あなたそんな流りゆう暢ちようにしゃべれたの!?」

　それが一番ヤバイわよ!!　あなたにそんな知能があったの!?

　マズイじゃない！　所しよ詮せんは言葉を持たない動物だと思っていろいろとしゃべっちゃったじゃない!!

　休み時間に行く場所がないから鳥小屋前のベンチに座ってることとか、友達がいないから教科書を忘れた時困らないよう教科書の中身を全部暗記したらソルヴァナイトにまでなっちゃったこととか、趣味もないから放課後にすることがなくて野犬をフレドリカと勝手に名付けて可か愛わいがっていることとか……全部このコは知っているというのに!!　なんでよ！　これから私どうやって生きていけばいいのよ！

　だけどビアンカは気にせず指を──ではなくクチバシを指して、私にあちらを見ろと指図する。ビアンカの視線の先にあったのは、ステージ脇わきの地面に雑に置かれた見覚えのある布キレ。

　あれは……あの配色とあの布の薄さは……どこかで見たことがあるような……!?

「では、ソルヴァのみなさん、ステージの上に……おや。これは誰の服かな」

　さっき私を控え室に誘導してくれたキダとかいう人がそれを拾い上げ、全ぜん貌ぼうが良く見えるようになったところで、その正体に私も確信を持つことができた。

「あっ……あっ……!?」

　あれは……雪ユキ流ナガレさんの服!?　どんな罪を背負えばあんな服を着させられることになるのかと思って印象に残ってるから間違いないわ！

「そっそそそそれはっ……!?」

「はい？」

　不思議そうな顔でキダくんが私を見ている。そそそそれはそうよね、私があんな服を着ていたら不自然極まりないもの……!!

「あああああっ!?」

　雪流さんもどうやらそれに気がついたようで、なんというか美人が台無しな筆舌に尽つくしがたいほど苦にが々にがしい表情を……!!

「持ち主はいらっしゃいますか？　いらっしゃらないようでしたら、落し物として報告を──」

　どどどどうする……!?　ここで沈ちん黙もくを貫いたらあの服が先生たちの下もとに……!?　所有者探しがはじまってしまったら……そして万が一持ち主が雪流さんだと判明してしまったら……!?　私なんかに見られただけで発狂していた雪流さんはいったいどどどどうなってしまうのかしら……!?

　キダくんが私たちの顔を見回す。そして所有者がここにはいないと判断したのか、撤収しようとステージの外に歩き出す。

　うっうっうっいましかチャンスはない……！　やるしかない！　やるしかないのよなつめ！

　私の背中を押して！　ママ！　ビアンカ！　フレドリカ……！

　私は口を大きく開けて、そして思い切り叫さけんだ。




「それは!!　私のッ服です……!!」




　叫さけんだというよりはなんとか声をひねり出したと言った方がよっぽど正しかったかもしれないけれど、とりあえずは言ってやったわ！

「あ、ソルヴァナイトさんの。ゲーム用の正装みたいなものですかね。失礼しました。では、もうすぐゲームがはじまりますので、お着替えの方をお急ぎください」

「えっ!?」

　ききき着るの!?

　こんな恥はずかしいものを私が!?

　ただでさえ恥ずかしい生涯を送ってきたというのに!?

　これ以上恥はじを上塗りしないといけないというの!?

　震える手で服を受け取ると、私の額ひたいからつつーっと汗が一筋流れ落ちた。

　まじまじと服を見つめていると、今度はだらだらと滝のような汗が流れ出した。

「八ヤツ切ギリさん……いえ、なつめさん」

「雪ユキ流ナガレさん……!?」

　雪流さんが慌あわてて駆かけ寄ってくる。事態が不ふ穏おんな方向に転がっていくのを察して止めにきてくれたのかしら!?　そ、そうよね、これはただの誤解なんだし、私がこんなものを着る必要はないのよね！

　ところが雪流さんは私の思惑などつゆ知らず、私が体の前に持った服ごと私を抱きしめた。

　なんでそうなるの!?

「ありがとうございます……わたくしのために……！」

「え」

「わたくし……全力を尽つくします!!　必ずあなたに勝利の栄光を!!」

「ええええええ!?」

　本当のことを話してくれるんじゃないの!?

　私がこの恥ずかしい服を着るのはもう確定路線なの!?

　もうっ……！　もうもうもうっ……！

　どどどどうなってるのよぉっ……!!
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　まず驚いたのは、歓声だ。

　東にソルヴァ、西にシアマーチの生徒がずらっと並んで応援の言葉を投げかけている。両校ともに応援団みたいなものを組織して、頭数をそろえて声を張り上げているのがいかにも学校対抗のイベントっぽい。

　僕ら五人が南端に並んでスタートしたのと同様に、目を凝らすと、はるか向こう北端にシアマーチ側の五人が見える。真ん中でいちばん存在感を放っているのが沢サワ里リさんに違いない。

　今回のゲームは実に見晴らしがいい。隠れる場所はなさそうだ。

　しかし、遠いなぁ。接触までに数分かかりそうだ。一ゲームにつき二十分しか時間がないのに、広すぎないかな、これ。

「よし、行こう。俺と新ニイ傘カサが前を歩くから」

　有アリ坂サカくんの言葉に従い、僕らはどんどん進んでいく。シアマーチの方も、横一列に並んでずんずん歩み寄ってくる。僕らも彼らも、割と乱暴に距離を詰めていく。開戦はきっと、互いの声が聞き取れるくらい近づいてからになるだろう。

　観客席からは行けだの走れだのヤジとも応援ともつかない言葉が降ってくる。敵の位置を教えるような言葉だけはネットにかかって僕らに届かないようにしてあるらしいけど……そこまでするくらいなら観客を入れなければいいのにと思う。

　観客がいることで一番困っているのは、もちろん八ヤツ切ギリさんだ。

「何なのよ何なのよぉっ……!!　完全に見世物になってるじゃないのぉっ……!!」

　ソルヴァからだけでなくシアマーチからもなぜか八切さんを応援する声が飛んできている。

「や、八切さん。一応聞いておきたいんだけど、その服、どうしたの」

「聞かないで……私みたいな女が友情を摑つかむためには、これくらいの覚悟が必要なのよ……！」

　鬼の形相でそう言われたものだから、僕もそれ以上は聞けなかった。

　あれってたしか、なんとか機工少女マヒルちゃん最新シリーズのコスチュームだよね……。沢里さんが中学生の頃よく観てたってのは知ってるけど、いまも観てるのかな……。

　しかし、それにしても、広い。こんなステージで〝変則鬼ごっこ〟をやるとなると、これは本格的に体力勝負になるかもしれないなー。

　なんてことを思った矢先──突然、壁が現れた。

　グラウンドのど真ん中に、僕らと彼らを分かつように、高さ二メートルほどの壁が。

　レンガ壁だ。素手で壊せるとは、思えない。

「『積壁化付加ヘイエ・アギン』か？」と有坂くんが言う。

　壁づくりの魔マ技ギか。シアマーチは炎えん来らい道どうを専門とする高校だし、〝何かを作り出す〟ってのが基本になってくるはずだとは思ってたけど……壁か。

「……か、か、壁ができちゃったけど。これじゃタッチなんてできないんじゃ……？」

　八ヤツ切ギリさんがそう言うのも無理はない。

　壁は右端はしから左端まで、隙すき間まなく広がっている。

　向こう側に行くためには一度ステージを降りなきゃならない。でも場外に出たらペナルティがある。うーん。どうしよっか？

　だけどそんな心配は杞き憂ゆうに過ぎなかった。

　壁の真ん中に、急に亀き裂れつが走ったからだ。そして壁は二つに分かれ、動作の鈍にぶい自動ドアみたいな動きで脇わきにずれていった。

　その隙間から、彼女はやってきた。

　たった一人で、だけど何ら臆おくした様子もなく、力強い足取りで。意志を張り巡らせた体。背筋の伸びた生き方。僕の知ってる通りの、自信満々な顔で、彼女は姿を現した。……ちょっとスカート丈が短いのが気になるけど。

「やっほー！　久しぶり！　会いたかったよ、新ニイ傘カサ！　それと……それと……他のみんなも！」

　名前覚えてねーのかよ、と布フ木キくんが後ろでつぶやいた。ただのジョークだと思うよ。

「一人か。良い度胸だな」

　有アリ坂サカくんの小物感きわまるセリフを聞いて、沢サワ里リさんが笑った。笑った声も可か愛わいい。

「思い出話をしに来ただけさ。先日の、ソルヴァナイト戦の思い出をね」

　僕は自然と沢里さんの奥を見る。『壁カベ』の中に入る入口は一つしかない。そこからシアマーチの生徒が出てくる様子はない。

「あれは楽しかったよ。だけどあれが楽しかったのはみんなが自由に動いたからだ。ゲームルールは、よくよく考えなくてもお粗末だったとあたしは思ってる。罰則は緩いし、ゲーム展開を誘導する仕組みもねーし、システムそのものが強固でもなかった」

　ソルヴァの先生たちが聞いているのに平然と批判を口にする。自由だなぁ沢里さん。そういうところが好きなんだけど。

「ルールを作るってのは実に難しいなァと思ったよ。だからこそあたしは、それに挑戦したいと思うんだ」

　……え。

　ルールを、作る？

「炎エン来ライ道ドウは、何かを作り上げることを得意とする魔マ技ギ道だ。だからあたしは作り上げる。あたしのルールを。沢里十二衣カサネのルールを。よく聞いて。ルールはシンプルだから」

　沢里さんには、きっとわかってた。僕らがその言葉に敏感であることが。

　ルールと聞いたら、それはよく聞いて従わなければならないものだと思ってしまう僕らの習性を彼女は知っていた。

「──〝黒点に触れてはならない〟

　──〝これを破った人間は、青い線の外に弾はじかれる〟

　以上。ルールはこの二つだけ。賢いソルヴァのみんなはもう覚えたかな？」

　僕らは、雰ふん囲い気きにのまれていた。よくよく考えたら、黙だまって話を聞いている場合なんかじゃなかったんだ。沢サワ里リさんが仕掛けてきてるのは明白だった。固唾かたずをのんで見守っていられるほど、僕らには余裕なんかなかった。

「青い線はステージの端はしを囲う。黒点は、いたるところに限界までたくさん散りばめる。まぁ、注意してれば触らずに済むよ。よし、説明はこれで終わり！　それじゃはじめてみようか。『私想領域ワンダールーム』──発動」

『私想領域ワンダールーム』？　そんな超高等魔マ技ギを──って、え──!?

　ガクンと意識が横にブレた。

　誰かが引っ張ったのだと思った。

　目に見えない剛腕に胸ぐらを引かれたように、僕の体は真横に吹っ飛んだ。

　数メートルの距離を急速に、場外に弾き飛ばされるまで強引に。

　ステージ下の地面で全身を擦こすって、あちこちに痛みが走った。

　やっと冷静さを取り戻し、僕は急いでステージに上る。十秒以内に戻れなければ脱落になってしまう。そしてステージ上を見つめた時、そこには沢里さんしかいなかった。ソルヴァ側の五人は全員が、ステージの外まで弾き飛ばされていた。なぜ？　……黒点を踏んだからだ。

　いつの間にか、床に大小さまざまな数多くの黒点が浮かび上がっている。僕らの足の真下にもきっとあの水玉模様が広がっていた。僕らはその黒点を踏んだから、場外に弾かれたんだ！

　沢里さんが、全員に聞こえるように大きな声で、心底楽しそうな声色で、言う。

「場外移動のペナルティは２点……五人落ちたからこれで10点だ。あはははっ」

　……そうだ。

　反則点のルールだ。

　新しいルールを作るってこういうことなのか……!?

「挨あい拶さつ代わりさ。そっちは〝上うわ澄ずみの集中〟を五人も並べて、ソルヴァナイトまで引っ張り出してるんだから、これくらいのボーナスポイントはもらってもいいよね？　あははっ！　じゃ、キングのあたしは奥で隠れてるから。じゃーねーバイバイ新ニイ傘カサ」

　けらけらと笑って、ひらひらと手を振って、沢里さんはまた壁の中に消えていった。

　僕らは八ヤツ切ギリさんを中心に再び集まった。だけど僕らの間には、しばらく沈ちん黙もくがうずくまっていた。沢里さんのルールを、その意図を理解するのに必死だった。

「おい。まさかとは思うが」

　有アリ坂サカくんがつぶやいた。

「まさかこのまま、壁の中に隠れるつもりじゃねーか？　シアマーチのヤツら、腕章なんて狙ねらう気ねーんじゃ……？　場外の反則点だけで、接触せずに勝つ気なんじゃねーか……!?」

　その言葉は、泥中に沈むようにゆっくりと、僕らの頭に浸しん透とうしていった。

「な……これは〝変則鬼ごっこ〟なんですよ!?　そんなバカな！」

　雪ユキ流ナガレさんの否定の言葉。そこには、論理的な根拠がない。

　そもそも接触する気がない。だから壁を張り交流を絶つ。腕章は奪うばえないから他の方法で得点する。そこで選んだのが『私想領域ワンダールーム』という超高等魔マ技ギ。実に筋が通っている。

　僕にはわかる。

　これはメッセージだ。

　ルールに縛しばられるつもりなんてかけらもない彼女のやり方。

　これがプレゼントか……これが沢サワ里リさんからの挑戦権か！

　なぜだろう、いきなり苦境に追い込まれたっていうのに、僕は嬉うれしくてたまらない。胸の奥から勇気がどんどんわいてくる！

　途端、横すべりのドアが開くようにして、壁の二か所が開いた。

　布フ木キくんが壁に手を触れながら言う。

「なにこれ。入口か。壁で迷路を作り……時間稼ぎをしようってことか？　セコイなー」

「違うな。迷路じゃねーよ、これは」

「ほう。有アリ坂サカにわかんの？　じゃあ、この壁は？」

「順路だろ。道は二つ。安い挑発をされたもんだ」

　僕もそう思う。

　これは順路だ。

　沢里さんからの挑戦だ。

　──あたしの用意した舞台に来い。

　胸が鳴る。心臓の音が耳に届く。昨日の夜に言っていたのはこういうことだったんだね。僕に、「沢里さんのルール」を超えろって言ってるんだ。

　リーダーの八ヤツ切ギリさんはまだ放心しているようだったから、代わりに有坂くんが代表して言う。

「敵は腕章狙ねらいで突っ込んじゃ来ないと仮定しようぜ。こんな壁を作るくらいだ、さしあたってキングを狙ってくるつもりはねーってことだろう。とりあえず八切を残して攻めよう。三人も残す必要があるとは思えないし……八切を守るために一人くらいは残そうか。そんで残りの三人が二手に分かれて攻めるんだ。どうだ？」

「同意見です。わたくしが残りましょう」

　雪流さんが真っ先に留まることを選んだ。見ると、『私想領域ワンダールーム』で吹っ飛ばされた衝撃で制服が砂にまみれ、いくらか破けているところもある。沢里さんのルールはあまりお気に召さなかったらしい。

「有坂の提案は悪くねーけど……そういうのはお前が決めることじゃねーだろ」

　布フ木キくんの言うことはもっともだ。みんなの視線が一斉に八ヤツ切ギリさんに向かう。

「あっ、その……私もそれで……いいと思いマス……」

　これでソルヴァナイトの、リーダーの了承も得た。

　キングを守る役割は、雪ユキ流ナガレさんに任せればいい。あとはまっすぐ進むだけだ。

　僕が壁の方に向き直った時、布木くんはすでに歩き出していた。

「オレが右に行く。新ニイ傘カサと有アリ坂サカは左によろしく」

「おい、お前ひとりでいいのか？」

　有坂くんの質問を、布木くんは鼻で笑った。

「戦力バランスを考えたらこうなるだろ。新傘を落とされたら後がメンドイから、ちゃんと有坂が前線に出ろよ。じゃーなー」

　うーん……チームワークってのは難しそうかな？　個人技で、沢サワ里リさんのルールを打ち破ることができればいいんだけど……。

　まぁ、それでもいいさ。右の道は布木くんに任せよう。

　僕は左に進むよ。沢里さん……待っててね……！
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　歩きづらい。

　迷路の壁や床にも黒点があちこち打たれていて、細心の注意を払う必要があるからだ。

　ただの迷路かと思いきや、ずっと下を見ながら進まなきゃならないから、わずらわしいことこの上ない。壁に手をつくことさえ気楽にはできないのがまたいやらしい。まっすぐ進めないってだけでストレスなのに、こうも足を鈍にぶらされちゃ──って、オレのメンタルなんかどうでもいいんだよ。こんなことやってちゃ時間がなくなるってのが問題なんだよね。この広いゲームステージを、このスピードで動き続けなきゃならないとなったらキングにタッチするなんて絶対に不可能だぞ。ヤツら、ホントに鬼ごっこする気がまるでないんだろうな。

　ついでに一コ疑問をあげとくと、いまこの状況で黒点に触れたらいったいどうなるんだろう。まわり壁だけど、これでも青線の外まで吹っ飛ぶのかな。

　……ためしてみようか？

　ペナルティなんてせいぜい２点だし。ポイントよりも情報の方が有益じゃないかな。

　すっと壁に手を伸ばす。そーっと黒点に近づける。そしていざ触れようとしたその時、西の空から叫さけび声が聞こえてきた。

「うおおおおおおおお!?」

　声の位置がやたら高いと思ったら、有アリ坂サカが壁を越えてすっ飛んでいた。まったく有坂はやんちゃ坊主だな。それにしても……タテにもヨコにも数メートルすっ飛んでる。落ちたら痛てーだろーなあれは……あー自分で触さわらなくて良かった。

　気を取り直して進むと、すぐに開けた場所にたどり着いた。

　教室くらいの広さの空間。ケンカするには十分だけど、魔マ技ギを披ひ露ろうするには少々手狭な、そんな場所。そしてその中央に、シアマーチの生徒が一人佇たたずんでいる。オレの到着に気づくとすぐに明るい笑えみを浮かべ、高らかに挨あい拶さつをした。

「よろしく！　火ヒ桜ザクラ涼リヨウだ！」

「挨拶はいいよ」

「君は……君の名前はたしか……布フ木キ明アキラクンだな！　布木クンと呼ばせてもらうぞ！」

「うん。じゃあオレは君をたかしくんと呼ぶから」

「なぜだっ!?　火桜涼と名乗ったのにっ!?」

　コイツ……なつめを『断ダン頭トウ台ダイ』にかけたヤツだよな。いきなり会えるなんて、オレはラッキーだなぁ。だけど、コイツをぶちのめすことが目的だと気づかれちゃうまみがないな……キングを探してるフリでもするか。

「さっさとキングを倒して終わりにしたいんだけどさー、沢サワ里リは出てこないの？」

「奥に進みたければボクを倒してから行けばいい！」

　沢里はもっと奥にいる、と。

　相手がバカだと助かるなー。

「布木クン。君は、ルアーフィッシングを知っているかな」

「まだ食ったことはないな」

「いや！　食べ物ではないのだ！」

「……ジョークだよ」

　なんだコイツは。皮肉や諧かい謔ぎやくの通じない相手と戦うなんてゴメンだぜ。

　なにがルアーフィッシングだ、釣り竿ざおも川もないってのに。

　面白い魔技を使いそうには見えないし、代表選手ったってシアマーチ校の一年生じゃ魔技も頭の方もたかが知れてる。さっさと倒して沢里を攻めた方が良さそうだ。そう考えてオレが歩き出すと、すぐに火桜が動いた。

　手元からキラリと光る何かが飛び出たかと思うと、それは糸を引いてオレの足に巻きつき、そして今度は火桜の方に思いきりよく戻りやがった。右足を強く引かれたおかげでオレはカンペキにすっ転び、床の黒点に背中が触れて場外まで吹っ飛ばされた。

「う……痛ぇ……」

　場外までの距離が二メートルほどだったからたいした勢いじゃなかったが……しかし人の足を取って転ばすたぁやってくれるぜコイツ……！　クソ、高いなステージは。這はい上がるだけでも大仕事だぜ。

「『突進餌ギジヒクイ』。糸はホンモノでただの小道具だが……ルアーの方はボクの魔マ技ギだ！」

「糸とルアーがあるのに……肝かん心じんの釣り竿ざおがないじゃないか」

「うむ！　まぁ、正直に言うとボクは釣りなどしたことがないからな！　竿を操あやつるより、魔技でルアーを飛ばした方が早いのだ！」

　なんちゅー戦法の選び方してるんだコイツは。

　もっと別の、自分にあった魔技はなかったのかよ。

「さぁ、しゃんと立ちたまえ！　もう一度場外にたたき出すぞ！」

　……そうか。

　コイツら全員、戦略を共有してポイントを稼ぎに来てるんだ。

　沢サワ里リの『私想領域ワンダールーム』を軸に、オレたちを場外に吹き飛ばすことだけを狙ねらってる。

　タッチする気なんてもともとない。近寄るつもりなんてはじめからない。

　これは厄やつ介かいだな……。「いかにして腕章に触れるか」を念頭において魔技を選んだオレたちとは戦法がまったく嚙かみ合わない。オレは大丈夫だけど、他のヤツらは選んだ魔技次第で対応できずに負けるかもしれない。

　ふと見上げると、西の空では有アリ坂サカが無言で吹っ飛ばされていた。そしてその後ろから、「うああああ」と情けない声を上げながら新ニイ傘カサもぽーんと飛ばされていた。面白過ぎるだろ。アイツら何回黒点に触さわってんだ。うっかりさんめ。

　……それとも、もしかしてあっちももう交戦中なのか？

　敵を場外に弾はじき出す戦法を持った敵とぶつかっているのか？

　困ったなー、沢里みたいに勝ち気なヤツならキング狙いの戦いをしてくると思ったのにポイントで勝ちに来たかー……。でも、迷う必要はないかな。オレはオレの目的を果たすだけだ。

　火ヒ桜ザクラは、あまり戦闘中に思考を働かせるタイプじゃないらしい。

　オレがふらふらとしていると、再びオレの足に向けてルアーを放ってきた。無策すぎるぜ。その動きはたしかに速くて、逃げることは難しそうだが──足に巻きついてる時点でオレとの相性が悪すぎるんだよ!!

　オレは足に食いついたルアーに手をかける。そうして魔技を発動させる。

「ほどこうったってそうはいかない！　一度絡みついたら後は引くだけ!!」

　後は引くだけ。

　引くだけで獲物が釣れたら誰も苦労しねーよ。ルアーフィッシングをナメんな。

　火桜は糸を引く。糸の先のルアーを、自分の手もとに引き戻そうとする。そして力を入れてはじめて、それができないことに気づいたようだ。

「ぬっ……!?　ルアーが引けない……!?」

　火ヒ桜ザクラが必至で糸を引いてはいるけど、もう十秒は動けないよ、お前のルアーは、きちんとステージの床に釘くぎ付づけしてやったからよ。

　パニックになっている火桜に駆かけ寄り、その頭に手を当てて、そのまま後ろの壁に押しつけてやった。

「ぐっ……!?　頭が……壁に張りついて……!?」

「弱ぇよなぁ……」

「なんだと……!?」

「お前のことじゃないよ。この魔マ技ギだよ。使い方次第って感じの魔技だよなぁ。これ、『打ウち抜ヌきリベット』っていうんだぜ」

『打ウち抜ヌきリベット』。それは対象を固定する魔技。何を対象とし、何を固定するかって点でなかなか応用が利くのはわかるけど……使いづれーよやっぱりコレ。

　まぁいいさ。すでに望む状態は得られた。

　頭を壁に固定された火桜。

　ヤツは動けない。頭の位置は動かせない。だから──だからたやすく、その顔をぶん殴なぐってやることができる。

「んじゃ、歯を食いしばってな」

「な、何をする気だ!?」

「何って。お前は、オレのなつめに攻撃しただろ。『断ダン頭トウ台ダイ』に乗せただろ」

「いや、あれはただのデモンストレー……！」

　知らねーよ、言い訳なんて。

　オレは高く振り上げた拳こぶしを、そのまま叩たたきつけるようにして火桜の腹にめり込ませてやった。腹の肉に拳がめり込む感覚ってのは、なんだ、オレはあんまり好きじゃねーな。

「がっ……カッ……！」

　なんだか柔やわい腹筋に、オレごときのヘナチョコパンチが思いっきりめり込んじまった。

「これで許してやる。二度とソルヴァナイトに手を出すなよ」

「は、歯を食いしばれと言ったのに……！」

　あ。腹殴っちまった。まぁいいか。

「何のつもりだ……!?　ゲーム関係なしに人を殴るような行動は反則だぞ……!?」

「あ、そうなの？」

　東側観客席中央に置かれたドでかい得点板。そこに目をやってみると……うわ、シアマーチ側に30点が加算された。０対48……うわわ、絶望的な点差だな。

　何が起こっているのかわからず、火桜も頭を壁にくっつけたままいぶかしんでいる。そりゃそうだよな。みんなはゲームに勝とうとしてるんだもんな。でもオレには関係ねーな。

　これでよし。第一の復ふく讐しゆうは完了だ。あとは荻おぎ生ゆうとかいう白衣メガネ巨乳だけだな。

　さーて『リベット』の効果が解けないうちにおさらばしよっと。迷路探索に戻ろっと。

　あ、一応腕章は奪うばっとくか。腹を抱かかえている火ヒ桜ザクラの左腕にある腕章に触れると、二つある腕章の内の一枚がスウと消えていった。

「じゃあなーバイバーイ」

「待て、逃がすかっ……！　まだゲームは続いているぞ……！」

　げげっ。火桜が追いかけてきた！

『リベット』は効果の解除が早すぎるよ……！　こんな使い勝手の悪い魔マ技ギを選ぶヤツの気がしれないよ、まったく！

　さてさて走れ、逃げちまえ。

　これでいいんだ。オレはソルヴァナイト戦できちんと学んだんだ。女のために拳こぶしを振るう男はモテる、って。そうやって新ニイ傘カサは沢サワ里リを手に入れたんだろ。あのじゃじゃ馬は新傘のそういう男らしさに惚ほれたんだろ。バレバレだぜ。

　オレも同じことをしたんだから、同じ結果が得られるはずだ。

　ふふ……なつめ、喜んでくれるかなぁ。
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　ててて敵に30ポイントぉ…………!?

　えええ誰よこんなとんでもない反則をやらかしたのは──って布フ木キしかいないわあの陰気くさい男しか……!!　いったい何やってんのよあの薄らキモい不思議男はぁぁぁっ……!!
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「くそっ!!　まただ!!　最初の含めて四度目だぞ!!　背中が痛ぇ!!」

　今度こそ黒点を踏ふむまいと、背中をさすりながら慎しん重ちように壁の迷路を進んでいく。

「有アリ坂サカくん不注意すぎるよ」

「新傘だって吹っ飛ばされてただろ」

「僕はわざと触さわったんだよ」

「そうか」

　……余計悪いじゃねーか。

「実験してみたかったんだ。この壁、形を変えたりサイズを変えたりしてさっきから作り直さてるでしょ。ステージ内のギミックではなく、シアマーチ側の誰かが魔マ技ギで用意したものだと思うんだ」

「で？」

「そして魔技の壁にも黒点が打たれている。『私想領域ワンダールーム』の黒点は、魔技で作ったものにも描えがけるし、そこでも効力を保つってことだ。これは相当厄やつ介かいだよ」

「なるほど」

　……いや、ミスって触さわったのをごまかす言い訳だろそれ。別にわざわざ触って吹っ飛ばされなくても見りゃわかるだろそんなの。頭の回転が速いから口がうまい。おかげで新ニイ傘カサにはどうもいろいろとごまかされてる気がするな……。そのおかげで何のいさかいもなく友情を育はぐくめているってことでもあるんだろうが。小コ牧マキが信頼しているのもこういうところなんだろうな。

「ついでに有アリ坂サカくん。得点板、見た？」

　見たぜ。得点板なんてあったんだな。しばらく気づかなかったけど。東側観客席の真ん中あたりに、ドでかい得点板が置かれている。質素なつくりだよなぁまったく。ソルヴァナイト戦の気合いの入れようを教えてやりたいくらいだぜ。

　まぁ、問題はそのつくりじゃなくて書かれた数字だ。10‐48。ったく、冗談じゃねーよ。

「見なかったことにしよう。第一ゲームが終わってから、第二ゲームがはじまるまでのインターバルの間に考えようぜ」

「そうだね……」

　どうせ布フ木キのせいだろ。アイツ、敵にするのは嫌いやなんだが味方にするのはもっと嫌だな……。

　黒点に注意を払ってたらたらとしばらく歩くと、ふいにいくらか開けたスペースに出た。

　ステージ外側の壁がなくなっている。そして床には規則的に並ぶ水玉模様の黒点……俺たちがぶっ飛びやすくなってるわけか。そりゃ助かるな。

　そして、北側の壁が開き、そこからシアマーチの生徒が一人歩いてきた。男だ。そしてなんともファンキーでぶっ飛んだ髪型してやがる。たしか名前は朱アカ梅ウメ、だったかな。

「聞いてるぜ、沢サワ里リから。無愛想な顔してる方が有坂で、チビの方が新傘だな」

　……俺って沢里にも無愛想だと思われてるのか？　なぜどいつもこいつも俺のことを無愛想だと言うんだ。たいして会話したこともねーくせによ。

「朱梅芯シンだ。はじめるぜ」

　何をはじめようとしているのかは明白だった。

　俺たちのやってきた道が突然壁で塞ふさがれてしまったからだ。

　これで三隅が壁で囲まれてしまったことになる。残った一辺には青い線が引かれている。その向こうは場外だ。なんだよ、俺たちが黒点を踏ふむことを前提にしてんじゃねーぞ。

「この壁を作ってるのはお前か。じゃあお前さえ脱落させれば、この壁は消えるわけか」

　朱アカ梅ウメはなぜか俺をにらんでいる。

　なんだよ。俺は別にお前をにらんでねーよ。目つきが悪りーだけだよ。

「俺は、ソルヴァの生徒二人に勝てると思うほど思い上がっちゃいねぇよ。足止めが俺の仕事だ。わりーな、第一ゲームが終わるまで、ここにいてもらうぜ」

「十五分も俺たちを足止めできると本気で思ってんのか？　それが思い上がりだってんだよ」

　おお、朱梅の眉まゆに怒いかりが見える。

　感情を乱されやすいヤツは行動を縛しばられやすいんだぜ。

「黙だまっていてもらえねーなら、潰つぶすしかねーな！」

「壁を作るだけで人を潰せんならやってみろ」

「作るだけじゃねぇよ──死ね」

　朱梅の前にさらに壁が一枚現れる。ドアを一枚持ってきたかのようなサイズだが、そんなバリケードで何をするって？

　何が起こるかと壁を見つめていると──急に壁が大きくなった。

　大きくなったんじゃない──！　遠近感が狂ったんだ──壁が動いてきたんだ!!

　動く壁!!　壁は俺に激突し、弾はじき飛ばし、鼻血まで流させたところで止まっていた。

　くそ、痛ぇ……！　よそ見しながら走ってたら電柱に顔からぶつかったっつーあの時の痛みだ……!!

「動く壁……!?　壁を作るだけじゃねぇのか……!?」

「『縮領壁ウオールアクト』だ。次は手加減しねーぞ」

「潰すって、文字通りかよ……！　鼻が折れたらどうしてくれる！」

「いまよりマシな顔になるんじゃねーのか」

「言ってくれるぜ、アホ頭!!」

「おら、次行くぞ!!」

　俺の鼻血がついたその一枚壁に注目していたら、次に俺を潰しに来たのは横にあった迷路の一部だった。

　あぶねぇ！　間一髪、『白図形エアダイス』でさらに壁を作れなかったら横っ面つらに衝突してたな……新ニイ傘カサまでついでに潰されてたかもしんねぇ。

「新傘！　平気か！」

「問題なし！　てゆーか僕は狙ねらわれてない！　有アリ坂サカくんから倒すつもりじゃないかな！」

「俺がやる！　下がってろ！」

「この迷路のすべてが攻撃の道具だ！　気をつけて！」

　おう。だけどどう気をつけろってんだよ。

　俺がやるって自分から言った以上は、新傘はマジでフォローしてくれないだろうな……こう見えてドライなところがあるからな。沢サワ里リに対して以外は。

　仕方ねぇ、気合入れていくか！

　朱アカ梅ウメってヤツの魔マ技ギは判明した。いつでもどこでも壁を作って、それをそのまま移動させて叩たたきつけてくるってのがヤツの基本的なカードらしい。これだけドでかい迷路を作ってるんだ、魔力量にだって限界があるし、どうせ切り札を隠すだけの余裕もないだろう。

　ひとまずは、あの飛んでくる壁さえ封じちまえば為す術すべがなくなって逃げ出すはず。……なんだが、逃げられちゃ困るんだよな。腕章取れねーし。

　となりゃあ、逃がす方向を限定するしかねぇ。

　オリジナリティには欠けるが……敵の手を利用するのがベストか。

　沢サワ里リにしても朱アカ梅ウメにしても、自分の魔技を見せびらかしやがって。『白図形エアダイス』しか使えない俺に対する当てつけだな、間違いねぇ。ぶっ潰つぶす。

　朱梅は距離を取り、俺たちの出方をうかがっている。壁を並べて迷路を作ったのも、壁を移動させて攻撃してくるのも、俺たちから間合いを取るのが目的だろう。腕章さえ取られなければ、ポイントの奪うばい合いじゃ負けるわけねーんだから当たり前だ。

「ビビってねぇでかかってきたらどうだ」

「んー……それじゃ、試しみっかね」

　俺は『白図形エアダイス』でボールを作る。密度はあまり高め過ぎず……サイズも投げやすいよう小さめに……硬球程度ならコントロールもつくだろう。さて、振りかぶって、有アリ坂サカくん、第一球、投げましたっと!!

　全力投球した『白図形エアダイス』のボールは朱梅に向かってまっすぐ飛んでいく。──が、もちろん朱梅が作った壁に阻はばまれ、本人には届かなかった。

「……バカか？　それだけでなんとかなると思ってんのか？」

　なってるだろ、バカが。

　ボールを避よけるだけならちょいとかわしゃいいだけなのに、俺がもっとまともな魔技を用意してきていると考えたのか、『縮領壁ウオールアクト』の壁で受け止めやがった。目の前に壁を出すってことは、前方の視界が遮さえぎられるってことじゃねぇか。この程度の陽動に平然と引っかかりやがって。

　あとは不意討うちをかますだけ。『白図形エアダイス』で適当に長い棒を作り、朱梅に向けてかまえる。伸びろ、如によ意い棒っと。

　視界を確保するため壁を動かした朱梅の胴体に、まっすぐ『白図形エアダイス』の棒が伸びていく。

　こんな単純なやり方でなんとかなるとはさすがに思ってなかったけど、相手がバカだったせいでなんとかなった。

「ぐあっ!!」

　胸を突然突かれ、朱梅がそのまま後ろにひっくり返った。

　そして予想通り──ステージの床に尻しりもちをついたと同時に、黒点に触れ、朱梅の体が場外に向かって飛ばされていった。

　やっぱり……！

『私想領域ワンダールーム』の条件にソルヴァの文字はなかった。〝これを破った人間は、青い線の外に弾はじかれる〟……ってのを文言通りに解釈すれば、シアマーチの人間でも黒点を踏ふめば場外まですっ飛んじまうってわけだ。

　ざまぁみやがれ！

　数メートルすっ飛ばされた末に顔から地面に突っ込むとめちゃくちゃ痛いと学びやがれ。俺はもう三度も飛んでんだからな！　文句なら沢サワ里リに言えよな！

　これでソルヴァチームにもやっとポイントが入ったってわけだ。たった２点だけどな……しみったれてはいるが、反撃ののろしなんてこんなもんで十分だろ。

「くぁっ……アゴ切れた……！　ぶっ飛ばすぞテメェ……！」

　おうおう、場外から負け犬の遠とお吠ぼえが聞こえてくるな。

　十秒以内に戻らなきゃいけないんだぜ。そんなことしてる余裕はねぇぞ！

「バーカ。一度落ちたらお前の負けだっつの」

　これで決まりだな。壁くらい俺にも作れる。

　ステージと場外の境目に、『白図形エアダイス』で高い壁を築く。これで壁づくりなんて能力じゃここから戻ってくることはできなくなった。

「戻ってこられないだろ？」

「あっ!?　オイふざけんなよ壁どかせ!!」

　全面的にこっちのセリフだろモヒカン。

「ハイごー、よーん、さーん……」

「あああああああああテメェぶっ殺すうわああああああ!!」

　ヤバイな面白いなコイツ、俺、コイツ嫌いになれそうにないな。

　カウントダウンはあと三秒。第一ゲームで脱落とはマヌケなもんだ、はいバイバイ。

「にー、ハイ脱ら…………え」

　──残り二秒。

　これで勝負は決まったはず、だった。

『白図形エアダイス』の壁の向こう。口をドでかく開いてアホなツラをさらしてた朱アカ梅ウメの姿が、突然消えた。消えたっつーか、横から来た何かに連れ去られていった。

　朱梅の姿を目で追う。横を見る。上を見る。それでも見つからないと思ったら、俺の後ろでドスンと鈍にぶい音がした。

「うおおおおおおおおおお痛でェっ!!　ほ、放るこたねーだろ!!」

「だから姿は見せずに戦ってって言ったのに……」

「隠れて襲うなんて恥はずかしい真似まねができるか！」

「昨日きのうはしたじゃない……」

「ぐっ……！」

　振り返った先にいたのは、尻しりを強く打って痛そうにしている朱アカ梅ウメと、もうひとり。

　朱梅よりも一回り小さい、新ニイ傘カサよりも小さい姿。だけど代わりに身長よりもデカそうな翼つばさを生はやした女子。

「もうひとりいたのか」

　名前は、あー、ハクルリ、だったかな。

『翼衣ロブリ』──沢サワ里リがソルヴァナイト戦で使用したのと同じ魔マ技ギか。

　なるほどな、それで迷路を飛び越えて朱梅を助けに来たってわけか。

　って、『翼衣ロブリ』？　飛行能力？　おい……ヤバいんじゃないのか？『翼衣ロブリ』があったらキングのとこまでひとっ飛びじゃねーか？

　ヤベ……どうする!?　ハクルリが壁を飛び越える力を持つのなら、ハクルリを積極的に落とすべきか!?

　朱梅の隣でのんびり佇たたずんでいるいまがチャンスなんじゃねーか!?

　どうしたもんかと悩んでいたら、新ニイ傘カサの方が寄ってきてくれた。助かるぜ、参さん謀ぼうがいると。

「ハクルリさんが『翼衣ロブリ』ってのは意外だった。だけど有アリ坂サカくんならなんとかなるよね」

　さ、参謀なのか？　いや、そもそも友達なのか？　いろいろと疑わしくなる一言だな……。

「迷路を飛び越えて八ヤツ切ギリを狙ねらわれたらメンドくせーぞ。オレがハクルリを追おうか。『白図形エアダイス』で適当な道を作って迷路の上を走っていけるかも」
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「いや、いいよ。ハクルリさんがこうして加勢に現れたのは朱アカ梅ウメ芯シンくんを落とされたくないからだ。壁がない状態なら『私想領域ワンダールーム』の黒点があってもそう怖くない。黒点に注意しつつ普通の鬼ごっこができるからね。まずは全力で朱梅くんの魔マ技ギを攻略する方法を見つけることに努めよう」

　……なるほど。

　ハクルリの『翼衣ロブリ』は朱梅を守るため……朱梅と沢サワ里リを、『壁カベ』と『私想領域ワンダールーム』を守ることでこの状況を維持するための役割ってことか。『翼衣ロブリ』で迷路全体を見張り、脱落させられたくないプレイヤーが交戦している際に加勢するためってわけか。

「来るよ！　ハクルリさんは僕が！　朱梅くんの方をよろしく！」

「任せろ！」

「ってうわああああっ!?」

　言ったそばから朱梅の壁が飛んできて、俺と新ニイ傘カサを分断するように間を通過していった。

　不意討うちかよ、ヒキョウだぞ！

「新傘、平気か！」

「ヘーキ……じゃないっ!!」

　朱梅の次はハクルリだ！『翼衣ロブリ』の機動力を存分に活かして、新傘目がけて一直線に体当たりをかましやがった！　その胴体に腕を回して新傘を空へとさらっていき、そして……場外に放り投げやがった！

「あああああっ僕高所恐怖症なん──ああああああいてっ!!」

　場外に新傘を落とし、そしてそのままハクルリはどこかへと飛び去っちまった。

　あーなんだよもう、これでまた敵に２点……！　さらに飛行能力持ちのハクルリを逃がしちまった！『縮領壁ウオールアクト』を突破して朱梅を脱落させる方法も思い浮かばねぇし……くそ、全然状況が良い方に向かわねぇよ!!　この悪い流れのまま、キングまで落とされやしねぇだろうな！
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　また２点……反則による敵への加点……！

　なんでこうもポコポコと点と奪うばわれているの……!?

　こちらは〝上うわ澄ずみの集中〟だけでそろえているのだから、私が黙だまっていても他の四人が敵を圧倒してくれると思ってたのにぃ……！

　観客席の方に目を向けると、どうも観客の視線は迷路の中央付近に注がれている様子……。

　どうか私の近くが戦場になりませんようにと祈るばかりね……。

　この姿はさすがに恥はずかしすぎる……目立ちたくない……!!

　なんとかわずかにでも肌の露ろ出しゆつを減らせないものかと私が四苦八苦していると、雪ユキ流ナガレさんが無ぶ遠えん慮りよに手を伸ばしてきた。

「着慣れませんか？　これはこう……そう、ベルトがその位置に来るように着るのです」

　などと言いつつスカートを正位置に戻していく。

　わわわわかってるわよそんなことは……！　だけどベルトを腰の位置に合わせると下着が丸見えになるから嫌いやなのよっ……！　なによこの痴ち女じよ服!?　ホントに雪流さんの服なの!?　私を騙だますためにみんなが用意した架空のエロ服じゃないの!?

「そう緊張する必要はありませんよ。ポイントが奪うばわれているということは、壁の中で交戦しているということでもありますから。ここまでは敵は来ませんよ」

「そ、そうかしら……」

「信じましょう。新ニイ傘カサくんと布フ木キくんならきっと勝利への道筋を見つけて帰ってきてくれるでしょう」

　な、ナチュラルに有アリ坂サカくんがハブられてるけど……。

「八ヤツ切ギリさんも、友達を信じてみましょう。布木くんだって、やるときはやってくれますよ」

「ちちち違うわよっ!!　あんなの友達じゃないわよっ!!」

「あら、そうだったんですか」

　あんなの友達じゃないわよ……ハァ……まともな友達ほしいわ……。

「ねぇ雪流さん」

「はい？」

「友達ってどうやったらできるの？」

「えッ!?　そ、そうですね、どうすればいいんでしょう……」

　……やっちゃったわ。

　これ完全に失敗したわ。

　雪流さん、「ボクともだちにイジメられてるんですけどどうすればいいですか」と小学生に相談された先生みたいな顔になってるもの……やっちゃったわ……。

「あ、名前で呼んでみるというのはどうですか？　それだけでもほら、親密度が上がるかも！」

「な、名前ぇ……？」

「試しに呼んでみてください。わたくしのことを、奈ナ々ナと。小コ牧マキさんや西ニシ間マさんもわたくしのことは奈々ちゃんと呼んでくださいますし」

　は、ハードル高いわ……！

　でも自分から相談したのにやらないのもそれはそれで失礼だし……こ、こ、ここはひとつ勇気を振り絞しぼって……！

「な……な……な……奈々さ──来たあああああああああああああああっ!!」

　敵が一匹!!

　壁ではなく!!

　空から来たあああああああ!!

　翼つばさを生やしてスカートをひるがえして無表情な女子がこちらに向かって飛んでくるぅぅ!!

「『翼衣ロブリ』……!?　だけど沢サワ里リさんじゃないみたい……!!」

「八ヤツ切ギリさん！　わたくしの後ろに隠れて！　いつでも走って壁の中に逃げられるよう準備を！」

　翼をもった敵は大きく上空を旋せん回かいして、私たちの頭上を飛び、そして回り込むようにして着地した。あの華きや奢しやな体……たしか名前はハクルリメイさん……。

「退ひきなさい!!『翼衣ロブリ』でわたくしを退けることはできませんよ!!」

　雪ユキ流ナガレさんが声を張り上げた。

　なんて頼もしいのかしら……！　日頃から私より顔面偏差値の高いすべてのメスは滅びるべきだと思っていたけどどうやらそれは間違いだったようね……！

　白ハク瑠ル璃リさんは高速で飛び回り私たちを牽けん制せいしている……試している……。先に雪流さんをどうにかしようと思ったらしく、視線はずっと彼女を捉とらえている。な、な、なんでキングである私を狙ねらわないのかしら……？　助かるけれど……。

「わたくしに不意討うちは無意味です。『変衣ドレスチエンジ』──『甲カツ冑チユウ左サ腕ワン』!!」

　左腕に巻かれた二つの腕章──その両方を包むようにして、雪流さんの左腕にだけ甲冑が!?

　腕章を隠すため、左腕分だけの甲冑を!?

　そそそそれってアリなの!?

　てゆーかその魔マ技ギはいったい何!?

　それって、それって、その魔技ってもしかして!?

「雪流さん!!　いえ、奈ナ々ナさま!!」

「ど、どうなさいました？」

「それはまさかそれはまさかお着替えをさせる魔技ですか!?　お着替え魔技なんですか!?」

「ええ、そうです。奇天烈きてれつに見えるかもしれませんが、この魔技の有効性は──」

「じゃじゃじゃじゃあ!!　私にも服を!!　上に一枚!!　全身を覆うようなハイでロングなヤツ!!」

「え？　どうしてですか？」

　どうしてですか!?　どうしてですかって!?　あなたの自作の幼女御用達アニメの服がとびきり卑ひ猥わいで恥はじ知らずもいいところだからですよ!?　雪流さんはホントに私の主張がわからないらしく小首を傾かしげて私の説明を待っている……！　お金持ちの考えはわからないわぁ……！

　ニチアサの幼女向けアニメなんてカンベンしてよ！　私は中学三年で卒業したわよ!!

　そしておしゃべりが過ぎたらしい。

　白瑠璃さんが空をぐるぐる回っていたのは打つ手がないからではなく、タイミングを計っていたかららしい。彼女は急激に進路を変え、私たちの方に滑かつ空くうしてきたかと思うと、そのまま体当たりするように雪ユキ流ナガレさんに飛びついた。

　そして白ハク瑠ル璃リさんの手に触れられた途端、私を守る役割であるはずの雪流さんが場外まですごい勢いで飛んでいった。

「ふ、吹っ飛ばした!?」

　いったい何の魔マ技ギで!?

　白瑠璃さんはお人形さんのようなキレイな顔で、表情一つ変えず、落ちた雪流さんをにらんでいる。私の方は見向きもしない……どういう指示を受けているのか、雪流さんから得点を搾しぼり取ることだけを考えているのかしら……!?

　いや、それより──!!

「な、なんで……!?　あなたが選んだ魔技は『翼衣ロブリ』じゃ……!?」

　一人につき一つしか魔技は選べないはずなのに……!?

　場外からやっとこさ這はい上がってきてまるで華はなやかさのない体勢の雪流さんも、同じように不可解な事実を理解できないといった様子で白瑠璃さんをにらんでいる。

　でもどうやって雪流さんを場外に……!?　手で触さわっただけなのに──あっ!?　あの手袋は!?　真夏だというのに、白瑠璃さんは黒い手袋をはめている……そういえば道具の持ち込みは可、とルール表に書いてあった気もするけど……あの手袋はいったい!?

　黒い手袋──黒い──黒点──？

　そ、そういうこと！

　私は思わず叫さけんだ。

「雪流さん！　黒点!!　あの黒い手袋は、『私想領域ワンダールーム』でコーティングされてる!!」

　二人分の魔マ技ギを組み合わせての戦術！　移動は白瑠璃さんの『翼衣ロブリ』で、攻撃は沢サワ里リさんの『私想領域』で！　なるほどこれなら二つの魔技を装備した状態のプレイヤーを作り出せる！

「雪流さん逃げてえええええええ！」

　ステージの端はし、場外から帰ってきた雪流さんは私の叫びに応えて、大きな声で返事をしてくれた。

「か、甲かつ冑ちゆうが……左腕の甲冑が重くて走れません……！」

　ええええじゃあなんでその甲冑つけたの!?　何を思ってその装備にしたの!?

　雪流さんが戻ってきたのを見て、再び白瑠璃さんが空を舞う。勢いをつけて飛行して、雪流さんを狙ねらってまた攻撃する!!

「止まりなさい、白瑠璃鳴メイ！『変衣ドレスチエンジ』──『纏マトいローブ』！」

　翼つばさの上から服を……!?

　翼の動きを封じて……!!

　そ、そっか!!　走れないとは言うけれど、走る必要なんてないんだわ!!　雪流さんは『遊ユウ離リ』を得意としているくらいだし、自分から離れた位置にある対象にも自在に魔マ技ギを働かせることができるのよねっ!!

「言ったはずですよ。ソルヴァナイトには、指一本触れさせないと」

　はあああああ……!!　頼もしさに涙が出そう……!!

　さっき受け身に失敗したのか口から血を流しながら、雪ユキ流ナガレさんは白ハク瑠ル璃リさんを見み据すえたまま仁に王おう立だちをしている……カッコ良すぎぃ……！　すごいわ雪流さん！　いえ、奈ナ々ナさま!!

　奈々さまあああああああああああああ!!

「まだ立ち向かいますか？　どうぞご自由に。『変衣ドレスチエンジ』──『甲カツ冑チユウ上ジヨウ半ハン身シン』」

　奈々さまが手をかざすとすぐに、白瑠璃さんの全身が甲冑に包まれた。探しても肌色はどこにも見えない。鈍にぶく輝く青銅の甲かつ冑ちゆうは、少女の体たい軀くにどこまでも不ふ釣つり合い……！　頭からかぶせられた袋をはぎ取ろうとするように白瑠璃さんがもがいている。

「重量感は身をもって体感済み。あなたの華きや奢しやな体格で自由に動き回ることはできません。両手が包まれている以上、わたくしたちの腕章を奪うばうことも、手袋の『私想領域ワンダールーム』で場外に弾はじき出すこともできません」

　お…………おおおおおおおおおおっ!!

　すごいわ奈々さまあああああああっ!!

「あなたの負けです」

　甲冑の重みに負けてふらふらと壁際を歩く白瑠璃さんは、バランスを崩しこらえきれずその場に膝ひざをついた。

「まだ戦うつもりなら、どうぞお試しください。翼つばさを生やしたあなたが単独で攻めてきているのは、シアマーチの生徒もまた、黒点を踏ふめば場外に飛ばされてしまうからですね？　もしあなたが変わらずわたくしと戦うつもりなら、次は黒点に触れさせて場外に行っていただくだけです。その甲冑を身につけたまま十秒以内に戻れるか、試してみるとよいでしょう。戻れたのなら再びまた追い出しますが。何度でも繰り返しましょう。あなたの体力が尽つきるまで」

　白瑠璃さんの動きが止まる。

　そして一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんを経て、彼女は立ち上がりよろよろと走り出した。そこからは一度も振り返ることなく、新ニイ傘カサくんたちが入った左の入り口から迷路の中に逃げ帰って行った。

「追いたいところですが……キングの警護が優先ですね」

　雪ユキ流ナガレさんは、パンパンと裾すその砂を払い、そして落ち着きを取り戻した淑しとやかな動きで私の方に戻ってきてくれた。

「お、追い払えたのね……あ、あ、あ、ありがとう雪流さ」

　彼女は再び私の服に手を伸ばした。そして、この恥はずかしくてたまらない服を、恥ずかしくてたまらない正位置に戻した。

「これでよし。ソルヴァナイトたる者、取り乱してはいけませんよ。ね？」

「奈ナ々ナさまあああああああああ!!」

　私は思わず奈々さまの胸に飛び込んでしまった。頼もしくて泣きそうだわぁ……！

「ありがとう奈々さま……！　ありがとう奈々さま……！」

「いや、あの、その呼び方は」

　私たちはともに戦い、そして共通の敵を追い払うことに成功したのだわ……！　いいや私は何もしてないけれど、一応は二対一の戦いだったものね！　共通の経験と共通の喜び！　これはもう友情と呼べる感覚なんじゃないかしら!?　友人と呼べる間柄じゃないのかしら!?

「落ち着いてください。時間からしてもうそろそろ第一ゲームも終わると思いますし、もう大丈夫ですから」

「ええ、ええ、そうよね、そうよね」

　さらに何度も奈々さま、奈々さまとすがりつく私の後ろから、私の名前を呼ぶ声が聞こえてきた。




「おーい、なつめー！」




　んん!?

　壁の向こうから布フ木キくんの声が聞こえるわ……。しかもかなり近くから……？

「だいじょーぶか？　もう安心だぞー」

　のんきな声をもらしながら、右の入口から、布木くんが今頃加勢にやってきた。

　ウソ……戻ってきてくれたの？

　私を助けるために……？




「ム!?　あの女性は……ソルヴァナイトか!?」




　布木くんの後ろから、シアマーチ校の制服を着た生徒までやってきた。

　ちょちょちょちょちょっとォ!?

「なつめー。助けに来たぞー」

「敵をまいてから来なさいよおおおおおおおおおおお!!」

　あいつはホントにまったくもおおおおおおおおおお!!




『　第一ゲーム終了の時間です。選手は、控え室に戻ってください　』
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　40点差!!　オッシャア!!　大量リードだぜ!!

　第一ゲーム終了のアナウンスを聞いて、俺たちはだらだらとお互いの控え室に戻ってきた。五人が集まると自然に、誰からともなくにやっと笑いはじめていた！　インターバル中の控え室は自然とゆるい空気になってたし、全員が優勢と自覚してる！　全員が無傷だしな!!　なぜか火ヒ桜ザクラが腹をおさえて痛がってたけど、まぁ火桜だからオッケーだろ！

　第一ゲームは沢サワ里リの戦略が見事にハマった！　ソルヴァ出身って割には遊んでる風な見かけの沢里に作戦立てる頭があるのかと思ったが、もう疑う余地はねぇ！　シアマーチのアホどもではなく相手はソルヴァの〝上うわ澄ずみの集中〟だ！　それをここまで封じ込めるとは！

　べらぼうな魔力量、高等技術を平然と操あやつる魔マ技ギの技術、そして俺たちをソルヴァと対等以上に戦わせるための戦略！　あいつの実力はホンモノだ！

　インターバルが終わり、第二ゲーム開始前に俺たちはステージに戻る。百メートル向こうに再びソルヴァのヤツらが見えた時もまだ、俺の頰ほほはゆるんだままだった。

「朱アカ梅ウメくん……嬉うれしそう」

　白ハク瑠ル璃リが話しかけてきた。な、なんだよ白瑠璃の方から話しかけくてくるなんて珍しいな、オイ、クソ、なんて返せばいいのかわかんねぇ！

「おうよ」

　おうよってなんだよバカヤロウが!!

　愛想ってモンがねぇのか俺は!!　ソルヴァのアイツを笑えねぇぜ!!

「何を考えているかわからないけど……十二衣カサネさまの邪じや魔まは……」

「わかってるって！　沢里の……沢里さんの作戦には従うつもりだぜ。勝ちてぇからな」

　危ねぇ……またにらまれるところだった。

　すると、横から火桜が口を挟はさんできた。

「勝ちたいだけではダメだとわかっているのか、朱梅クン！」

　テメェいま会話が盛り上がってるところなんだからジャマすんじゃねぇよ火桜ぁ!!

　話を聞かれねぇよう火桜は沢里に背を向けて、そして心なしか声量を落として言う。

「昨夜、沢里校長に言われたことは忘れていないだろう！　敵の選手にケガをさせろと！」

「でもよぉ、ケガさせちゃいけないってルールだぜ。このルール作ったの沢里校長だろ？」

「うむ。これはボクの想像だが、校長とて本当にケガをさせたいわけではないのだろう」

「あ？」

「ギリギリまで追い込め、ということではないかな。ボクらにとっての〝グラフト〟のようなものが彼らにもあるんじゃないかな」

　あんだよ難しいな……〝グラフト〟がソルヴァ側にも……？　それを引き出させる？　んん……わかんねぇよ、よく！

「朱アカ梅ウメくん」

　白ハク瑠ル璃リがそっと俺の袖を引いた。うっ……女の細い指が……！　よわっちぃ力で俺を引いてる……！　ダメだ横を向けねぇ！　目を合わせられねぇ！

「十二衣カサネさまは、誰も傷つけるなって言ってた。もし相手の誰かを傷つけるなら、それは十二衣さまの言葉に刃向かうこと。十二衣さまを裏切ることだって、忘れないで」

　裏切ること……。

　俺は横目で沢サワ里リを見る。趣味が合うのか、荻オギ生ユウと何やら談笑してる。こうしてはたから見る分にはどこにでもいる同級生だ。四人がかりで襲っても笑って許したアイツが……ゲーム中に裏切ったくらいで態度を変えるか？

　──。

　俺はまだ、沢里を信じたわけじゃねぇ。

　あの校長に、面と向かって楯たて突けるほどバカになれるとも思わねぇ。

『縮領壁ウオールアクト』の能力なら人を傷つけることはそう難しくねぇ。後ろから不意に壁を叩たたきつけたり、迷路の中に入ってきたヤツを押し潰つぶしてやればいい。

　……どうする？

　傷つけるか、控えるか。

　俺は、どっちを選べばいい……？
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　長方形のステージと、それを取り囲む楕だ円えん形の観客席。その間にある空間、にーくんたちが場外と呼んでいる部分に〝特等席〟はあった。南北に広がるステージの、その中心付近にソルヴァ校長が魔技『不可侵場シヨータイム』で小部屋を作っていた。『不可侵場シヨータイム』の内部は、外からはぜったいに見られない……。わたしみたいにこっそりついてきた人間じゃなきゃこれは絶対に見つけられないなぁ……。

　観客席の後ろに小さな抜け穴があって、そこを進むと観客席の下を通ってステージに行けるようになっている。だからわたしはその抜け穴の中で待っている……。

　けれど、わたしに何ができるってわけでもない。

　どうしよう、もうにーくんたちのゲームはじまっちゃったし、いつ大ケガをさせられてもおかしくないよぉ……！　あの壁で押し潰されたり、空から落とされたりしたらどうしよう……にーくんがぐちゃってなっちゃう。にーくんがぐちゃって！

　第一ゲームは何も起こらず終わったみたいだけど……。

　なんてことを考えていたら〝特等室〟から、シアマーチ校の沢サワ里リ校長──の姿をした牧マキ島シマくんが出てきた。すぐに戻ります、と中にいる金カナ森モリ校長に告げると、ドアを閉め、そして大きく息を吐はき出した。

「クハーッ!!　息が詰まるぜ！　もう耐えらねーよ助けてくれ小コ牧マキ!!」

「そ、その顔で言わないで……」

「あっそうか」

　そう言ってすぐに牧島くんは元の姿に戻った。

「耐えらんねーよもーアレコレ訊きかれてさぁ!!　うちの校長とシアマーチの校長って昔は教師と生徒の関係だったらしくてよぉ、最近どうだとかあいつは元気かとかタイヘンだったんだぜもう!!『虎威借ジゴロ』を維持させるのもシンドイしよぉ……！」

「そ、それでどうしたの？」

「校長の交友関係なんてわっかんねーしよ、知らねー人間の名前が出たらぜんぶ『あいつは死んだ』で押し通したぜ」

「それでいいの!?」

　それぜったい押し通せてないよ！

「だけどスゲー情報も手に入れたぜ！　〝グラフト〟だ、小牧！　シアマーチ校は研究所と一いつ緒しよに〝グラフト〟ってモンを研究してる！」

　ぐ、ぐらふと？

「第一ゲームがもうすぐ終わる！　小牧はソルヴァ側控え室に行ってくれ！　そしてみんなが戻ってきたら〝グラフトに気をつけろ〟って伝えるんだ！　オーライ？」

「お、おーらい！」

「おれはまたこの中に戻る……地獄だ……ガンバレって言ってくれ小牧ぃ……！」

「が、ガンバレ！」

「応援のしるしにハグさせてくれ小牧ぃ……！」

「それはヤダ」

　わたしは走り出した。観客席の前、場外のスペースを通って、ソルヴァ側の控え室へ！

　観客席にいる生徒たちに見られちゃってるけど、見み咎とがめる人はいない。わたしはまっすぐに走る。控え室に五人がいるのは間違いない。だからわたしは急いで走る。伝えるべきことを伝えなくちゃ！　彼のために、彼らのために、みんなが傷つけられることがないように！

　はぁ、もう、息が、もたない！

　わたしは力を振り絞って、控え室まで走り切り、そして強くそのドアを開いた。

「わ！　小牧さん!?」

「小牧……？　どうした。何かあったのか」

　奈ナ々ナちゃん……有アリ坂サカくん……！

「い、い、はぁ、いきなりゴメン、でもどうしても伝えなきゃいけないことがあって……！」

　五人みんながわたしを見る。ついでに赤い鳥もわたしを見てる。

　その中ににーくんの姿を見つけ、わたしは叫さけんだ。

「にーくん！」

「ど、どうしたの？」

「牧マキ島シマくんからの、伝言!!　みんな、〝グラフト〟に、気をつけて!!」

　やった！　伝えられた！　これでわたしは役割を果たしたはず！

　だけどにーくんは目をぱちくりさせていた。他のみんなもぼけーっとわたしの顔を見ている。

　にーくんが、わたしを慌あわてさせないようゆっくりと手を差し出し、私の背を押してイスに座らせると、自分もしゃがんで視線を合わせて、そして一言一言はっきりと、言った。

「うん……それで、〝グラフト〟って、なに？」

「…………え」

　…………え？

　なんだろう？

　〝グラフト〟って、なんだろう？
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　ゲーム開始と同時に、ステージの北半分はまたもや巨大な迷路と化しました。続いて床や壁にぽつぽつと黒点が現れはじめます。まったく予想通り、計算通りです。シアマーチ側は戦略を変更するつもりはないとみてよいでしょう。それを受けて有アリ坂サカくんが走り出し、わたくしがそれに続きます。

「『私想領域ワンダールーム』の黒点と『縮領壁ウオールアクト』の壁は、僕らだけでなく敵の機動力も削そいでいる。おそらくこのゲーム、自由に身動きを取れるのは壁を作っている朱アカ梅ウメ芯シンくんと、『翼衣ロブリ』で空を飛ぶ白ハク瑠ル璃リ鳴メイさんだけだ」

　控え室での、新ニイ傘カサくんの言葉はたしかにその通りでした。

『私想領域ワンダールーム』の条件は、〝黒点に触れてはならない〟と〝これを破った人間は、青い線の外に弾はじかれる〟の二つ。ソルヴァの生徒だけというくくりがないから、シアマーチの人間でも黒点に触れれば場外に弾かれることは第一ゲームで新ニイ傘カサくんと有坂くんが確認済みです。

　インターバルがはじまった途端みんなが布フ木キくんに30点の反則点について問い詰める中、新傘くんだけは、次のゲームにもう頭を切り替えていたのです。たった二十分の間に大量点差をつけられても、それでも彼はまったくうろたえていなかったのです。

「さっきのゲームじゃ、シアマーチは五人全員が役割を与えられて、決められた位置で決められた行動を取っていたように感じた。得点を狙ねらっていくより、一人二人を脱落させて戦略そのものを崩した方がいいんじゃないかと思うんだ」

　有坂くんはうんうんとうなずき、布木くんはぼーっと眺ながめているだけでした。……なんというか、二人とも腹中に何を隠しているかわからないところがあるんですよね。素直な八ヤツ切ギリさんか、ちゃんと言葉にしてくれる新傘くんの言葉を基準に考えないと頭がこんがらがってしまいそうです。

「誰を狙うんだ？　話の流れから言うと、朱梅か白瑠璃をってことだよな？」

　わたくしも同じことを言おうとしていたのですが、有坂くんに先に言われると、なんといいますか、すごく底の浅い発想をしてしまったように感じます。有坂くんのせいです。反省してください。

「魔マ技ギの相性から言って、白瑠璃さんでは雪ユキ流ナガレさんにかなわない。雪流さんがいる限り彼女は単独でキングを狙いには来ない」

「そそそそうよね、だからぜひ奈ナ々ナさまを私のガードに」

「逆に言えば、雪流さんの動き次第で白瑠璃さんの行動を支配できるかもしれない。雪流さんを中心に攻撃してみたらどうかな。八切さんから離しておけば、白瑠璃さんが攻めてくるかもしれない。彼女を狙おう」

　八ヤツ切ギリさんがこの世の終わりでも見たかのような顔をしたのはちょっと面白かったです。

　そしてわたくしの呼称はもう奈ナ々ナさまで決まりなのでしょうか。

「布フ木キくんは『リベット』を選んだんだよね？　白ハク瑠ル璃リさんは、『翼衣ロブリ』を纏まとって『私想領域ワンダールーム』で染めた手袋で攻撃するというスタイルを取っている。腕章を取るにも場外に弾はじき出すにも敵との接触が必要だ。うまく『リベット』で床や壁に張りつけさせれば、何もさせないうちに腕章を二つ取れると思う。脱落させる案がないわけでもないし。どう思うかな、八切さん」

「う、う、うーんどうかしら……」

「僕と布木くんで八切さんを守るってやり方だけど……守備的な戦略は好みじゃないかな？」

「い、いえ！　いいと思うわ！　それでいきましょう！」

　というわけで、三人を残して二人で攻めることにしました。具体的な戦法は各おの々おのに任せたという形ではありますが、提案者がいない以上は個人で考えるしかありません。

　小コ牧マキさんの言う〝グラフト〟というものも気になりますが、影も形もつかめないうちから警戒することはできません。

　ですからいまは、新ニイ傘カサくんのアイディアに従う方が良いと判断しました。

　妥だ当とうな作戦です。文句の思いつかない作戦です。この作戦に一つ問題があるとすれば、わたくしが……有アリ坂サカくんなんかと行動をともにしなくてはならないことでしょうか。

　二十分という時間が、五人もの人間を打ちのめすにはもの足りないことは第一ゲームでよくわかりました。ソルヴァナイト戦では、フィールドこそ広かったもののかなり自由に戦えたので時間が足りないというようなことはなかったのですが。

「よし。作るぞ」

「どうぞ」

　スピードアップのため、今回は有坂くんがわたくしを先導してくださることになっています。考えてみれば単純なことで、黒点にさえ触れなければこの程度の壁が並んでいてもたいした時間浪費にはならないのです。だから有坂くんの『白図形エアダイス』で、石造りのステージのさらにその上に、床を作ってしまえばそれだけで──。

「いかがです？」

　有坂くんが、自分で作った『白図形エアダイス』の床の上にそろりと片足を乗せました。案外ビビリです。置いた足に体重をかけます。次いで残した足も乗せます。全身が『白図形エアダイス』の床の上に乗っても、足の下に黒点が見えていても、彼が青線の外に吹っ飛んでいく様子はありません。

「問題なさそうだ。行くぞ」

　ついて来い、とでも言いたげな……心なしか偉えらそうなイントネーションが気になりますが、いまは言う通りにしましょうか。

『白図形エアダイス』の上を走って進みます。第一ゲームではとろとろと進み、その上わざとでないかと責めたくなるほど黒点に触れては弾はじき飛ばされていた有坂くんですが、今度は何事もなく先を走ってくださります。

　おかげで時間を取られることもなく、わたくしたちは迷路をずんずん進むことができました。ゲームがはじまって五分と経たないうちに、わたくしの前にシアマーチの敵が現れたのです。

　それは奇怪な髪型をして、奇怪な立ち振る舞いをした、いくら成長しても将来的には紳士でなくオランウータンにしかなれないのではないかと思われる奇怪な少年でした。

「またお前かよ。アリカサ」

「有アリ坂サカだ。人の名前くらいしっかり覚えろ、アオウメ」

「朱アカ梅ウメだッ!!」

　朱梅芯シン！

　有坂くんと気が合いそうな彼が『縮領壁ウオールアクト』を操あやつりこの迷路を作り上げている張本人！

　彼一人を脱落させればこの面倒な状況は一気に改善されるはず！　最重要な獲物がたった一人で現れるとは！　これを幸運と言わずなんというのでしょう！

　ついでに一言言わせていただきますと、先ほどからどうも鼻につくのですが、彼はなぜピアスをしているのでしょうか。これは学校行事なのですから、せめて人目につく試合中くらいは外すべきだと思います。真っ赤なジュエルのついたピアス……。

　……うらやましくなんかありません。人目を気にせずファッションを選べることなど。

「一度手の内を見せた相手と対たい峙じするなんて、愚おろかとしか言いようがねーよモヒカン」

「そういうのは、きちんと攻略したヤツのセリフだな。俺はお前に、腕章を取られた覚えはねーぜ!!」

　朱梅くんがにらみ、かまえ、そして攻撃を仕掛けてきました。

「ひっ……!?」

　畳が立ちあがったかのようなサイズの壁が、まっすぐこちらに突っ込んできます！

　あ、あんなものに挟はさまれたらサンドイッチになってしまいます！　なんとか有坂くんだけをサンドイッチの具にすることはできないかとわたくしが画策するのも束つかの間、『縮領壁ウオールアクト』はわたくしたちに届く前に停止させられていました。止め石の形になった半透明な魔マ技ギ物質によって。有坂くんの『白図形エアダイス』によって。

「遅せーんだよ。お前の『壁カベ』の移動速度は。魔技の能力に頼り過ぎだ。大事なのは、それを操る人間の技量だ」

　まぁ……やっぱり便利ですね、『白図形エアダイス』。

　さすがです。さすがでは、あるのですが……。

　使いこなせるという割には、有坂くんって基本的に壁の形くらいでしか『白図形エアダイス』を作りませんよね。おそらくは強度について考えた結果、シンプルな方がよいと判断しているのでしょうが……。

『白図形エアダイス』自体はわたくしでも……いえ、ソルヴァの生徒なら誰でも使える単純な魔技です。それでも有アリ坂サカくんがそれを選んだのは、その使いこなしに自信があるからでしょう。作り出す魔マ技ギ物質の製作速度、製作可能質量、そして何より形や性質の自在さ……。彼なら一いつ瞬しゆんで好きな形で好きなように『白図形エアダイス』を作り出せるはず。

　そして彼は作りました。わたくしたちの周囲に、四辺を守る囲いを。……囲いを作ったらわたくしたちも彼に触さわれないんですが……ちゃんと次の手も考えていますよね？

「動く壁。それで潰つぶすことができないとすりゃあ、次はどうするかやってみろ」

　有坂くんが挑発します。

　どう考えても、次にすべきことがなくなっているのはわたくしたちの方ですが……。

「どうするかって？　そりゃ決まってンだろ」

　わたくしは気づくべきでした。

　有坂くんの自信満々の言葉……その裏にある不吉な事実を。

　一度手の内を見せた？　有坂くんが朱アカ梅ウメくんを見たということは、朱梅くんも有坂くんを見たことがあるということでは──？

　朱梅くんは不敵に笑いました。

　有坂くんの『白図形エアダイス』に匹敵するような製作速度で、有坂くんの作った『白図形エアダイス』を無視して、その内側に壁が現れました。壁はわたくしたちを囲み、四方八方どころか天井まで作り、わたくしたちを閉じ込めてしまいました。

　レンガ壁の小部屋。こ、これは……。

「……閉じ込められました」

「暗いな。光すら入ってこねぇ」

　なんということでしょう。

　なんということでしょう……！

　あんなに自信満々だったのに……！　一度手の内を見たとか言って、対策は万全といった調子で『白図形エアダイス』を作り出したくせにっ……！　閉じ込められちゃったじゃないですかっ……！　またしてもわたくしにこんな恥はじをかかせるなんてっ……！

「どうするんですか!!」

「え、ええー……俺にはちょっと。お前は？」

「わたくしが選んだのは『変衣ドレスチエンジ』ですよ!?」

「そうだよな。まいった」

　この妙みように自信をチラつかせる態度がものすごく鼻につきますっ……!!

　真っ暗な壁の内側……誰にも見られていないいまなら有坂くんを蹴けり飛ばして差し上げたいくらいです……！

　レンガ壁は厚みのあるものでしたが、その壁を越えて、外側から声が響いてきました。

「俺の能力が『壁カベ』だって知ってたよな。なんでわざわざ無警戒で突っ込んできたんだ？　悪りーけど、第二ゲームが終わるまでここに閉じ込めるぞ？」

　朱アカ梅ウメくんの戸と惑まどった声が……！

　わたくしだって予想外です!!　一度手の内を見たから安心しろとさっきのインターバルでは言っていたくせにっ……！

　あ。

　わたくしたちが二人同時に捕まったということは……朱梅くんがここでわたくしたちを見張っているということは？　八ヤツ切ギリさんたちは三対四という数的不利の中で戦うことに……!?
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　壁の直前まで移動して、予定通り有アリ坂サカと雪ユキ流ナガレの二人が再び迷路を進んでいったのが三分前。

　あの二人はホントに素直だよなー。新ニイ傘カサが言った通りに動いちゃうんだもん。自分で考えろよなぁ。チーム戦だからって、思考や責任を丸投げして他人に任せちゃダメだろ。

　とはいえオレも、人のことは言えないな。

　このゲームは何か変だ。もしくは今日のオレが変だ。

　直感が来ない。こんなにもオレの直感が働かないのは珍しいよ。勝ち方も負け方も浮かんでこない。勝つことを目的としていないからか……？　オレとしては、なつめを攻撃した二人さえボコボコにできればあとはどーでもいいし……そのせいで集中が鈍にぶってるのかもしれない。

　まいったね。

　でも、自分では考えられないけれど、新傘の発想をトレースすることはできる。

　新傘のヤツは、これを五対五のチーム戦ではなく、自分と沢サワ里リの一騎打ちって形にしたいんだろう。

　だから沢里が出てくるまで自分からは出ていかない。駒こまを動かして戦うつもりでいる。恋人に対してライバル心をむき出しだ。カッコいいところを見せようとしてる。良いことだ。やる気になってる新傘に任せておくことがここは最善だろう。

　……と言いたいところだけど、待つってのはオレのやり口じゃねーんだよなー。このままじゃ、荻オギ生ユウって巨乳を痛い目に遭わせらんねーんだよな。

　なつめの前では暴れたくねーし……なんとか単独行動がしてーな。

　隣に立っている新傘は壁の上、空に目を向けている。雪流をあえて動き回らせて白ハク瑠ル璃リ鳴メイをおびき出そうとしている。ついでになつめはその後ろで、白瑠璃がどうか来ないようにとビクビクしながら祈っている。連れ去りたくなる可か愛わいさだな……連れ去ろうかな……。

　とりあえずなつめに頼んでも無理だろうな。自分を守る役が減るのは嫌いやがるだろう。

　新傘に話してみるか。そっと近づいて、なつめに聞こえないよう小声で耳元に。

「なー。ちょっと遊んできていい？」

「一人で？」

「もちろん」

「八ヤツ切ギリさんには、自分で言い訳してね」

　うん。任せな。話がわかるな、新ニイ傘カサは。

　というわけで、今度はなつめにも聞かせられる話をする。

　後ろを見ると、相変わらず痴ち女じよみたいな服を着たなつめが必至で自分のスカート丈たけを伸ばそうと努力している。

「な、な、なによっ……！　あんまり見ないでよ……！」

「なんで？」

「こんな痴女みたいな服じゃ恥はずかしいからに決まってるでしょ!?」

「そんなことないよ可か愛わいいよ」

「そ、そう？」

「うん。なつめ以外が着てたら痴女にしか見えないと思うけど」

「やっぱり痴女っぽいと思ってたんじゃないのよ!!」

　うーん。

　ぷりぷりと怒りはするものの……どこかに行ってよ、ってセリフが出てこないな。考えてみれば、なつめはそう言わないよな。自分の方がどこかに行っちゃうタイプだ。仕方ない。はっきり聞くか。

「なぁ、なつめ。オレ、一人で遊んできてもいいかな」

「えっ!?　ななな何言ってるのよ!?　アンタの『リベット』を利用して白ハク瑠ル璃リさんを仕留めようって作戦なんでしょ!?」

「そうだけど、一人旅に出たい年頃なんだ」

「やめてよ!!　まさかとは思うけどアンタまた誰かを殴なぐるつもりじゃないでしょうね!?　これ以上差がついたらもう負けは確定的になるわよ!?」

　うーんバレバレだ。

　さすがソルヴァナイトの直感は鋭するどいな。

「別に布フ木キくんはいなくてもいいよ。いてもいなくてもたいして戦力的には変わらないし」

「……あ？」

　なんだ突然、新傘のヤツ。髪にガムつけんぞ。

「そもそも、名前を呼び捨てるのやめなよ。何度も八切さんが言ってるでしょ」

「お前には関係ないだろ」

　あ、わざとケンカを売ってくれてるのか。

　はいはいこれでオレが怒って走り去ればいいのね？

「そういう無ぶ遠えん慮りよさからチームって崩壊するんだよ。リーダーである八ヤツ切ギリさんの命令に従えないプレイヤーは要いらないんだけど」

「あァ!?　お前いい加減にしろよ!!」

　突然のケンカになつめがおっかなびっくりしている。いますぐ抱きしめたいけど、ゴメンよ、荻オギ生ユウとかいう乳娘をぶっ飛ばすのが優先だ。

「もういいこんなヤツと一いつ緒しよにやってられるか！　オレは一人でやる！」

「どうぞご勝手に。あ、一人旅に出るならしっかりお土産みやげよろしくね」

「沢サワ里リに伝えておいてやる！　お前の彼氏はわからず屋だってな！」

「あ、もう見切ってるぞ戦略はわかってるぞってハッタリかましてきて」

　わかった。

　よし行こう。

　オレはとりあえずもういっぺん新ニイ傘カサに罵ば倒とうの台詞ぜりふを吐はいてから、迷路に向かって歩き出した。

　有アリ坂サカはたしか左のドアから行ったよな。よし、次も右から行こうっと。

　後ろから八切の視線を感じるような気もするけど……ま、後でフォローしてもらおう。新傘に。レンガ壁の迷路に再チャレンジ。入ってみると、迷路の形はさっきとほとんど変わらない。だけど黒点の位置が微び妙みようにズレているせいでやっぱり素早く進むのは難しそうだ。進め、進め、いざ進め。さっきは火ヒ桜ザクラってヤツの方をぶんなぐってやったから、今度は荻生って女をぶっ飛ばしてやんねーと。

　気づけば第一ゲームで火桜と出会ったスペースまでやってきた。

　今度は火桜がいないけど。あいつなんでこんなとこで待ってたんだろうな。中ボスみたいな立ち位置で面白かったのに。

　ま、火桜がいないならまっすぐ通過して先に進もう。荻生を探さねーと。

　と思ったら、なんだこれは。さっきと違うところがある。このスペース……出口がねーじゃん。見回しても、場外にいったん出ない限り先に進めないようになっている。あ、迷路の行き止まりってことなのか？

　困った困った、別の道を探さなきゃ──と思って振り返ったら、今度は入ってきた道が消えていた。

「あれ？　退路が消えちまった」

　え。閉じ込められた？　メンドくせーなー。でも壁はせいぜい二メートルほどだ。レンガ壁だからとっかかりもあるし、黒点にさえ気をつけりゃ、なんとかよじ登って脱出もできるだろう。

　だからオレは壁に手をかけた。いざ登ろうと上を見た。

　そしたら、横から声がした。

「おーい。それはないだろ」

　声の方を振り向く。

　そこには、シアマーチの制服に身を包んだ女子がいた。二週間前までソルヴァの制服を着ていたヤツが、なかなか新しい制服に馴な染じんでやがる。

「沢サワ里リ十二衣カサネ……」

「呼び捨てすんなって」

　沢里はけらけらと笑いながら、余裕たっぷりな態度で、この狭苦しいバトルステージの中央に立った。

「あはは、閉じ込めてゴメンね。だけどアンタには、ソルヴァナイト戦での借りがあるから」

　何か貸したかな……？

　いや待て、もしかしてオレと一対一で戦う気なのか？　お前キングだろ、逃げないのかよ。

　よく見ると向こうの壁の上に、翼つばさを生やした白ハク瑠ル璃リが腰かけている。いつでも沢里の援護に入れるように。

　え。

　ウソだろ。

　そんな直感してなかったけど。

　……まさか、これから、ラスボス戦がはじまっちゃうのか？




[image: ]

「魔技の能力に頼り過ぎだ。大事なのは、それを操あやつる人間の技量だ……魔技の能力に頼り過ぎだ。大事なのは、それを操る人間の技量だ……魔技の能力に頼り過ぎだ。大事なのは、それを操る人間の技量だ……」

「う、うっせぇよ！　俺の言葉を何度も繰り返すんじゃねぇよ！」

　はっ。

　暗くら闇やみに閉じ込められてヒマだったせいか、頭に残った言葉を無意識に繰り返してしまいました。

　それにしても狭苦しく、暗くて寂しい空間です。こうもカンペキに閉じ込められては、風も光も感じません。どうにか出ていこうと頭をひねっても妙みよう案あんはなかなか浮かびません。当然有アリ坂サカくんがアイディアを出してくれることもありません。こんなの、こんなの、いくらなんでもマヌケすぎます……！　わたくしは、八ヤツ切ギリさんのためにもこのゲームでソルヴァを勝利に導かなければなりませんのに……！

　しかし一向に目が慣れてくる様子もありませんし、どうしたものでしょうか……。

「あ？　何か用か？」

　はぁ？　何をおっしゃるのでしょう？　わたくしはあなたに用などありません。

　気分を害したので、わたくしは黙だまり込むことにします。

　すると、不意に、人影が動くのが見えました。足音がこちらに近づいてきます。

「有アリ坂サカくん。こちらに寄ってこないでください」

「寄ってねぇよ」

　わたくしの忠告を聞かず、噓うそまでついて、じっくりじっくりと、影はわたくしに近づいてきます。

　自分からこんなことを言うのはどうかと思いますが、わたくしとて、端整な顔立ちと豊かな体つきのせいで男性から性的な目で見られがちなことは意識していました。なんとかわたくしの体に触れようと、無ぶ遠えん慮りよに近づこうとしてくる男性は数えきれないほどいました。

　しかし、服の下どころかお気に入りの服すら他人に見せることを嫌いやがるわたくしが、自分の体を他人に自由にさせるわけがありません。だからわたくしは、こういうことに慣れているわけでは決してないのです。

　それだけはないと、思っていました。有坂くんはホモだし、まさかわたくしの体を欲しがることはないだろうと高をくくっていました。しかしそれはたしかに起こったのです。暗くら闇やみの中で、誰かの手が、わたくしのお尻しりに手を伸ばしたのです。

「ひゃっ……!?　はっ、あっ……!!」

　触れたのではありません。摑つかんだのです。指に力を入れ、スカート越しに人の肉の重みを感じようとしているのです。指先を舌に変えて、わたくしの体を味わっているのです。お尻に触れた手はそのままするするとわたくしの体を上ってきます。それはまるで蛇へびが這はうかのように、悪お寒かんとともにわたくしの体を駆かけ上がっていきます。

「ど、どこを……!!　あんっ……!!」

　わたくしは怖くなりました。そして手を払い退のけ、逃げようとしました。ところがその右手は決してわたくしを逃がすことなく、左腕をガッと力強く摑むのです。「行かないでくれ」と言っているのではありません。「逃がすつもりはない」と脅おどしているのです。暗闇の中、息遣いが聞こえてきます。わたくしのすぐ隣で、息を荒げている誰かがいるのです。

「あっ、やっ、他人に見られていないからって……！」

　もうガマンなりません。これは偶然では済まされません。情欲に支配され、人間の皮を取り去ったケダモノがこの闇の中にいるのです。

　遠慮は必要ありません。

　有坂くん……殺します。
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　……俺、何もしてねーんだけど。

　何を一人でもだえてんだ、雪ユキ流ナガレのヤツ。
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　な、なんだ!?　壁の中から何やら不穏な声がもれてねーか!?

　あああ有アリ坂サカのヤロウ奈ナ々ナさんに何してやがるんだああああああああああ!!

　壁に囲まれて外からは見えないからって奈々さん相手にいやらしいことを……!?　なんてうらやましいんだ!!　後で詳しよう細さいを聞きに行かなきゃならねーじゃねーかよ!!

「どうした、沢サワ里リくん。どこか落ち着かないようだな？」

「い、いえ、ゲームが白熱していますからな、観戦にもつい熱が」

　観戦。そうだよなぁ、観戦するにはマジで〝特等席〟だぜ、ここは！

　臨場感たっぷりのステージ脇わきの小部屋。魔マ技ギで作ったというわりに、内装は豪ごう華かだし造りはしっかりしてるし、ヒゲ校長が作ったんだろうがさすがディテールまで行き届いたキレイな魔マ技ギだぜ！

　そしておれはその部屋で、なんつーか校長室のデスクにありがちなデカくてエラソーなイスを二つ並べてヒゲもじゃ校長と仲良く観戦を続けている。他の魔技や他のコピー元の情報をすべて放棄して、シアマーチの沢サワ里リ校長に化けることだけに全魔力を注いじゃいるが、さすがに疲れてきたぜ……！　十分に一度休きゆう憩けいを入れなきゃとてもじゃないがやっていられねぇ！　度々席を外すために下痢気味だって噓うそついちまったけど、ホンモノの沢里校長ホントすんません。

「それで、沢里くん。本題は」

「……本題？」

「〝グラフト〟の話じゃ」

　おおーそうだったそうだった！

　〝グラフト〟は危険だ、なんてことをこのヒゲもじゃが漏もらしがやったから、それを調査するためにおれはこの会話を続けなきゃならないんだった！

　こっからが本番だぜェ、いままでのは全部練習みたいなもんでさ、ここで〝グラフト〟とやらの正体を摑つかめれば今度こそ小コ牧マキのハートをゲットできるに決まってるぜ！　このヒゲジイサンから、ばっちり情報引き出してみせるぜ！

「ヒ……沢里校長」

「沢里校長はお前さんじゃろ」

　そうだった。やっちまった。

「金カナ森モリ校長」

「なんじゃい」

　……さっきのはスルーしてくれたみたいだ！　良かった！

「あなたは、〝グラフト〟についてどこまでご存じですか」

「どこまで、とはまた難しい質問だなぁ。一般的に知られているものではない、という点から言えば他人より詳くわしく知っているということになる。だがそれについてはっきりとした研究をしたことがあるかと言えば……そうではないな」

　ほう。

　何言ってっかよくわかんねーな。ストレートに答えろよ。イエスかノーで。

「だが……君の以前の言葉と合わせて考えれば、だいたいのことは理解できているつもりだ。いま目の前をかけた少女……荻オギ生ユウくんも、服の下に隠しているのじゃろう……君の指示でな。違うか？」

　…………ン!?

　ど、どういうことだ？

　あの巨乳ちゃんの服の下？

　〝グラフト〟というのは、女性が服の下に隠すようなアレなのか!?

　急に興味がわいてきた。詳くわしく聞きたい。

「ひ、人に見せるようなものではありませんからな」

「はっはっはっそれはごもっとも！　だがそれを見せびらかさずにはおれん人間もおる」

　おいおいちょっと待って、ものスゲーマニアックな何かなのか!?

　どこで売ってるんだオイ!!　おれでも買えるか!?　年齢制限に引っかかんねーか!?

「〝グラフト〟。話に聞いたことはあったが、実際にお目にかかる機会はそうありゃあせん。わしも昔は、それがどうしても欲しくてなぁ、日本全国を探し回ったものだ……」

　とんでもねぇエロジジイだな！　これがうちの校長かよ、逮捕しよーぜ！

「沢サワ里リくん」

「ハイ」

「いま……持っているのか」

　ええっ!?　〝グラフト〟をか!?

　おそらくは少女の服の下に隠されているであろう物体をか!?

「い、いまは」

「隠すこともなかろう。君が常にあれを身につけているであろうことは予想がつく。君はあれを俺に見せるために来たのだろう」

　なにィ!?

　どっどっどっどういうことだ!?

　ヒゲ校長と沢里ちゃんパパはどういう関係なんだ!?

「お、お、お見せするには、いまはタイミングがよくありませんな」

「おお、そうか、では生徒が寝静まった夜更けにでも、君の部屋を訪ねよう」

　ちょっ……ちょっと待って……？

　え？

　なんか触れてはならないものに触れてしまった感がハンパなくていまにも自殺してーんだけどおれこれ大丈夫かな？

　助けてくれ小コ牧マキぃ……！

　いまのおれにはお前が必要だ……！　笑っただけで近くの人間の罪を洗い流すような、歌っただけで近くの汚れた湖から聖水が沸わき出すような、そんなお前の存在が必要だ小牧ぃ……！　いやマジで!!　助けてくれ小牧ぃ……！
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　け、けがされてしまいました……。

　ようやく離れてくれたようですが、それでも触さわられた感触がまだじんわりと残っています。

　なんと恐ろしいことでしょうか。自分の体の上を、自分の表面を、服ではないものが撫なでていったのです。まだお尻しりに誰かが手を置いているような気さえします。

　壁が開いたら、すぐに有アリ坂サカくんの首を絞しめます。顔面が変形して人間とはかけ離れた形相になるまで殴なぐり続けます。そして山を二つ飛び越えるまで空を飛んでもらいます。もう、もう、もう……！　気持ち悪い……!!

　わたくしは自身を抱きしめるように、両腕をさすりました。

　そして、違和感に気づいたのです。

「有坂くん!!」

「な、なんだ？」

　やっぱり!!　声のする位置が遠すぎます!!　さっきまでわたくしの体をまさぐっていたのは有坂くんではありません!!

「腕章！　腕章は二つついていますか!?」

「腕章って、ついて……あれ!?　一コしかねぇ！」

　やっぱり!!

　腕章は、敵チームの選手が触れなければ奪うばうことはできません。ということは、シアマーチの誰かがこの暗くら闇やみに忍び込んだのです……！　そしてわたくしたちに気づかれないまま腕章を奪って行った……それも壁を開くこともないままに……！

　つまり、いるのです!!

　壁をすり抜けて動く能力者が……!!

　朱アカ梅ウメくんと白ハク瑠ル璃リさん以外にも、この迷路を自由に動けるプレイヤーが……!!

　わたくしと有坂くんから腕章を一つずつ奪い、そしていま、誰にも拘束されることなく自由にステージを動き回っている……！

　八ヤツ切ギリさんが、危ない!!
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　危ない。これはピンチ。

　なんかもうどうしていいかわからないからとりあえず沢サワ里リをにらんで、オレはやる気満々準備万端だぜっていう雰ふん囲い気きをかもし出してはみたものの。なんというか、沢サワ里リの方がオレ以上にやる気満々準備万端だぜって雰囲気で立ちはだかっているものだからオレの立場がない。

「火ヒ桜ザクラから聞いてるよ？『打ち抜きリベット』でしょ。アンタはホントにプライド高いよね」

「別に、新ニイ傘カサに対抗して選んだわけじゃないけど」

「あはは、そういうのを、変にプライド高いってんだよ」

　そうなのか。

　勉強になる。

　しかし、完全に失敗だ。どうして『リベット』なんて選んじまったんだ。どうしてソルヴァナイト戦の新傘みたいに、遠距離攻撃を可能にしておかなかったんだろ。おっかしーなーゲーム開始前はたしかにこれで行けると思ってたのに。

「早く『リベット』を新傘よりうまく使う姿を見せてよ」

「お前が動くのをやめたらな」

「抵抗してもいいんだよ？」

「……抵抗してるつもりなんだよ」

　まただ。

　またあの攻撃が来る。

　沢里のヤツがイジワルな顔をして、止まることなくオレに近づいてくる──！

　真っ黒に染まったシアマーチの制服と、真っ黒に染まった革かわ靴ぐつで！

　大胆に間合いを詰めてくる。『私想領域ワンダールーム』を身に纏まとって、再びオレを弾はじき出そうと詰め寄ってくる。オレはなんとか腕章だけでも奪うばおうと手を伸ばすが──

「ハイタッチ。ばいばーい」

　沢里の蹴けりの方が早く入った。

　武道をやってる人間の動きじゃない──けれど、運動不足のオレよりはずっと力強く機敏な動きで、沢里は見事にオレの腹に蹴りを入れた。

　やってくれるぜ、『私想領域ワンダールーム』で自分の服装をすべてコーティングしてくるとは……！

　オレの体は再び宙に舞い、場外に向かってすっ飛んでいく。この浮遊感、何度目だよこれ、もう慣れちまったよ……。

　オレが火桜を殴なぐった時は30点も反則を取られたのに、なぜか沢里の蹴りだと反則にならねーのはズルい……とも思わない。カンペキに手加減されてる。蹴られたところが痛くないもん。

　そしてオレはステージの外に落ち、顔からズズズと場外の地面に突っ込んでいく。クソ痛い。

　これで場外のペナルティが２ポイント。そしてシアマーチの得点板にポイントが加算されたのを確信したと同時に白ハク瑠ル璃リ鳴メイが飛んでくる。オレが体勢を立て直すより先にオレの服を摑つかみ、空に引っ張り上げ、そしてまた沢里の前に投げ捨てていく。

　脱落すら許してくれない。延々と場外のペナルティを積み重ねるだけ。

　得点は……。

　ひでェなオイ……。

　体中すり傷だらけだし。

　沢サワ里リが『私想領域ワンダールーム』を纏まとった服でオレを弾はじき飛ばし、外に出たところを待ち構えていた白ハク瑠ル璃リが再びステージに戻す……。えげつないだろこのやり方……もう何点奪うばわれちまったんだよったくもう。これ詰んでるだろもう。

　打開する一手が必要だ。打ち破ることができなくとも、逃げ切るための方法を編み出さなきゃどうしようもない。

　だってのに、だってのに。

　なんてこった。

　何も湧わき上がってこない。

　オレの直感がここまで沈ちん黙もくするなんて。

　沢里がオレを待っている。もう一度吹っ飛ばすために、オレがかかってくるのを待っている。せめて腕章の一つでも奪ってやれりゃ面目も守れるが……沢里のヤロウ、どこで拾ったんだか甲かつ冑ちゆうみたいなもんを左腕につけて腕章を隠してやがる。そんなもんがどうしてこのステージ上にあるんだよ……。腕章を隠しちゃいけないってルールはないんだっけ？

「ソルヴァナイト戦じゃ恥はじかかされたけど……これでようやく、布フ木キにもリベンジができたかな？」

　気にしてたのかよ、二週間も前のことを。お前こそ変にプライド高いよな。よくそれで新ニイ傘カサとうまくやっていけると思ってるな。新傘は敵のプライドを見つけると砕くだかずにはいられない性格なんだぞ。そうに決まってる。だからいずれ破局するぞ。

「リベンジが終わったんなら、離してくんないかな。あんまり沢里とばっかり遊んでると新傘が怒るかもしれないし。脱落させてくれていいから」

「腕章を取らないうちから、脱落させてやるはずがないだろ？　それにこのループから抜け出す術すべをアンタは持ってない。いくらでも点が取れるってのに、なんで脱落させるわけ？　確実に取れる点をみすみす逃すほどあたしはバカじゃない」

　なんだそれ。ムカつく。

　感情ばかりが先行している。発想が、直感が、思想が根幹を成すべきものがまるで浮かんでこない。だけどここまでコケにされて──黙だまってられるほどオレは老いぼれちゃいねぇよ。

「点差は十分開いただろ」

「まだだよ。まだ、アンタの口から聞いてない。あたしに負けたとそう言いな。殴なぐられた火ヒ桜ザクラだって、そうすりゃ納なつ得とくしてくれるはずさ。恥はずかしながら新傘くんの使った魔マ技ギを真似まねしてみましたが沢里さんに見事ボロ負けしましたーと言ってみな」

　殺す。

　ゴメンなみんな、もうダメだ。コイツ殺すわ。

　バカが。

　直感がなくともロジックは失われてない。オレだって〝上うわ澄ずみの集中〟なんだぜ。最低限の知力くらい備えてるっつーの。

　必勝とまでは言わないが、捨て身の戦略くらいはある。『私想領域ワンダールーム』をかき消す戦術は持ってないが……それを利用して勝つ手段はいくらでもあるんだよ。

　立ちはだかる沢サワ里リに向かって、今度は自分から距離を詰めていく。接近戦は得意じゃねぇけど、何もできないってわけじゃない。

　沢里は余裕綽しやく々しやくに構えてる。腕章を隠して、白ハク瑠ル璃リにバックアップを任せて、自分が負けるはずはないと確信してる顔だ。イラつくぜ。

　間合いがせばまる。動きが見える。そうしてオレは沢里の右腕に飛びかかり──そんでやっぱり、沢里のキレイなキックを脇わき腹ばらにくらいましたとさ。『私想領域ワンダールーム』を纏まとった靴くつでの蹴けりだ、もちろんオレは吹っ飛ばされるが──オレひとりでは行かねぇよ！

「道連れだ。お前も死ね！」

　沢里の胸元に手を伸ばし、服を強引に摑つかんだ。オレの体は、沢里を摑んだまま場外まですっ飛んでいく。こう言っちゃなんだがオレはもう何度も飛ばされてるから慣れてるし、弾はじき出されても怯ひるまずにすぐ行動ができるんだぜ。

　青い線の外に飛ばされ、二人して場外に転がり、そしてオレはそのまま沢里の腕を手に取って、『リベット』を発動させた。

「ぐっ……テメ……!!」

「オレの『リベット』なら三十秒は取れないと思うから。バイバーイ」

　腕を地面に張りつけられてもだえる沢里の姿を見て、オレは勝利を確信した。地面に釘くぎ付づけにしちまえば白瑠璃が助けに来たってどうしようもない。

　オレはゆっくりとステージの端はしに手をかける。そしてぐいと自分の体をステージに上げる。

　やったぞ、なつめ。これでソルヴァの勝ちだ。単独行動をしたと思ったら一人で敵軍の将を取ってきちゃうなんて……オレ、カッコ良すぎるんじゃないか。これならなつめもメロメロだ。間違いない。

　のろのろとステージに戻り、立ち上がり、そしてオレは再び場外の地面を見た。

「…………あり？　いねぇ」

　あれっ!?

　沢里の姿がどこにもない！

　なんで!?　どうして!?

　直感が来ない。答えが頭に浮かばない。なんでだ!?　これはラスボス戦なのに……ここは絶対に勝つべきシーンなのに……どうしてこうも直感が来ないんだ!?

　まるで、まるで、ここで勝ってもしかたないとオレの直感は叫さけんでるみたいに──




「不作法だぞ、布フ木キ。女の胸元に、無ぶ遠えん慮りよに手を伸ばすなよ。相手が自分に惚ほれてるって確信がない限り」




　後ろから声がした。

　沢サワ里リの声だ。

　オレは振り返れなかった。

「だからモテないんだよ、アンタは」

「……どうやって逃げたの？」

「またそういうことする。話題の変更には細心の注意を払えよ。そうしないと相手にストレスを与えるんだぜ」

　な、なんだよ何のレクチャーがはじまってるんだよ。

　どうなってんだいったい。こいつは沢里十二衣カサネだろ？　社会に反発してます親に反発してますって姿を隠すこともできない幼稚な女……じゃなかったっけ？　なんだよなんだよ、どうなってんだよ？

「早く戻っておいでよ。また吹っ飛ばしてあげるから」

　ステージの上で沢里が笑っている。

　沢里の言葉は正しい。オレの直感がこうも錆さびついている現状を考えれば、戻ってもまた弾はじき飛ばされて、同じことを繰り返して、反則点を奪うばわれ続けるだけだろう。白ハク瑠ル璃リ鳴メイが控えていて、朱アカ梅ウメ芯シンが近くで壁を操あやつっている以上、逃げることも難しそうだ。

　これは直感じゃない。

　論理的な思考に基づく結論だ。

　だから正しいと信じることもできない。

　だけどオレは動かなかった。場外の土の上で、沢里を見上げたまま、オレは十秒という時間が過ぎるのをただ待つことにした。白瑠璃がムリヤリにでもオレを引っ張り上げようと飛びかかってきたが、沢里がそれを制止した。バレてたか。『リベット』で自分の足を場外の地面に固定してること。これで白瑠璃を道連れにすることもできなくなった。

　あーあ……。

　さすがに第二ゲームでラスボスを倒そうってのは虫がよすぎたよな……。

「さよなら、布フ木キ。新ニイ傘カサによろしくね」

　ま、団体戦だし。

　あとはみんなに任せよう。
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　得点板を見る。

　なぜかさっきからポツポツと敵にポイントが入り続けている。

　しばらく見ていると突然、得点の下に【布フ木キ明アキラ　脱落】という文字が現れた。

　あああアイツあとでぶっ殺すわ……！

「八ヤツ切ギリさん？　コワイ顔してるけど、大丈夫？」

「フェッヘぁッ!?　だだだ大丈夫よ！」

「そ、そう」

　ひひひひどい声が出たわぁ……！　新ニイ傘カサくんに引かれちゃったかしら!?

　メンバーの中で最も常識的な精神構造を持ちメンバーで最も人を見下す傾向から遠い人だから順当にイベントをこなせば友達になってくれるはずだと期待して止やまないのに……！　いまのはさすがにまずかったかしら!?

　あんまり変なこと言わないようにしなくちゃ……。

　気をつけなくちゃいけないわね、まったく……。

「布木くんが脱落か……第二ゲームで一人欠けちゃうのは痛いなぁ」

「そ、そうね、四対五になるものね」

「まぁ、こちらにはソルヴァナイトがいるんだし、それくらいのハンデは関係なしに勝たないといけないんだけど」

「いやそれはどうかしら……」

　過大評価もいいところだわ……。はぁ……。

　私はふと壁を見る。誰か、敵将の首を取って帰ってきてくれる人がいないかしら……なんてことをぼんやりと考えている。視線を少しズラすと、壁の真ん中から、耳が一つ生えてきていた。うーん。

　ん？

　壁から…………耳が生えてる!?

「カッ……カベニミミミガー!?」

「へ？」

　ああああ新傘くんが私のことをいぶかしんで見てるわ!!「何を言ってるんだこの巨乳、バカじゃねぇの」って顔して私のことを見てるわ!!　変なこと言わないようにって決めたばっかりなのに!!　ちがうのちがうの本当のことを言っているのよ!!

「アレを見て!?」

「アレって……うわっ！　耳だ！」

　壁のど真ん中に一度気づいてみればあまりにも不可思議な存在感を振りまいて耳が一つくっついているじゃないの……！　イヤイヤなにこれ意味不明すぎるでしょう!?　耳型盗聴器か何かなのかしら!?

「ど、ど、どうしましょう？」

「ソルヴァ側の魔マ技ギじゃない……ってことは、シアマーチが仕掛けたものだろうね。見過ごすわけにはいかない」

「じゃ、じゃあ、逃げる……？」

「いや──斬きってみればわかる。僕の魔技で」

　そう言う新ニイ傘カサくんの左手には、いつのまにか剣が握られていた。飾り気のないまっすぐな剣。刃渡りはせいぜい指の先から肘ひじくらいまでの短いカタナ……。

「え？　え？　斬るって？」

「『判ハン別ベツ剣ケン』は魔技を斬る。これが魔技で作った何かなら、とりあえずその効果だけでも切っちゃおう」

『判ハン別ベツ剣ケン』ってたしか、あれよね？　スポーツ選手とかが試合中に隠れて魔技を使わないよう、選手の体をとりあえず斬ってみるのに使う剣……魔技の効力を失わせるもの……だけど魔技でない物質には当たることのない剣……魔技を使っているかどうかがわかる、だからその名も『判ハン別ベツ剣ケン』……。

　え。それでこの耳を斬りおとすの？

「ま、魔技でなく、誰かの自前の耳だったらどうなるの……!?」

「うーん。壁ごと斬るから、運が悪いと壁に耳が潰つぶされちゃうかもね。……でもその時は、それがホンモノの耳だと判別できるよ」

「ひぇぇぇ……！」

　新傘くんがコワイことを言ってるわぁ……！

「斬るよ。離れてて」

　私は一歩、二歩下がって彼を後ろから見守ることにする。

　新傘くんが剣を片手で高く掲げた。剣道の心得があるとは到底思えないふらふらとした構え。

　私はもう三歩下がった。

「──ふっ!!」

『判ハン別ベツ剣ケン』が振り下ろされる。剣は壁を真っ二つに──することはさすがにできなかったようだけど、壁の中心に大きな亀き裂れつを作ってみせた。てゆーかけっこう思いっきり振り下ろしたわね……男の子ってこういうの振り回すの大好きよね……。

「耳に逃げられちゃった。あれ？」

　一切の邪じや気きを感じさせない純粋な声で、新傘くんが疑問を口にする。

　違う……そうじゃない……あなたはきちんと剣で敵を攻撃している……！

　敵の魔マ技ギをきちんと切り裂いている!!

「新ニイ傘カサくん、左！」

　新傘くんの左側。そこには、耳の持ち主が立っていた。

「ひどいじゃなぁい……？　いきなり斬きりつけるなんてぇ」

　あれは……昨日きのう私の首にギロチンを落とそうとした雌メ牛ギユウ!!　あのイカレ白衣メガネ!!　壁抜け能力だったのね……！　壁の中に隠れて、隙すきを見てまた私に攻めかかるつもりだったに違いないわ！

　良かったわぁ一対一じゃなくって！　協力して戦うフリをして新傘くんに倒してもらうわ!!

「荻オギ生ユウさん、だね。壁の中に隠れていたのか」

「ふふ。かくれんぼは好きなのよぉ」

　荻生さんは壁を離れてすたすたと歩き出す。

　私たちと少し距離を離して、様子をうかがうように視線を動かしている。

　……おかしいわ。

　雌牛の能力が壁抜けなら、なぜ壁から遠ざかるの？

　何かを隠してる……？

　警戒しなきゃ。私はまた数歩下がって、新傘くんの後ろに自分の姿を隠した。

「嫌いやだわーぁ。援軍が来るまでバレないでいたかったのにィ」

「ゴメンね、待ってはあげられない。キングを守らなきゃいけないから」

　新傘くんが『判ハン別ベツ剣ケン』を構えた。

　微び妙みような長さの剣が微妙な身長の新傘くんと微妙にマッチしているせいか、ちょっと可か愛わいらしい姿ね……カッコよくはないけれど……。

「謝る必要はないわよぉ。私、噓うそつきだし」

　──え？

　ヒュンっと、私の横を何かが通過していった。黒く小さいそれは糸を引いてまっすぐに飛んでいく。そしてその何かが新傘くんの背中にトンっと当たった瞬しゆん間かん、彼の体は前のめりに倒れるようにして、荻生さんの横を通って十数メートル離れた場外へと飛んで行ってしまった。

　まさか──あれも『私想領域ワンダールーム』でコーティングされた武器!?

　私は慌あわてて振り返る。

　昨日きのう私の首を落とそうとした二人の残りの一人が、気持ち悪いくらい良い笑え顔がおで立っていた。

　ひ、ひ、火ヒ桜ザクラ涼リヨウ……！

「昨日は突然失礼した！　君の対応が見てみたかっただけなのだ！」

「そして予想通りの結果が得られたわねぇ。やっぱりあなた、運動は得意ではないようねぇ。私とおんなじ。だからここで……負けてもらうわよぉ！」

　荻生さんが私に突っ込んでくる！

　でも後ろには火ヒ桜ザクラくんがいるから逃げられないぃぃぃ!!

　新ニイ傘カサくんが急いで戻ろうとしてるけどもう遅い!!

　何をするかと思えば荻オギ生ユウさんは、私との距離を詰めるといきなり私の手を握った。右手で私の左手を、左手で私の右手を、指をからめてがっしり摑つかむ！　この人体温高っ！

「たしかに私は壁を抜けられるけど……透過能力が私のすべてではないわよ！　私の選んだ魔マ技ギは『混身カナワイ』！　一体化能力よぉ!!」

「い、いったいか？」

　一体化という言葉の意味はすぐにわかった。何か手の感覚がおかしい、振りほどこうとして手を振った時に、私は私の手に起こっていた異変に気づいた。

「く、く、くっついてる!?　境目がどこにも……!!」

「くっついちゃってた。私の手と。アハ」

　ひぃぃぃ一体化能力って気持ち悪い!!

　じゃあさっきは壁と一体化して、耳だけ外に出していたわけ!?

　なんのために!?　この雌メ牛ギユウバカじゃない!?

「ここここんなことしてどうなると──!!」

「こうするのよぉ。行くわよ!!」

　自分から黒点を踏ふんだ!!

　彼女は──私の体と一体化したまま場外に吹っ飛んでいく!!

　まさか……まさかこのまま私ごとステージの外に!?　私を道連れにするつもり!?

『混身カナワイ』で手が繫つながっているからお互いうまく受け身が取れず、私は彼女の下敷きになった。むぎゅむぎゅと体を押しつけ合うことになってるのがものすごく嫌いやな感じね……!!　ひぃぃおっぱいとおっぱいが潰つぶし合っててヒワイ!!　絵え面づらがものすごくヒワイ!!　やめてよ私が着てるのはこの痴ち女じよ服なのよ!!　雪ユキ流ナガレじるしのヘンタイコスチュームなのよ!!　これ以上体をむぎゅむぎゅさせ合ってたら下乳さらすどころじゃ済まなくなっちゃうじゃない!!　しかもなんか固いモノがおなかに当たってる……！　服の下にある赤い……ネックレス？　長すぎるでしょチェーンが……痛い痛い痛いってば！

「キングを討うてば私たちの勝ち……悪いけど、あと十秒、私と抱き合ってもらうわよぉ」

「にっ、にっ、新傘くん助けてえええええええええ!!」

　ダメだ間に合うわけがない！　さっきなんとかステージに戻ってきたところだもの、そんなに早く火桜くんをかいくぐって助けに来られるわけがない！　ああああ十秒が経ってしまう！　私のせいで負けちゃう……!!




「八ヤツ切ギリさん、動かないで!!」




　えっ!?

　新ニイ傘カサくん!?

　噓うそっ、だってこんなに早く助けに来られるはず──あっ!!　そうか、自分も黒点を踏ふんでここまで飛んできて──!?

　彼は私と荻オギ生ユウさんの繫つながった手を『判ハン別ベツ剣ケン』で乱暴に斬きりつけた。私の手は魔マ技ギでできたものじゃないから、斬られた感覚はない。だけど代わりに、荻生さんとの繫がっちゃった感覚がきっぱり消えてなくなった。

「逃げるよ!!」

　彼が私の手を引く。

　全速力で私をステージに戻してくれる。

　か、か、カッコ良すぎるわぁ新傘くん……!!　沢サワ里リさんは見てくれていないだろうけど……せめて私だけは語り継いであげることにするから!!　私、ママとビアンカとフレドリカしか話し相手いないけど!!
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「八ヤツ切ギリさんこっち!!」

　僕は彼女の手を引いて、壁から離れるように南側へ走り出す。

　ステージの南側に行けば、黒点もないし走るスピードももっと速くなる！　そうすれば、さっきみたいに道連れを狙ねらうことでしかキングを落とせない荻生さんは簡単に無力化できる！　あれだけ接近を許しておいて八切さんの腕章が奪うばわれていないのはラッキーだった……！　このまま彼女を守りきる！

「逃がすか!!」

　追ってきたのは火ヒ桜ザクラくんの『突進餌ギジヒクイ』！　布フ木キくんの言っていた通り、釣り竿ざおなしでルアーを飛ばすっていうわけわかんない攻撃だ！　だけど、『私想領域ワンダールーム』で黒く塗られてるとは聞いてなかったよ！

　僕は八切さんを先に行かせ、『突進餌ギジヒクイ』と対たい峙じする。

「来い!!　斬りおとす!!」

　ルアーはうねりを上げて、スピードを増して僕に突撃してくる！　そしてそれが僕の体に届く瞬しゆん間かん、僕は『判ハン別ベツ剣ケン』を振り下ろした！

　──外した！

　その結果ルアーを思いきりみぞおちにぶつけ、そのまま僕はすぐ横の場外に転げ落ちた。　ぐっ……カッコ悪い……！　でも沢サワ里リさんに見られてないからセーフだ！

　ダメだ、ルアーが速すぎて『判ハン別ベツ剣ケン』じゃ斬きりおとせない！　かといってあの糸の方はたぶん魔マ技ギでない普通の釣り糸だ……どうすれば対処できる!?　とにかく、火ヒ桜ザクラくんにキングを狙ねらわせてはならない！

　効果があるかはわからないけど……宣戦布告でもしてみようか！

「八ヤツ切ギリさん！　火桜くんは僕が抑える！　君は荻オギ生ユウさんから走って逃げて！」

　これで火桜くんが僕に狙いを定めてくれればいい──と思ったんだけど、リーダーから反論が来てしまった。

「むむむ無理よ、私は走るのが速くないし……！」

「大丈夫!!　ほら、荻生さんも速くないから！」

「噓うそよ!!　私より足の遅い女がこの世に……おっそおおお!!　遅すぎぃぃ逃げるわぁぁぁ!!」

　八切さん元気だな……。体つきを見れば荻生さんがあまり運動を得意としていないっぽいし、そう言っておけば逃げてくれるかなと思っただけなんだけど……本気にして走ってくれた！

　よし、あとは僕が火桜くんをなんとかするだけだ！『突進餌ギジヒクイ』と『判ハン別ベツ剣ケン』……相性は決してよくないけれど、ここは逃げ出すわけにはいかないんだ!!

　僕はぎゅっと、剣の柄つかを強く握った。

　だけど僕の気合いとは裏腹に、火桜くんはちらちらと僕の後ろを気にしてる。隙すきを見てキングを狙ねらおうったってそうはいかない！

「に、新ニイ傘カサくん！　一分……いや、十秒だけでいい！　休戦しないか!?」

「なんで？」

「後ろを見るんだ！」

　……そんな子供だましにひっかかるとでも？

「君も早くあの光景を見た方がいい！　絶景だぞ！」

　絶景？　なんのことだ？

　僕は思わず、火桜くんの視線を追って後ろを見た。

　もはや鬼ごっこの体ていを成していないこの〝変則鬼ごっこ〟ではじめて、そこではまともな鬼ごっこが行われていた。

　こちらのキングである八切さんが、武装機工少女マヒルちゃんのバトルコスチュームを着て全力疾しつ走そうをしている。おっぱいの下半分は揺ゆれに揺れているし、スカートも非常識甚はなはだしい短さであるため下着が丸見えだ……ホントになんであんな服で戦おうと思ったんだろう……。そしてその後ろを追うのは荻生さん。白衣の下は薄手のシャツが一枚だけで、彼女が走れば走るほどに固定されていないおっぱいがぶるんぶるんと……！
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　…………。

　僕は……。

　沢サワ里リさん一筋だ！

「休戦はオシマイだ！」

「も、もう十秒だけいいだろう！」

　八ヤツ切ギリさんは、自分からあの服を着ていながらもあの姿を人に見られたくないと言っている。これ以上、えっちな視線にさらしてたまるか！

　僕は『判ハン別ベツ剣ケン』を、火ヒ桜ザクラくんに向けて構えた。

「カッコいいじゃないか！　ボクも剣っぽいものにすればよかった！」

「カッコいいだけじゃない……これで、火桜くんの『突進餌ギジヒクイ』に対応できる！」

「言うじゃないか！　やれるもんなら……やってみるといい！」

　僕の挑発を受けて、火桜くんが僕目がけて再びルアーを飛ばしてきた！　この人どこまでもまっすぐに対応してくれるなぁ！

　さぁ来い……！

　ルアーの勢いは強烈！

　先端部のルアーを狙ねらって斬きりつけることは難しい……！

　ルアーは僕を捉とらえて、そして僕を場外へと吹き飛ばそうとする。だけど──敵を傷つけないためだろう、一度僕に当たれば失速する！　そのタイミングを狙ねらって、僕が飛ばされるより先に、左手で──糸の部分を巻き取ってやる!!

　荻オギ生ユウさんの戦い方を借りよう！　僕はルアーを抱かかえたまま、糸を摑つかんだ状態で場外へと飛んでいく。２ポイントは渡す！　その代わり、攻撃の要かなめとなる……このルアーを破壊する!!

　場外に落ちたと同時に僕は、自分の腹部に抱き留とめていたルアーに『判ハン別ベツ剣ケン』を突き刺した。ルアーは何の抵抗もなく、静かに壊れて消えてしまった。

　よし!!

　あとは糸を奪うばうだけ！　火ヒ桜ザクラくんが回収しようとするより早く、僕は手元の糸を全力で引っ張って巻き取った。すると、糸の端はしに、何か光るものがつけられているのが見えた。

　なんだろうこの指輪は……？

　あっ、なるほど、釣り竿ざおがないってことは、釣り糸を巻き取るリールもないし釣り糸を留とどめておくものもないってこと……『突進餌ギジヒクイ』が飛んでいくのと同時に糸まで手元から離れてしまっては困るから、この指輪に結んで指につけておいたのか！　赤いジュエルのついたキレイな金の指輪……悪いけど、ゲーム終了まで預からせてもらおう！

　……あれっ？

　ってことは、この指輪がなければ、火桜くんはルアーを使った攻撃ができない可能性もあるんじゃ？　いや、そもそも『私想領域ワンダールーム』を解除し、『突進餌ギジヒクイ』を壊してしまった時点で僕の圧倒的有利は揺ゆるがない！

　勝てる……！　大丈夫、この状況なら必勝の手がある！

　僕はステージに戻り、火桜くんの前に躍おとり出た。

「これで僕の勝ちだ……！　君の腕章、もらうよ!!」

　僕が気持ちよく勝利宣言をしたその瞬しゆん間かんだった。ステージにアナウンスが響いたのは。




『　第二ゲーム終了の時間です。選手は、控え室に戻ってください　』




　……それはないよぉ……。
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　大失態だ。まさか〝グラフト〟を敵に奪うばわれてしまうとは！

　控え室に戻るとボクはすぐにそれを沢サワ里リさんに報告した。これが沢里校長相手だったらもっとボクもビクビクとしたものだが……沢里さんは難しい顔をするだけでボクを責めようとはしない。しばらくうんうんとうなったかと思うと、彼女は荻オギ生ユウクンを自分の前に来させた。そして何をするかと思えば、沢里さんはおもむろに、荻生クンの胸元に手を突っ込んだ。

「ひゃあああん!?」

　荻生クンのあられもない声など気にせず、服の下に手をもぐりこませて何やら探し物でもするかのように彼女の胸をまさぐっている。なぜかボクの代わりに荻生クンがビクビクしている。なぜだ！　す、すごく過激な絵え面づらだ……！　残念だがボクはカメラを携帯していない……！

「あった。借りるよ」

　魅惑の迷宮からいったい何を借りていくつもりかと思えば、沢里さんが手に持っていたのは荻生クンが首からぶら下げていたネックレスだ。敵に見えないよう長いチェーンを使って服の奥深くに隠しているとはいえ、別に胸元に手を突っ込まなくても首にかかっているチェーン部分を外せば済むのに……！　ボクは一生沢里さんについていくことにいま決めたぞ！

「火ヒ桜ザクラ。アンタが持ってな」

　そう言って彼女がボクに〝グラフト〟を投げて寄越した。

「赤いジュエルのついた指輪を手放した途端火桜涼の様子が変わった──なんてことになったら不自然っしょ。〝グラフト〟の存在を敵に気づかれかねない」

　なるほど。そういうことだったのか。ボクは黙だまってうなずいて、ネックレスを自分の首にはめた。あることに気がついてもう一度外し、赤い〝グラフト〟に触れてみる。

「……あったかい」

「なにキモチワルイことしてんのぉ!!」

「荻生クンの胸の感触が残ってる気がする」

「残ってるわけないでしょ死んでよ!!」

　死を望まれてはしょうがない。ボクは諦あきらめ、ネックレスを首にはめた。

「朱アカ梅ウメ！　あんたも何見てるのよぉ！」

「みっみっみっ見てねーよ!!　別になんにも見てねーし!!」

「……アンタ、女の子に免めん疫えきなさすぎじゃない？」

　朱梅くんは純粋だな！　顔が真っ赤だ！　鼻血まで吹き出しそうな勢いだ！

　白ハク瑠ル璃リくんが後ろで小さく呆あきれたようにため息をついたのをボクは見逃さなかったぞ！

「ま、奪われた〝グラフト〟のことについてはゲームが終わってから考えるとして」

　沢サワ里リさんが話を戻す。ボクらの頭を、〝変則鬼ごっこ〟のゲームに戻してくれる。

「そろそろ『縮領壁ウオールアクト』と『私想領域ワンダールーム』のコンボにソルヴァの生徒たちは適応してくるはず。こっちも変化があった方がいいいかもね。プレイヤー数も点数もこちらが有利……となれば少しはリスクを取った戦いができる。主戦場と主戦型を変えてみようか」

　リスク……と朱アカ梅ウメくんが小さく繰り返した。

「不利な状況にあるソルヴァは待つだけの戦略は取れない。自分から攻めてくるよ。だけど、機動力を削そがれる『壁』の中にキングを連れ込みたくはないでしょう。だから八ヤツ切ギリともうひとりが残って、残りの二人で攻めてくるってところかな」

　完全に思考を読み切っている……たしかに敵はそうしてくる他ない。他の戦略を取ろうとすれば大がかりな動きになるから、ゲームがはじまってからでも十分に対応できるだろう。正攻法を事前に確認しておけるというのは実に有利だ。

「んで、荻オギ生ユウ。アンタが敵のアタッカーに対処する」

「ええっ？　私がぁ？　でも〝グラフト〟なしじゃ私は……」

「朱梅とルリがフォローするから。逃げるだけでいいんだよ。オトリだよ、オトリ」

「ああ、なぁんだそれなら」

「ひたすら逃げてくれればいいから。ヤバくなったら自分から黒点踏ふんで場外に逃げていいよ。胸が揺ゆれて痛いだろうけど、ガンバって走ってね」

「わかりました！　……何見てんのよ朱梅！」

「みっみっみっ見てねーし!!」

　ウソがヘタだな朱梅くんは！

　まったく、マジメに試合のことを考えているのは沢里さんだけではないか！

「雪ユキ流ナガレを攻めに回したことといい、布フ木キを自由に動かしたことといい、敵は守りを固めるつもりがない。そして同じ防衛手段を使わない……。火ヒ桜ザクラ。アンタがもう一度『壁カベ』を抜けてキングを攻めてみてよ。ルリの『翼ツバサ』でそこまで連れていく」

「了解！」

　沢里さんは他にも細かい指示を伝えていく。はじめに言っていた通り、全力でソルヴァを叩たたくつもりらしい。ソルヴァを正面から叩き潰つぶしたという看板を掲げてシアマーチに乗り込みやりたい放題遊び尽つくす予定だというのだから、彼女の発想は実にユーモラスだ。

　彼女の活躍はボクらにとっても朗報だ。ボクも微力ながら全力を尽くすぞ！

「指示はこんなところかな……。ついでに言っておくけど、火桜、深追いはしないでね。八切なつめの魔マ技ギがわかればその時点で引いていい。──わかってるね。やりすぎはしないで。ね！」

「もちろんだ！」

　わかっているとも。

　冗談めかさなくても、みんなの前で言わなくても、もちろん重々承知している。

　彼女が念を押す。ボクに釘くぎを刺す。

　シアマーチでは、まだ誰にも話してはいない。

　ボクの過去について。ボクの、人を傷つけて回っていた日々について。

　朱アカ梅ウメくんとは比べものにならないほどに狂犬だった昔のことについて。

　朱梅くんは、悪ぶってはいるものの悪人ではない。彼は人を傷つけるのをどこかで恐れている。どこか人の善性を信じたがるところがある。彼の行動はすべて主張だ。自分の想いを、言葉ではない別の形でぶつけようとしているだけだ。

　ボクの暴力は、主張ではなかった。意味などどこにもなかった。遊びで人を殴なぐるのだ。快楽のために牙きばをむくのだ。魔マ技ギは、学校を除く一般社会においては有資格者しか使用してはならないものだ。だけどボクは平気で使用していた。人を、物を、より効果的に破壊するために独学で魔技を習得していった。街灯を壊しても、路駐する車を壊しても、罪のない人を後ろから蹴けり飛ばしても、罪悪感などかけらもなかった。まさしく笑えない日々だった。

　だけどそれも過去のこと。

　ボクは自分で選んで〝森しん閑かんの学校〟にやってきた。反省し、更生するつもりでここに来た。他人を傷つけてばかりいてはやっていけない場所に身を置きたかった。

　ところが校長はボクに〝グラフト〟を与え、力を得させて、そして他人を傷つけてもよいと言った。

　対して沢サワ里リさんは、ボクに傷つけるなと言ってくれた。プライドに満ちたあの瞳ひとみで、ボクに見えない首輪をくれた。お前ら全員を支配すると言ってくれた。彼女はきっと、ボクが誰かを傷つけることを許さない。そう感じさせる何かを持ってる。

　ボクを選び〝グラフト〟を与えてくださった沢里校長に申し訳ない気持ちもある。だけどボクは、いまは沢里十二衣カサネに夢中なのだ。彼女ならもしかして、圧力ではなく笑え顔がおによってボクを抑えてくれるかもしれないと思えるのだ。

　……朱梅くんはきっと動けないだろう。彼は沢里さんを脅おどそうとしたと聞いたが、結局他人に手を出せるような人間でないことを沢里さんに見抜かれた。人数をそろえ、言葉だけでの解決を望んでいたという。

　荻オギ生ユウさんと白ハク瑠ル璃リさんは、選んだ魔マ技ギからして人に大ケガをさせることは難しい。

　となれば、ボクしか残っていない。ゲームももう半分が過ぎた。……ボクがやるしかない。ボクならば、暴走しても自然に思われるだろうから。

　これは決して裏切りではない。沢里十二衣への反逆などでは決してない。

　彼女なら……やりすぎたボクを、しっかり懲こらしめてくれるだろうという信頼の証あかしなのだ。
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　うぅ……控え室の中、怒鳴り声ばっかりが響いてる……。

「何やってんだよ布フ木キぃ!!」

「チーム戦なんですよ!!　人数が不利になればどれだけ困るかわかっているはずです!!」

「脱落しちゃったんだから仕方ないだろ。それに、もとはといえば有アリ坂サカと奈ナ々ナさまが二人で遊んでっから悪いんだろ。二十分ずっと壁に閉じ込められてたとか。二人で隠れて何してたんだよ。やらしーな」

「何もしてねーよ!!」

「何もしてません!!」

　点差が開いちゃったから、布木くんが脱落しちゃったから、みんなイライラしてるみたい。言い合いは止やみそうにない。そしてなぜか八ヤツ切ギリさんと布木くんが、奈々ちゃんのことを奈々さまって呼び出してる……なんでだろう……。

　みんなは焦あせってるけど、実はわたしはちょっと、落ち着いてるんだ。だって、シアマーチの生徒はどうやらにーくんたちを傷つけようとはしていないみたいだから。ここまではずっと、お互いにケガがないよう戦ってくれてるように見えたから。思ったより、心配は必要ないのかもしれない。

　そろそろ牧マキ島シマくんのところに行ってみようかな……〝グラフト〟っていうのが何か、調べがついてるかもしれないし。わたしはそっと出口に向かっていく。出口にいちばん近いところにいたのはにーくん。何か指輪を見つめてる。

「にーくん……そんな指輪つけてたっけ？」

「ん？　あ、いや、これ、さっき火ヒ桜ザクラくんから奪うばい取ったんだけど」

　人のものを奪うなんて良くない……。

「これはあくまで推測なんだけど……もしかしたらこれが、柚ユウの言う〝グラフト〟なんじゃないかなーっと思って」

「え？　どうしてそう思うの？」

「ただの直感なんだけどさ。いま思い出すと、これが手元からなくなった時、火桜くんがすごく困ったような顔をしていた気がするんだ」

「ふーん……？」

　あいまいな根拠。なんだかにーくんらしくない。たぶん言葉にできないだけで……他の理由があるんだろうなぁ。

　〝グラフト〟の話題が耳に届いたのか、言い争いをしていたみんなも話に加わってきた。

「そういえば、朱アカ梅ウメ芯シンさんも似たような赤いジュエルのついたピアスをしていらしたような」

「おっおっおっ荻オギ生ユウさんもネックレスをしていたような……!?」

「赤いジュエル……それが〝グラフト〟だってのか？」

　本当のことは誰にもわからない。

　答えてくれる人はどこにもいない。

　だからみんなが考え込んで、黙だまっちゃう。

　すると突然、ビアンカが暴れ出した。急に羽根を広げて威い嚇かくしたかと思うと、にーくんに飛びかかった。

「うわっちょっと!?　八ヤツ切ギリさんこの鳥を──!!」

「やめなさいビアンカ!!　ああっ!!」

　ビアンカはにーくんの手をクチバシでつつき、その指輪を奪うばい、そして開いた窓から飛び去っていってしまった。

「も、持っていかれた……」

「ごごごゴメンナサイ新ニイ傘カサくん!!　普段はあんなことする子じゃないの……!!」

　びっくりしたぁ。

　ビアンカは体がおっきいから、羽根を広げて暴れると迫力がある。

「〝グラフト〟の正体なんていまは置いとけよ。たしかに小コ牧マキの言うことは気になるが……元は牧マキ島シマからの情報なんだろ？　何かのカンチガイってこともあるぜ。それよりいまはゲーム自体の劣勢を覆くつがえさねーと」

「なに、有アリ坂サカに何か案でもあるのか？」

「布フ木キはもういねぇ。いや、はじめっからいるのかいないのかよくわからんところはあったが、とにかくもういねぇ。人数で見れば四対五で、不利な状況だ」

「ポイントで見てもめちゃくちゃ不利だぜ」

「相手のウィークポイントを狙ねらい撃うちしていくしかねぇよ。新傘と火ヒ桜ザクラなら新傘が勝つ。雪ユキ流ナガレと白ハク瑠ル璃リなら雪流が勝つ。この相性的優位を利用しない手はねー」

　なるほど……有坂くん、頼もしい。

　だけどそれは現状の分析で、事実の確認。羅ら針しん盤ばんの針にはなりえない。これから何をすべきかってことまではわからない。そんな時、みんなの視線は自然とにーくんに向かった。

「ねぇ、雪流さん。ちょっと確認したいことがあるんだ」

　迷いのない目つきで。

　震えのない声で。

　にーくんが言う。

　……カッコいい。

「とても言いづらいんだけど」

「ハイ」

「相手を──水着姿にすることはできるかな」

　控え室が沈ちん黙もくに包まれた。

　悪い冗談を耳にしたんだと思った。

　奈な々なちゃんが両手で顔を覆って、絞しぼり出すような声を出した。

「信じてましたのに……。新ニイ傘カサくんだけはまともだって……信じていましたのに……！」

「ええ!?」

「あははは、だせーな新傘ー」

　いや、有アリ坂サカくんもさりげなくけなされてるよ……！

　だけど……水着にできるかなんて、おさるさんもいいところだよ……！　わたしだってびっくりだよ！　それにいったいどういう言い訳があるっていうの？

　布フ木キくんにはどうやらにーくんの考えがわかったらしく、腕を組んでうんうんとうなずいている。

「なるほどな。さすがだ、新傘。安心しろ、オレにはわかってるぞ」

「あ、ありがとう布木くん」

「『変衣ドレスチエンジ』で魔マ技ギによる服に着せ替えさせてから、『判ハン別ベツ剣ケン』で魔技を切る──と。敵の服は魔技でできたものだから『判ハン別ベツ剣ケン』で真っ二つだ。両校の一年が全員見ている前で素っ裸にしてやろうというわけだ。お前の発想には脱帽だぜ、新傘。えげつねぇな。鬼き畜ちくの所業だ。人間じゃねぇ」

「どんな発想してるんだよ!!　全然わかってないじゃないか!!」

　ひ、ひどい……。

　わたし、ちょっとショック……！

「〝グラフト〟についての確認だよ。他の三人が赤いジュエルのついたアクセサリーをつけているのに、沢サワ里リさんと白ハク瑠ル璃リさんだけが確認できてない。それはたぶん、服の下に隠しているからだ。あの二人も身につけているとしたら、それはやっぱり全員で共有している何かってことになるでしょ？　確認してみたいんだよ」

　にーくんが説明をする。

　だけど奈々ちゃんは変わらず悲しそうな顔をしているし、布木くんは笑いをこらえようと下唇くちびるを嚙かんでるし、八ヤツ切ギリさんはぼーっと外を眺ながめてビアンカの飛び去った先を心配していた。

　点差はすでに１００点近い。

　ホ、ホントにこんな状態で勝てるのかなぁ……？

　どうかケガだけはせずに試合を終えてほしいよ……。
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　第三ゲームになってもシアマーチの戦略は変わらない。

『私想領域ワンダールーム』の黒点と、『縮領壁ウオールアクト』の迷路で僕らの足を止めるだけ。

　接触を避けて、腕章の奪うばい合いって展開を遠ざけようとしている。

　それに対するソルヴァの戦略も変わらない。

　キングとあと一人を残して、他の選手の個人技頼りで攻めるだけ。　今回は、敵を水着姿にできる奈ナ々ナさまと敵の水着姿が見たい新ニイ傘カサくんがアタッカーとなり、有アリ坂サカくんが残って私を守ってくれることになった。

　やっぱり〝上うわ澄ずみの集中〟は地力からして普通校の生徒とは違う……。だから布フ木キくん一人がいなくなっても、ゲーム自体を諦あきらめるほどのインパクトはない……のはわかっているんだけど……やっぱり奈々さまか新傘くんに残ってほしかったわ……。

　私はチラと有坂くんを横目で見る。

　目が合ってしまい、急いで視線を外す。

「……なんでそんなにビビんだよ。仲間だろ。俺は。お前が俺をチームに誘ったんだろうが」

「だ、だって有坂くんは態度が威圧的で……」

「小コ牧マキもそんなこと言ってたな。俺ってそんなにガラが悪く見えるのか？」

「ガラっていうか……そもそも女子を平然と呼び捨てする人って苦手で……」

「じゃあなんて呼べばいいんだよ」

「えっと……」

「八ヤツ切ギリちゃん？」

「それはちょっと……イヤちょっとどころじゃないくらいキモイ」

「なつこさん？」

「なつめよ!!　そうじゃなくて!!」

「なんなんだよ……」

　もういいわよ！　二度と私のことを呼ばなくていいから！

「不安だわ……有坂くんで大丈夫かしら……」

「そ、そんなに俺って頼りないか？」

「だって……ソルヴァナイト戦では有坂くんが逃げるところしか見てないし……」

「ムムム」

「奈々さまは隙すきあれば有坂くんをネタにして笑いを取りに来るし……」

「ちょっと待て！　そこんとこ詳くわしく聞かせろ!!」

　詳しいことは本人から聞いてよ……あんなおぞましい話を私の口からはしたくないわ。

「有アリ坂サカくんにもちょっとだけ期待してたのに……」

「期待って、何を」

「友達になってくれるかと思って」

「俺が？　無愛想な俺が？」

「そうだけど……ホモだし……少なくとも性的な目で私を見ることはないかなって……」

「ちっげぇぇぇぇぇよ!!」

　有坂くんが怒鳴った。

　よほどその手の話には敏感なようね……。

「俺は!!　女が!!　好きなんだよ!!」

　観客席からまばらに拍手が起こった。

　なんでかしら……有坂くんは、感情的になればなるほど怖くなくなるわ……。

　奈ナ々ナさまがからかいたくなる気持ちが少しわかるかも……。

　──って、そんな場合じゃないみたい！

「有坂くん、上！　飛んでくるわよ！」

「『翼衣ロブリ』だな。空飛ぶ敵ってのはちょっと苦手だが、なんとかなるだろ」

「よく見て！　誰か抱きかかえてるわ！」

「ハクルリはかなり小柄に見えたんだけどな。案外、腕力がある」

　何なのよその余裕たっぷりの態度は……ホントに守ってくれるんでしょうね……！

「あ、あ、あ、有坂くんは自分が雑魚ざこではないというのよね？」

「当たり前だ」

「じゃじゃじゃじゃああの敵も追っ払ってくれるわよね……!?」

「もちろんだ。下がってろ!!」

　敵が近づいてくるにつれて、その正体もわかってきたわ。あれ、火ヒ桜ザクラくんよ……。

　そして白ハク瑠ル璃リさんは私たちの近くまで飛んできたかと思うと、火桜くんをぽいと投げ捨てて、自分だけ一人迷路の奥へと帰って行ってしまった。

　え……火桜くん一人……？

「新ニイ傘カサ悟サトルクン……はいないようだな！　よし！」

「何が新傘だ……どいつもこいつも人のことをザコ扱いしやがって……!!」

　そうよ、ザコ扱いされてる悪評を吹き飛ばすチャンスよ！　ガンバって有坂くん……！

　私は逃げる準備を進めるわ……!!
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　後ろの方で八ヤツ切ギリさんの声が聞こえた気がする。

　早いな……もう誰かが攻めてきたのか？　ほとんど最短距離を走らないとこのスピードでの開戦はありえない。白ハク瑠ル璃リさんが空を飛んできたと考えるのが自然だけど、見逃したかな。……いや、考え過ぎれば深みにはまる。あっちのことは有アリ坂サカくんたちを信じて任せよう。

『判ハン別ベツ剣ケン』で床の邪じや魔まな黒点を斬きりつつ、僕らは前に進んでいく。ステージそのものが魔マ技ギで作られたものだから、斬るたびにちょっと削れてるけど、まぁ問題はなさそうだ。迷路の中を突き進み、隠れている沢サワ里リさんを探しに行く。そしてその迷路を進むその最中で、僕らはすぐに敵の姿を見つけることができた。

　──いた!!　荻オギ生ユウさんだ!!

『混身カナワイ』の一体化能力は『判ハン別ベツ剣ケン』でたやすく対処できる。相性は悪くない!!

　第二ゲームじゃうまくやったけど、『判ハン別ベツ剣ケン』は正直シアマーチ側のほとんどの選手と相性が悪い。壁の質量が大きすぎて対処しきれない朱アカ梅ウメくん、空を飛んでて攻撃を当てられそうにない白瑠璃さん、動きが早くてルアーをピンポイントで斬ることができない火ヒ桜ザクラくん、そして斬っても斬っても間に合わないほど黒点を大量に描えがき出せる沢里さん。相性がいいのはぶっちゃけ荻オギ生ユウさんだけだ。

　僕は雪ユキ流ナガレさんにアイコンタクトを送る。僕が先に出ると相性の悪さを感じて逃げてしまうかもしれないから、雪流さんに前を歩いてもらうためだ。

　そうして雪流さんが先に荻生さんの視界に入り、そして彼女は。

「あっ逃げました！　追いましょう！」

　──逃げた!?

　なんで……？　シアマーチの戦略を維持するためには『私想領域ワンダールーム』の沢里さんと『縮領壁ウオールアクト』の朱梅くんを可能な限り守ろうとするはず。それなら荻生・白瑠璃・火桜の三人は相性が少し悪くても積極的に僕らと交戦するはずと読んでたんだけど……。

　罠わな、じゃないのか？

「雪流さんストップ！」

「な、なんです、早く追わないと！」

「うん、わかってる、でもそれより先に」

「何かあるんですか!?」

「荻生さんの服を、水着に着せかえてほしい！」

　張り手が飛んできた。

　パチンという小気味よい音とともに、僕の頰ほほに痛みが走った。

　じわりと目じりに涙がたまる。

　え、なんで僕ひっぱたかれたの？

「あなたが思春期の男の子だということはよくわかっています。荻オギ生ユウさんが魅力的な女性であることも重々承知しています。しかし節度を守りなさい」

「だから違うって!!　もう!!」

　いちいち説明してる時間が惜しいのに……!!

「とにかく荻生さんの動きを止めるんだ！」

「わかりました！『変衣ドレスチエンジ』──『新シン婦プ服フク』!!」

　雪ユキ流ナガレさんが魔マ技ギを使うと、走り去る荻生さんの体が途端に真っ白な大量のひらひらに包まれた。実用性という言葉からかけ離れた大げさな花嫁衣裳を身に纏まとったかと思うと──その長すぎる裾すそが当然のように黒点に触れ、そして荻生さんが北の果てまですっ飛んで行った。

「きゃあああああああああああああああああああああああああ………──」

　黒点を踏ふんでどっちに吹っ飛ぶかの法則性はよくわからないけど、こういうこともあるらしい……。あんなに吹っ飛んだら危険極まりないけど……。

「飛ばしちゃってどうすんのさ……！　腕章二つ取らないといけないのに！」

「ま、まさかあんな遠くへ行ってしまうとは思わなかったので……すみません!!」

　はるか遠くの方で、「痛いじゃないのぉぉ!!」という文句がかすかに聞こえてくる。無事だったようでなにより。

「すぐに追いましょう！」

「いや、待って!!」

　すぐに追う……いや、それは正しい行動じゃない。

　僕の読みが正しければ、荻生さんはオトリだ。僕らの注意を引きつけるため、わざと見つかって逃げだした。荻生さんは、僕らをこの場から遠ざけようとしてる。ということは、この近くに。

　僕は『判ハン別ベツ剣ケン』を作り上げる。そして、近場の壁を片っ端から斬きりつけていく。壁の向こうをのぞいては、彼女の姿を探していく。

　すると、どこからか声が聞こえた。

「朱アカ梅ウメ!!　ここ、スペース開けて!!　あたしがやる!!」

　その声に反応して、僕らの周囲の壁が一斉に遠のいていく。広いスペースが作られる。そして、壁の中から彼女は姿を現した。見つけられるのを待つくらいなら、自分から出てくる。そういう気の強いところは、ホントに中学生の頃からずっと変わらないね。

「沢サワ里リさん……」

「やっほー、新ニイ傘カサ。遊びに来てくれたのかな？」

「腕章を二つ、もらいに来たよ」

「男のくせに、ケチくさいこと言うなよ新ニイ傘カサ。あたしに勝ったら、全部持ってけ。あたしが持ってるもの、全部」

　沢サワ里リさんがにやっと笑った。

　つられて僕も笑った。

「雪ユキ流ナガレさん、下がってて」

「はい、しかし──」

「僕が隙すきを作る。さっきのインターバルで話した件、よろしくね」

　僕は『判ハン別ベツ剣ケン』を握りしめた。

　沢里さんの服。シアマーチの制服が『私想領域ワンダールーム』で黒く染まっていく。

　お互い準備は万端だ。

　乗り越えさせてもらうよ……沢里さん!!
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　八ヤツ切ギリクンと有アリ坂サカクン！

　二人そろってボクをにらんではいるものの、自分からは仕掛けてこない。

　いまのうちに、考えを整理すべきだ！

　いまボクが絶対にやらなければいけないことは、〝グラフト〟の存在に気づかれないこと。あの指環をなくしても力が損そこなわれていないと、ソルヴァ側にアピールすることだ。戦闘は避けられない。──が、長引かせる理由はないし、必勝の必要性もない。

　できればやりたいことは、キングへ攻撃し選んだ魔マ技ギについての情報を集めること。こうして有坂クンとにらみ合っている状態ではそれも難しそうだ。何かしら策を練らなければならないだろう。

　そして表立ってはできない裏の目的は──大ケガをさせること、か。

　有坂くんでも八切さんでもどちらでもいい。ボクの『突進餌ギジヒクイ』なら、殺さずに大ケガをさせることは難しくない。足の肉でも少し削ってやればいい。

「どうした？　来ないのか？」

　有坂クンがそう言う。

　沢里さんの言っていた通りだ。有坂ハジメの基本姿勢は待ち……『白図形エアダイス』を敵の攻撃の対応に使い、守り、しのぎ、分析をしながら隙すきを穿うがつ。だから勝負の流れはまずこちらの攻撃から作る──事前の予想通りだ。

「待たせてすまない！　少し考え事をしていた！　こちらには、気軽に攻められないわけがあるのだよ！　ルアー用の糸は予備があと一本しかないんだ！　新傘クンに奪うばわれてしまったからね！」

「そうか。後で返すよう新ニイ傘カサに言っとく」

「だが退屈させては申し訳ない！　ひとまずは『突進餌ギジヒクイ』だけで……攻撃をさせてもらおうか！」

　ボクはルアーを右手に持ち──左手で、もう一つのルアーを作り上げた。使える魔マ技ギは一種類だけ。だけど、一度だけとは言ってない。だから同じ種類のものなら、ルール上魔技はいくつでも使える。

　後は試すだけ。行くぞ！

　ボクは左手のルアーを下手で投げる。ルアーは蛇へびのように地を這はって、速度を増しつつ有アリ坂サカクンの足元に向かっていく！　ケガをさせてやろうという意図こそあるが、それを観客や先生方に悟さとられてはいけない！　表の行動はあくまでゲームで勝つこと！　足元を狙ねらい、崩し、ポイントを獲得しようとする動きの中でヒントを摑つかむしかない！

　ところが地を這うルアーはいとも簡単に、有坂クンに止められてしまった。ルアーの進路に硬度の高い小さな『白図形エアダイス』を作られただけで、ルアーはそれにぶつかり砕くだけてしまった。普通の『白図形エアダイス』に負けるような威力でもないんだが……どんな強度なんだ？

　有坂クンはそれを見て、涼しい顔をしてつぶやく。

「…………で？」

「ただのジャブだ！　次行くぞ!!」

　今度は三つ！

　さらにルアーを作り、それを空へと放り投げる！　空中を雑に舞う『ルアー』は急激に進路と速度を変え、再び有坂クンの足元に突撃していく！

　──が、それらもやはり彼には届かなかった。

　有坂クンの周囲に、三本の細い柱が立っている……『白図形エアダイス』の作り方がどんどん単純になる。見切られている。ただルアーを飛ばすだけではイミがない……！

「…………で？」

「ぐっ……！」

　ものすごく、嫌いやなヤツだな！

　ボクが言うのもなんだがコイツは無自覚に人を傷つけまくってしまうタチに違いない！

「お前のルアーはたしかに早えぇよ。だけど動かし方がなっちゃいねぇな。練習不足だ。他に打つ手がないなら──」

　他に打つ手はない──が、敵に行動を許してはならない！

　ボクはとにかく作れる数だけのルアーを作り、それらを空へ床へと投げては有坂クンに向かって飛ばし続けた。やはりすべてが止められているが、しかしその対応に有坂クンが精一杯であることもまた事実！

「お……ヤケくそかよ……！」

「ヤケではない！　これがボクの、やり方だ！」

　チームの人数比は四対五！　ボクが敵を仕留めきれないとなれば、沢サワ里リさんが誰かにフォローを命じるはず！　援軍は必ず来る！　ボクはそれを、信じて待てばいい！
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　人には向き不向きがあると言います。

　それが事実であることは知識として知っておりましたし、それを実証するかのような事例もいくつか見てきました。しかし、自分自身で、こうも強く体感したのははじめてのことです。

「動きがトロいよ、吹っ飛べ新ニイ傘カサ!!」

　沢里さんの蹴けりが入り、新傘くんが場外に──行く前に、彼は自分の体に『判ハン別ベツ剣ケン』を突き刺します。すると彼の体は勢いをみるみる失い、場外に行くことなくその場に踏ふみ留とどまってみせました。

「無む駄だだって言ってるでしょ。ルールごと消すことはできないけど……『私想領域ワンダールーム』の効力を消すことくらいわけないよ。さっきまでは気づかなかったんだけどね。僕にその戦い方はもう無意味だ」

「はァ？　なにそれ。アンタがあたしの戦い方に指図するわけ？」

　まるで昔からの幼おさな馴な染じみであるかのように。

　まるではじめから打ち合わせをしていたかのように。

　彼らはお互いに自分の魔ま技ぎをぶつけ合っては、戦いを楽しんでいます。

　この二人は──この二人の才能は、明らかにこういう状況に偏かたよっている。他者と対戦することにまったく恐れがない。

　もし、ソルヴァがこういった魔技による実戦形式の機会を設けていなければ、この二人はその才能に──自分の活かし方に気づくこともなかったはず。沢里さんも新傘くんも、前回のソルヴァナイト戦から多大な影響を受けたのだと思います。

　この二人は……！

「いまだっ!!　雪ユキ流ナガレさん!!」

　新傘くんが叫さけびます。見ると、沢里さんがほんの一いつ瞬しゆん、体勢を崩したようによろけています。わたくしはすかさず魔技を発動させました。

　新傘くんの説明に下心がないと信じて、沢里さんの服装を──水着にと変えました。

　いきなり制服をはぎ取られ水着姿にさせられても、沢里さんはまったく動どう揺ようをする様子はありません。むしろ、困惑したのは私の方でした。彼女には──彼女の体には、どこにもアクセサリーがないのです。わたくしが作り上げた白い水着以外、彼女の体を覆うものは何一つなかったのです。あの赤いジュエルが見つからなければ、再び〝グラフト〟とは何なのかを考えなければなりませんのに……！

　水着姿になった沢サワ里リさん。新ニイ傘カサくんはその姿をまじまじと見つめて──それから、大きな声で叫さけびました。なぜかわたくしの方に。

「信じらんないよっ……！　なんでワンピース型なの!?　なんで白なの!?　しかもスカートついてるし……!!　そうじゃないでしょう!!」

「な、なにか問題が」

「沢里さんだよ!?　ああ見えてインドア派なんだよ!?　見ればわかるでしょあの真っ白な体見れば!!　日曜日は早起きして子ども向けアニメを見てからもっかいベッドに戻って二度寝をするタイプの人なんだよ!?　白い水着にしたら白い肌が映えないじゃないか……!!　白系の水着でもいいけど、せめて真っ白じゃないもの、それにビキニ型のが良かった……!!」

　……それは、今回の試合と何か関係があるんですか？

　わたくし、本当に新傘くんを信じていいんですか？

「おい。なんであたしのニチアサの過ごし方知ってんだよ。敬ケイ人トに聞いただろ」

「違うよっ中学生の時沢里さんの友達だった加カ奈ナ子コさんに昔聞いたんだよっ!!　食券千五百円分と交換で!!」

「子ども向けアニメってマヒルのことだろ。武装機工少女マヒルの第一シーズンはあんたも見てたでしょ。一時期カバンにキャラのキーホルダーつけてたの知ってんだから」
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「あっあれはっ！　さ、沢サワ里リさんとの会話のきっかけが欲しくて、つけてたら沢里さんが声をかけてくれるんじゃないかなとか思って……僕のことはいまどうでもいいでしょ!!」

　えっ!?　ちょっ……ちょっと待ってください!!　武装機工少女マヒルについて新ニイ傘カサくんと沢里さんは知っている……!?　まさか理解者になってくれるのでは……!?

　確信があります。わたくしの目はいま輝いています。わたくしはもしかしたら、たったいまかけがえのないものを見つけてしまったのかもしれま──

「あ、ゴメンね、新傘。楽しいバトルの最中だけど、あたしちょっといったん抜けるわ」

「え？」

「あたしの可か愛わいいペットがね、あたしの水着姿を多くの人には見られたくないらしいの。じゃーねー」

　沢里さんはそれだけ言い残すと、ひらひらと垢あか抜ぬけた様子で手を振ります。するとどこからともなく飛んできた白ハク瑠ル璃リさんが、獲物を見つけたフクロウみたいな動きで沢里さんを抱きかかえて連れ去ってしまいました。そしてどこか遠くの壁の中に隠れてしまったのです。

「逃がした……」

「逃げられましたね……」

　沢里さんの姿はもう見えません。

　気が抜けてしまいました……。

　近くに潜ひそんでいたのであろう朱アカ梅ウメくんも姿は見せる様子はありません。白瑠璃さんも戻ってきません。……そう言えば荻オギ生ユウさんはまだ戻れないのでしょうか……。ふと得点板を見ると、いつの間にかソルヴァ側にポイントが10点近く入っています。有アリ坂サカくんがやってくれたとは思えませんし、荻生さんが自滅を繰り返したということでしょうか……？　ウェディングドレス戦術……相当場外に投げ出されたのでしょうか……悪いことをしたかもしれませんね……。

　あら、つい余計なことを考えてしまいました。まだゲームは終わっていないのに。沢里さんのプレッシャーがなくなっただけで気が抜けて油断してしまうとは、わたくしとしたことが。

　重圧から解放されたのは新傘くんも同じのようで、沢里さんが飛んで行った方向をしばらく見ていたかと思うと、今度は頭を抱かかえて目をきつく閉じているようです。

「新傘くん？　どうしました？　頭なんか抱えて」

「思い起こしてる。沢里さんの水着姿」

　つい首筋に手刀を当ててしまいました。

「なっ、なにを……意識が飛ぶかと……」

「新傘くん。時と場所を選びましょう」

「何の話!?　雪ユキ流ナガレさんは僕をどんな目で見てるんだよ!?」

　どんなって。女性の水着姿を思い起こすことに夢中になっている男性をどんな目で見ろというのですか。

「何か弁明があるのですか」

「あるに決まってるよ……雪ユキ流ナガレさんは気づかなかったの？」

「気づく？　何にですか？」

「沢サワ里リさん自身も、ミスに気づいたんだ。だから白ハク瑠ル璃リさんを利用して逃げ去った。いや、自分の力で離脱した、のかな」

　ミス？　離脱？

「新ニイ傘カサくん？　いったい何の話をしているのですか？」

　わたくしにはわかりません。

　いったい何に気がついたというのでしょう？

　沢里さんの水着姿にいったい何を見つけたというのでしょう？

　しかし期待せずにはいられませんでした。記憶を再確認して、ついに新傘くんは確信を得たようなのです。彼はうんうんとうなずき、そしてにやりと悪人のような笑え顔がおで、こう言うのっでした。




「僕らの勝ちだ。沢里さんは、絶対に隠し通さなければならなかった情報を僕らに漏もらしていったんだ」
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　メンドくせー。火ヒ桜ザクラはルアーをとにかく大量に飛ばしては、俺の体力が尽つきるのを待っている。バカだな。体力でも魔力でも、負けるつもりは微み塵じんもねぇよ。

　八ヤツ切ギリを狙ねらわれたらさらにメンドーなことになると思ってるんだが、どうやらコイツは俺を先に掃除する気らしい。

　しかしいったいコイツは何がしてーんだ？『突進餌ギジヒクイ』は、糸を巻きつけて敵を転がしたり、『私想領域ワンダールーム』でコーティングしてたから厄やつ介かいだって話だが……ルアーだけ飛ばして何になるってんだ。俺が防ぎきれなかったらタコ殴なぐりにするつもりってことか？　わかんねぇな。

「あああ有アリ坂サカくん!!　援軍が来たわああああああ!!」

　と思ったら、八切がそんなことを叫さけんでる。

　なるほど、時間稼ぎがしたかっただけなのね。

　しかし白瑠璃鳴メイか……ソルヴァナイト戦で俺、沢里の『翼衣ロブリ』と戦ってねぇんだよな……何してくるのか見当もつかないぞ。まぁ、負けるとは思わねーけど。

「八切！」

「ハイ！　逃げますか!?」

「……まだ逃げるな」

「ハイ！」

　ほ、ホントに信用ないんだな俺……！

　なんだか嫌いやな評判ばっかり流れてるような気がする……！

「八ヤツ切ギリ、お前はまだ魔マ技ギを使うなよ！　うちのアドバンテージはいまのところ、八切の魔技を隠していることだけなんだからな！」

「ででででも、有アリ坂サカくんだけであの二人に対処するのは」

「なんてことねぇよ!!」

　良い機会だ。ここで勝って、ソルヴァの人間から信用を取り戻してやる！

　しかし白ハク瑠ル璃リが来たんなら八切を遠くに置いとくことはできねぇ。距離を離して、八切一人に攻撃を集中されちゃたまらない。

「八切！　俺のそばから離れるなよ！」

「わかったわ！　絶対にここから動かな──ああああああああああ!!」

　なんだいまの悲鳴はと、振り向いてみれば八切の体がなんと糸でぐるぐる巻きになってやがる！　た、ただでさえ露ろ出しゆつの大きい服を着ているのに、こう肌に糸が食い込む様子まで加わると、なんつーか、目のやり場に困るな……！

「予備の糸はもう一本ある、と言ったはずだ！」
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　言ったかもしれねーな。

　忘れてた。しかし、八ヤツ切ギリの動きが封じられたところで俺はあんまり困らないな。

「糸はそれが最後だ。だがソルヴァナイトの動きを封じられたのならそれで十分！　白ハク瑠ル璃リくん、八切さんを連れてここを離脱してくれ！」

　八切を『翼衣ロブリ』で連れ去るつもりか！

　そうはさせねぇよ！

　白瑠璃が飛ぶ。どう考えても目的は八切を連れ去ること！

　俺を無視して後ろに行く気か、そうはさせるか。たしかに速度はめちゃくちゃはえーし空飛んでるから捉とらえることもできないが──要は、八切さえ守り切れればいいんだろ。

　白瑠璃は高く飛ぶ。

　そして俺から距離を大きく取りつつ、八切に向かって急降下する!!

　どんなルートを通ろうが関係ねーな。

　肝心なのは、敵の狙ねらいが八切だってこと。結局は八切のところに行き着くんだから……白瑠璃の飛行ルートを先読みして、そこに『白図形エアダイス』で壁を張ってやれば……。




「有アリ坂サカくん有坂くん敵が来たわよ助け…………!!　ってうわっ!!」




　俺が突然作った薄い壁に、白瑠璃が全身で体当たりして、その場にぽとりと落下した。

「……透明な窓ガラスにぶつかる鳥ってのはこんな気分なんだろうな」

　白瑠璃が落ちて横たわる。そしてその隣には糸で縛しばられた八切。

　めんどくせーししばらくこの二人には寝ててほしいんだが……そういうわけにもいかないようだ。

　かなりの速度で壁に突っ込んだにもかかわらず、白瑠璃は立ち上がり、再び空を飛んで俺たちの周囲を旋せん回かいしている。

　首の骨でも折れたら困るし、薄くて壊れやすい壁にしたとはいえ……タフだな。

　スピードはあったけどアイツ軽そうだしな、衝突のダメージはあんまりなかったのかも。

「よせ、よせ、何度やってもイミねーから。ケガさせないように、急ブレーキがかけられるように壁を出現させてやったんだぜ。意図的にケガをさせたら反則だからな」

　俺の忠告なんて聞きやしない。

　白瑠璃は明らかに八切を狙って、飛びかかる機会を待っている。

　無理だ。機動力が売りってだけじゃ俺には勝てねーよ。たしかに『翼衣ロブリ』を使いこなせているようだが、それでもお前の移動速度より、俺が『白図形エアダイス』を作り出す速度の方が速い。

　魔マ技ギによる遠距離攻撃には、二種類ある。

　一つは、雪流の『遊ユウ離リ』や『変衣ドレスチエンジ』のように、遠くにいる相手に働きかける方法。

　もう一つは、火ヒ桜ザクラの『突進餌ギジヒクイ』や白ハク瑠ル璃リの『翼衣ロブリ』のように、遠くから近くへと一気に距離を縮ちぢめる方法だ。

　前者であれば俺じゃ止めようがない。が、後者なら……物理的な移動を伴ともなう攻撃なら、『白エア図形ダイス』で確実に対応できる……！『白図形エアダイス』の強度と、作り上げるスピードには自信がある！

「そんなに勝負を急ぐんじゃねぇよ。いくらスピードを増したところで、お前が負けるか……お前がもっと早く負けるかの違いでしかねぇ」

　つっても、速いな……。

　沢サワ里リほどじゃないんだろうが、移動速度が尋じん常じようじゃねぇ。もっとふよふよと飛んでくれればいいのによ。

『翼衣ロブリ』はかなり便利な魔マ技ギだと思うが、今回はそこまで厄やつ介かいでもないのか？　……いや、攻撃自体に工夫がないからそう感じるのか？　もっと移動能力の利点を活かして、神しん出しゆつ鬼き没ぼつに敵を狙ねらいつつキングを直接攻撃してくりゃいいのに……んん？　そういえばあいつ、第一ゲームから一度も八ヤツ切ギリに攻撃していない……のか？

　おかしいな……あの翼つばさは自由に相手を選ぶためじゃないのか？

　うーん……。

「有アリ坂サカくん！　有坂くん！」

　足の方から声がする。

「なんだ？　八切」

「私の糸!!　これ外してよ!!　なぜだかわからないけどものすごく恥はずかしいわ……!!」

　恥ずかしいのか？　まぁそれはいいとして、糸を外すのは時間がかかりそうだな……火桜と白瑠璃を蹴け落おとしてからでいいだろ、それは。

　とりあえずは白瑠璃から守るために──『白図形エアダイス』で、籠かごでも作ってかぶせておいてやろう。これでよし。

「ちょ、ちょっとォ!?　有坂くん何やってんのォ!?」

「さらわれないようにしてやったんだろ」

「だだだだってこれじゃ見世物どころか売り物みたいになってるじゃないの……！　こんな派手な服着て、ヒモで縛しばられて透明なカゴをかぶせられて、完全にお人形さんみたいな扱いになってるじゃないのぉ……!!　どうして私ばっかりこんな目にィ……！」

「服のことなら自分で好きで着てきたんだろ？　文句言うなよ」

　八切に思いっきりにらみつけられた。

　なんだよ。わかんねぇ。俺いま、悪いこと言ったか？

　まぁ、不意討うちで連れ去られないとなれば白瑠璃はそこまで脅きよう威いじゃない。だから俺は向き直る。さしあたっては、火桜への対応が先だ。

「いいのかい、有坂クン」

「あ？」

「ボクに名目を与えてよいのか、と聞いたんだ」

「いやイミがわからん」

「そんなことをされては、ボクは八ヤツ切ギリさんを脱落させるため、その囲いを壊さなくてはならなくなる。もっとパワーを込めた『突進餌ギジヒクイ』で攻撃しなくてはならなくなる。もしかしたら、囲いごと八切さんを傷つけてしまうかもしれないぞ！」

「そいつは怖ぇな」

「そして君が白ハク瑠ル璃リさんを壁で止めようとするのなら、ボクはその壁を砕くだかなくてはならなくなる。全力で攻撃しなければならなくなる。その結果、君自身を巻き込んでしまうこともあるだろう！」

「ビビるぜ」

「安心したまえ！　心臓を抉えぐろうとは思わない！」

　やってみろよ、エセ釣つり人が。

　火ヒ桜ザクラの所作はさっきまでと何ら変わらない。手の中でルアーを作り、それをこちらに投げつけ、魔マ技ギによりルアーを加速させて俺に突っ込ませるだけ。だから俺も同じように、『白図形エアダイス』で壁を作ってそれに対処するだけ──だったはずなのに。

　一いつ瞬しゆんのことだったんで、俺はほとんど反応ができなかった。ルアーが壁を砕き、貫通し、俺の顔の横三センチのところを通っていくまで。

「俺の『白図形エアダイス』の壁を貫いた……!?」

　まるで弾丸じゃねぇか！

　スピード自体はさっきまでとたいして変わってないのに……はぁなるほど、そこに魔力をありったけつぎ込んだってわけかい。シアマーチなんて聞いてこともねぇトコの一般生徒かと思ったら、馬力はなかなかあるってことかよ。

　面白ぇ。面白がって遊んでたら身動きの取れない八切が最悪死ぬけど……まぁそれは後で考えるとして。

　いまの攻防を目にして、それを勝機と見たのか、白瑠璃が急激に降下して、火桜の後ろに陣じん取った。

　そして、火桜に後ろを任せるようにして俺の方に突っ込んでくる!!

「こりねーな。スピードじゃ俺には──勝てねぇって言ってんだろ!!」

　いや違う──!?

　火桜の『突進餌ギジヒクイ』が白瑠璃を追走している!!

　あれで俺の『白図形エアダイス』を砕いて、白瑠璃がそのまま俺に突っ込んでくるつもりか!!

　俺さえ場外に叩たたき出せば八切はなんとかできるってわけかよ、なめやがって!!

　しかしルアーはあの勢いと角度じゃ、『白図形エアダイス』を貫くと同時に俺にまで突き刺さりそうだ……いいぜ……!!　この状況じゃ魔マ技ギに相性もクソもねぇ……込めた魔力の差で決まる!!

〝上うわ澄ずみの集中〟って言葉の価値を、よく教えてやるよ……!!

『白図形エアダイス』でブロックを作り──正面衝突させる!!

　万が一にもかわして避けられるようなことがあればメンドくせーし、俺はわざと薄めに『白図形エアダイス』の壁を作りあげる。あとはそこに、俺の全力をブチ込む……!!

　来い!!

　空気を裂いてルアーは飛ぶ！　途中で白ハク瑠ル璃リを追い越して、俺目がけて容よう赦しやなく襲いかかる!!　追走する白瑠璃の目にも迷いはない!!　壁は壊れたものと信じて全速力で突っ込んでくる!!　浅く砂すな埃ぼこりを巻き上げて、まっすぐ壁に向かって──その向こうにある俺の心臓目がけて!!

　お前らがどれだけ人数引き連れて協力しようと……沢サワ里リに知恵をもらって自信をつけていようと……!!　ソルヴァで唯ゆい一いつ、『白図形エアダイス』なんて基礎の基礎しか使わずに〝上澄みの集中〟と呼ばれるほどのし上がってんだぞ俺は……!!

　この力勝負でだけは、負けるはずがねぇんだよっ!!

　先陣切って着弾したのは火ヒ桜ザクラのルアー!!　たかだか数センチ、だけど威力はライフル弾のよう──!!

　だが、その程度じゃ、俺の魔技は突破できねぇよ!!

　ルアーはしばらく壁に留とどまり、少しでも対象を抉えぐろうと動きを見せていたがそれもわずかな間だけ。俺の『白図形エアダイス』には傷一つついていない。不ふ憫びんなのは後続する白瑠璃だった。壁がなくなるものと信じて最高スピードを出したのが災わざわいし、壁とまともに衝突し……そして二度目の墜落という憂うき目に遭った。

　決着。か？

　残念だったな。

　俺が魚だったら間違いなくこの『ルアー』で死んでたけどな。

　白瑠璃は俺の前で倒れ、火桜は向こうで呆ほうけたように立ち尽つくしている。

　結局は力押し、か。やっぱり沢里がいなけりゃこの程度だな。

　沢里が管理しているのであろう大局的な戦略上ではたしかに敵が優位にある。が、こういう小こ競ぜり合いでは常に俺たちが上を言ってる。タイマンじゃ負けないとわかっていながら点差をつけられてるんだからそれは恥はずかしいことなのかもしれねーけど……。

　白瑠璃鳴はぐったりと倒れてる。

　再び飛ぼうともがいているところを見ると、体へのダメージは問題なさそうだ。あんなスピードでぶつかったってのに、ホントに頑丈なヤツだな。

　覆いかぶさる翼つばさすら重たいものに思えてくるような動きの白瑠璃に、俺は上から声をかけた。

「なぁ。一つだけ教えてくれよ」

　白瑠璃はうつ伏せに倒れたまま、首を回して顔だけで俺を見た。

「お前……なんで……黒点に触れても青線の外に吹っ飛ばねーんだ？」

　白ハク瑠ル璃リ鳴メイの脇わき腹ばらあたりに、大きな黒点があるのが見える。白瑠璃の体は明らかにその黒点の上に乗っかっているのに、なぜかコイツは吹っ飛ばない。『私想領域ワンダールーム』の影響を受けていない。

　何かがおかしいぜ、コイツ。キングを狙ねらわないこともそうだが、黒点を踏ふんでも吹っ飛ばないってのはどういう了りよう見けんだよ。

　俺がその答えを聞くより先に、半分砕くだけたルアーが俺の胸元目がけて飛んできた。反射的に作った『白図形エアダイス』の壁にぶつかって、ルアーは今度こそ完全に砕くだけて破片になってしまった。

　……白瑠璃鳴にはまだ聞くことがある。が、闘争心のあるヤツにご退場願う方が先だ。俺の役目は敵を倒すことでなく、八ヤツ切ギリを守りきることだからな。

「『白図形エアダイス』──『両リヨウの錠ジヨウ』」

　白瑠璃の両手と両足に錠をつけて、ひとまず身動きを封じておく。相手がイモムシみてーに寝転がってりゃこれくらいはできる。動き回る相手にも錠をかけられたら楽なんだが……さすがにそこまで自在に座標指定して『白図形エアダイス』を作れるレベルには達してねぇからなー。

　白瑠璃は置いとけばいいや。八切と一いつ緒しよに寝かせとけ。

「八切。白瑠璃を見ててくれ」

「見えないわ!!　アンタがこの『白図形エアダイス』をかぶせたおかげで寝返りがうてないのよ……!!」

　……そっか。

　じゃあ見張らなくていいや。どうせ動けないし。

「まぁいいや。火ヒ桜ザクラ涼リヨウ。お前が先だな」

「優先してもらえて嬉うれしいな！」

　俺の『白図形エアダイス』を突破できないとなれば火桜にはもう手はないだろう。

　俺は遠えん慮りよなしに距離を詰めていく。途中で黒点を踏みそうになっちまった。あぶねぇ、これがあったんだった。つい熱くなって冷静さが欠けてたかもな。でももう大丈夫だ。

「腕章もらうし、脱落もしてもらうけど、いいか？」

「ボクはボクの役割を守った。満足だ」

　何言ってんだ、コイツ。

　本気で満足そうに笑っていやがるが……何なんだ？

「役割を守っただぁ？　俺の『白図形エアダイス』を破れず、敵の腕章すら取れず、どころか自分の腕章を失い、白瑠璃のフォローも失敗、敵キングの撃破も失敗、そんでこれから脱落してもらうっつってんだぜ。それでいったい何が守れたってんだ」

「何が守れたかって？　信頼だよ。わかるかな」

　信頼？　信頼だって？

　負ければ信頼を失う。勝てば信頼を取り戻す。それだけの単純明快なルールも共有できないとは、悲しいなオイ。俺は思わず口くち許もとをゆるめてしまった。

「そいつは笑えるな」

「そうか？　はっはっは！　どうやらボクにもジョークが飛ばせるようになったらしい！」

　ジョークはいいからルアーを飛ばして来い、たぶん第三ゲームはもうすぐ終わっちまうんだから──と思ったのと同時に、火ヒ桜ザクラが構えた。ルアーを作り、最後の反撃を試みようとした。

　だから俺は罠わなを張った。

　火桜の目前に、『白図形エアダイス』の薄く脆もろい壁を作る。

　それは『突進餌ギジヒクイ』にぶつかり、薄いガラス窓のように激しく割れて破片を飛び散らせた。

「うっ……!?」

　火桜が破片に怯ひるんだ隙すきに、距離を詰め、左腕に触れ腕章を奪うばい、そのまま俺は火桜の胸元を乱暴に押した。火桜は後ろによろめき、そして黒点を踏ふみつけ、そして場外へと飛んで行った。

　腕章ゲット。

　後は火桜が戻れないよう、ステージと場外の境に、青い線の上に高い壁を張り、復帰を阻そ止ししてやればいい。

「じゃーな。おつかれさん」

「お疲れ様だ、有アリ坂サカクン!!」

　火桜は、戻ろうとする素振りも見せなかった。ただ安心したように笑っていた。何なんだコイツは。まったく理解できん。友達にはなれねぇな……。

　十秒が経ち、火桜が脱落したと同時に観客席から歓声が飛んできた。

　やったぞ……名誉を取り戻した……！

　ソルヴァナイト戦では何もしないまま脱落したが、今回こそは「有坂ハジメ役立たず疑惑」を振り払えたはずだ……！　歓声が、大きな歓声が俺だけに向けられている！

「うおおおおおおおお有坂あああああああああ!!」

「男だああああカッコいいぞおおおおおおおお!!」

　な、なんか野太い声援も混じってっけど……。

「倒したの!?　倒したの!?　ハジメちゃああああああんさすがよおおおおおお!!」

　男だけでなく八ヤツ切ギリの声も聞こえてきた。

　知らんうちに「有坂くん」から「ハジメちゃん」に呼び方が変わってっけど……そこを指摘すんのはさすがに……ヤボか。




『　第三ゲーム終了の時間です。選手は、控え室に戻ってください　』




　あーあ。

　白ハク瑠ル璃リを脱落させる前にアナウンスが鳴っちまった。

　でもまぁこれで……少しは楽しい思い出になりそうだぜ。
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「やった……！　脱落させた！　有アリ坂サカくん、さすが！」

「そうだな」

　控え室で応援……するのはいいんだけど、隣にいる布フ木キくんがやたらとわたしの方をにらんでいて、居心地がわるい……！

「な、なんでわたしの方見てるの……？　試合を見ないと」

「オレ、ついさっきまでオレはなつめの胸元に夢中なんだと思ってた」

「そ、そういう話題好きジャナイ……」

「でもわかったよ。オレはむしろ、あの卑ひ屈くつさに……卑屈さからくるあの前かがみな姿勢、そしてその上目遣いにグッときてたんだ」

「そういうカミングアウトはいらない……」

「小コ牧マキも可か愛わいいな……背が低いから上目遣いがデフォルトなんだな……」

「うぅっ……！」

　助けてにーくん……！

　キモチワルイ……！　牧マキ島シマくんほどではないけど……！
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　控え室に戻ると同時に、布フ木キくんと柚ユウが有アリ坂サカくんを絶賛した。

「すごい！　有坂くんすごかった！」と柚。

「すごい。ハジメちゃんすごかった」と布木くん。

　お前は黙だまれ、と布木くんの額ひたいを弾はじきながらも有坂くんは満足げだった。

　僕と雪ユキ流ナガレさんは結局ひたすら戦ってただけで、ポイントは取れなかったから仕方ないね。

「そう言えばよ、新ニイ傘カサ」

「何？　有坂くん」

「ちょっと不自然なことがあってな。みんなにも聞いといてほしいんだが……白ハク瑠ル璃リ鳴メイ、あいつちょっとおかしいぞ」

「おかしいって？」

「さっきのゲームであいつをちょっと、なんだ、床に落としたんだが、あいつ、黒点を踏ふみつけても場外に飛んでいかなかったんだよ。たしかに黒点に体が触れてたのに」

　白瑠璃さんが、黒点を踏んでも場外には飛ばなかった。なるほど。

「うん。それはそうだろうね」

　有坂くんがきょとんとする。

「それは……どういう意味だ？　何かわかるのか？」

　有坂くんが詰め寄ってくる。

　そして同じく、雪流さんも詰め寄ってきた。

「新傘くん、わたくしにも説明してください！　あのセリフはいったいどういうことですか!?　僕らの勝ち、というのはどういう意味なんですか!?」

「うん、いまから説明するよ。二人の疑問には同時に答えられると思う。そのためにも、いくつか確認しておきたいんだ」

　僕は柚の名前を呼ぶ。

　なんだか緊張してるのかな……？　ソルヴァナイト戦以降、ちょっとギクシャクしてるんだよね……なんでなのかはわかんないけど。

「柚。昨日の夜、シアマーチ校の校長が生徒たちに『潰つぶせ』と指示していた……んだよね？」

「うん！　うん！　言ってた！」

「だけど沢サワ里リさんの戦略は、僕らと彼らの接触を極力控えさせるものだ。『私想空間ワンダールーム』と『壁カベ』で僕らと距離を置きつつ戦ってる。矛盾してる」

「……あれ？」

　傷つけたいと言いつつ、傷つけるような状況を組んでいない。

　彼らの目的にはブレがある。

「で、でも、あのとき沢サワ里リさんいなかったと思う……シアマーチの生徒は四人だけだった。沢里さんは知らなかったのカモ……」

「事故に見せかけて僕たちと傷つけるつもりなら、素手ではなく魔マ技ギで挑いどむはずだ。だから僕は『判ハン別ベツ剣ケン』で警戒していたんだ。魔技による危険な攻撃があればすぐにでも対応できるようにね。でも、どうもそんな様子がないんだ。どういうことだと思う？」

「『判ハン別ベツ剣ケン』……じゃあ……私を信じてくれて……」

「柚ユウ？」

「う、ううん!?　わかんない！　わ、わたし、噓うそなんてついてない！」

「わかってる。噓をついてるとは思ってないよ。ケースはいくつか考えられる。沢里校長が途中で考えと指示を変えたとか、生徒たちは最初から彼の言葉に従う気がなかったとか、はたまた柚が聞き間違えた、柚が見間違えた、柚が混乱してた……」

「んー！　もー！」

「もしくは、柚が見たのはホンモノの沢里校長ではなかったか」

「……えっ」

「ありがとう、柚。これで全部わかった」

　たぶんこれで、ほとんどのことはわかった。

　僕はみんなの視線を集め、話し出す。

「僕らは勝てるよ。なぜなら、シアマーチの戦略の核はすでに見えてきたからだ。いくつかの不自然を解消できればその答えも見えてくる。一つ、なぜ布フ木キくんが直接戦った時に、沢里さんと白ハク瑠ル璃リさんは腕章を一つも奪うばわなかったのか？　白瑠璃さんは布木くんに直接触れてステージにムリヤリ戻させていたそうだから、少なくとも白瑠璃さんだけは腕章を奪っているのが自然だったはず。二つ、なぜ白瑠璃さんは黒い点に乗っても場外に飛ばされなかったのか？『私想領域ワンダールーム』の黒点でコーティングした手袋しか攻撃手段を持たない彼女。この不自然さには一つの仕掛けがある。この不自然へのシンプルな答え。シンプルなトリック」

「……なんだよ？」

　布木くんが問う。

「沢里さんが選んだ魔技は、『私想領域ワンダールーム』じゃないんだ」

「は？　沢里？　ちげーだろ、いまは白瑠璃って娘の……」

「沢里さんの告げたルール。〝これを破った人間は、青線の外に弾はじかれる〟。人間じゃなければ、弾かれることはない。ここまでのゲームで、僕らの前に姿を見せていたのは白瑠璃鳴メイさんじゃない。沢里さんの作り上げた人形なんだ」

「人形……!?」

　反論の声は聞こえてこない。

　みんなの視線は僕に問いかけてる。説明してみせろ、説得してみせろ、納なつ得とくさせてみせろって。大丈夫、材料はそろってる。

「炎来道エンライドウは〝作り上げる〟ことを中心においた流派。沢サワ里リさんはその流儀にならったんだろうね。たぶん使っている魔マ技ギは『生命人形ヒトガタ』。沢里さんがニセの白ハク瑠ル璃リさんを作り上げてこちらに攻め込ませた。白瑠璃さんは『翼衣ロブリ』じゃない。翼つばさを作り上げたんじゃない。沢里さんが、翼を持った少女を作り上げたんだ」

「あ？　じゃあ、白瑠璃が選んだ魔技は……」

　それは、考えなくてもわかることだよ有アリ坂サカくん。

「もちろん、『私想領域ワンダールーム』だ。『私想領域ワンダールーム』の黒点を作り上げているのは沢里さんじゃなく、白瑠璃さんの方ってこと」

　有坂くんはまだ半信半疑だ。

　だけど布フ木キくんの方は信じてくれたみたい。もうゲームから出てるからかもしれないけど。

「人形では腕章は奪うばえない。だから俺の腕章は無事だった。なるほどなー。人間ではなく人形に過ぎないから黒点を踏ふんでもルールを破ったことにはならない。あーあーなるほど。じゃあわざわざ翼を作ったのは……？　あ、触さわられないためか。オレたちの誰かが触った時に、人形じゃ腕章が奪えないもんな。なんで腕章が奪えないんだって不信に思われちまうもんな。あー」

　そして雪ユキ流ナガレさんも、僕の突とつ拍ぴよう子しもない説明にある程度納なつ得とくしてくれてるみたい。

「そういうことですか……なるほど。つまり、新ニイ傘カサくんはこう言いたいわけですね？　あの時、水着姿になった沢里さんは、水着以外のものは何も纏まとっていなかった──腕章すらつけていなかった。こちらが得点していないのに腕章が消えるわけがありません。あの場でわたくしたちの相手をしていたのは沢里さん本人ではなく、彼女をかたどった人形に過ぎなかった。それがバレそうになったから、もう一つ白瑠璃さんの人形を作り回収した──ということですね？」

　僕は首しゆ肯こうする。

「で、ででででも……」

　八ヤツ切ギリさんが問う。

「ふ、二つ、疑問があるんだけど……聞きたいような……やっぱり私のカンチガイかも……」

「いいよ。聞かせて？」

「え、え、えっと、まず……それ、逆かもわからないわよね？」

「逆？」

「沢里さんが『私想領域ワンダールーム』で、白瑠璃さんが『生命人形ヒトガタ』かもしれないでしょ？　どうして白瑠璃さんが『私想領域ワンダールーム』だと断言できるの？」

　鋭するどい。さすがソルヴァナイトさん。

「沢里さんがキングだからさ。キングに持たせるならどう考えても『生命人形ヒトガタ』だ。この壁の中なら、人形で自分の位置をかく乱させればまず間違いなく見つからないよ。たった二十分のゲーム時間、この広さと五人というプレイヤー数。そして見つかったとしても、『翼衣ロブリ』を使っているように見える人形で自分を空に逃がすことができるんだ。わざわざキングが『私想ワンダー領域ルーム』を担当する必要がない」

「あ、あー……」

「それに、第一ゲームの頭に彼女はわざわざ『私想領域ワンダールーム』の説明をしてきた。あれは、自分の魔マ技ギが『私想領域ワンダールーム』だと僕らに思い込ませるためだと思う」

「わ、わかった。じゃあもう一コ。その……すごすぎない？『生命人形ヒトガタ』って……見ていて人間と判断がつかないレベルの……しかも翼つばさをつけて空を飛ばせるレベルの力よ？　新ニイ傘カサくんの説明によれば、一いつ瞬しゆんとはいえ沢サワ里リさん人形と白ハク瑠ル璃リさん人形を二対同時に操あやつったってことにもなる……いくらなんでも、そんなの国家資格を持つ魔技使いでもなければ不可能よ……。それに『私想領域ワンダールーム』。沢里さんがここまでずっと維持してきたのならわかるけど、なんでもない一般生徒が一時間も保てるわけないわ……〝上うわ澄ずみの集中〟と同レベルじゃない……！」

　本当に、鋭するどい。

　本質を突く質問ばかりが来る。

　八ヤツ切ギリさんはいつも、重要なところばかりを見抜いてくる……なんでもかんでも疑問視しちゃう僕とはそこが違う……これが最優秀生徒の資質、とか言われたらちょっと悔くやしいな……。

「僕も同意見だよ。敵の能力が強すぎる。八切さんの発言がこのゲームの……この対抗戦のすべてだと僕も思ってる」

「どどどどういうこと……!?」

「僕らは見誤ってた。ずっと沢里さんの作戦に踊らされてた。大事なのは、シアマーチがどんな戦略で挑いどんできてるのかなんてことじゃない。なぜ彼らが、沢里さんの指示を実行できるほどの魔技の実力を持っているのかってことだ。そもそもシアマーチ校は、なんでこんな対抗戦を挑んできたと思う？　有アリ坂サカくん、どう思う？」

「……自信があるんだろ。ソルヴァは日本に二校しかない三サン道ドウ魔マ技ギ学園だ。そのうえ今年の一年は〝上澄みの集中〟と呼ばれる生徒がいるほどに優秀な学年ってことで他校にも知れ渡ってる。ケンカを売れば恥はじをかくと、普通ならそう考える。ヤツらが対抗戦を仕掛けてきたってことは、それなりの自信があるんだろう」

「じゃあ、自信ってのはどこから来るのかな」

「……沢里十二衣カサネの転校か？　それはたしかに大きなプラスだろうが、ソルヴァナイトクラスが一人いたからって変わんねーか。こっちは五人いるし、そもそも一人はマジのソルヴァナイトだ。ってことは、考えられるのは三つだな。一つ、ヤツらはそもそも勝つ気がなく、恥をかくことを前提に動いている。勝つこと以外に目的があるってパターンだ。二つ、ヤツらは俺たちを倒し自みずからの評判を上げるために何かしらの裏工作を仕掛けてきてる。学校ぐるみでこのゲームに勝ちに来てるって考え方。そして三つ、ソルヴァナイトクラス五人を真っ向から相手にしても対等に戦えるだけの才能を抱かかえている……」

　有アリ坂サカくんの挙げたケースに、雪ユキ流ナガレさんが反発した。

「どれもあり得ませんよ。勝つ気がないなら沢サワ里リ十二衣カサネさんを駆かり出してこうも複雑な戦略を組むとは思えません。裏工作を仕掛けたとするならそれらしい動きがあってもいいはず。わたくしたちはいまのところ、真っ向から戦って点差をつけられているのですから、裏で手を引いているというのはあり得ません。それに最後が一番ありえません。あれだけの才能を持つ方がいたなら、中学生の頃から話題になっていたはず。彼らはみんなわたくしたちと同学年なのですよ？　評判が耳に入ってきてもいいはずです」

　そう、そうなんだ。

　だから僕は四つめのパターンを挙げざるを得なくなる。

「ソルヴァと戦える自信が持てる、そのレベルまで強制的に、飛ひ躍やく的に能力を高める手段があるとしたら？」

「……は？　新ニイ傘カサくん……？」

「そしてそれが、〝グラフト〟という道具の効果だったとしたら？」

　〝グラフト〟に気をつけろという言葉。

　それが校長同士の会話でのみ漏もれてきた言葉なら、そこに必ずこのゲームを組んだ理由がある。この不可解な戦力拮きつ抗こうの理由があるはずだ。

「事実、彼らは僕らと対等に戦ってる。全生徒が対等とは言えなくとも、このゲームに参加してる生徒たちは僕らと同じレベルの魔マ技ギを展開して勝負に挑いどんできてる。シアマーチが、魔技使いの能力を底上げする方法を確立したとしたら、どうだろう。あの赤いジュエルはどう考えても異質だ……日本の普通の高校だったら、あんな派手なアクセサリーをつけていたら怒られちゃうよ。魔技の核として使っているわけでもない。白ハク瑠ル璃リくんがルアーに糸をつけていたように、魔技に付ふ随ずいさせていたわけでもない。他校との交流戦だっていうのに、あからさまに校則違反をしている生徒ばかりを並べるとは思えない」

「まさかそんな……本気で言っているのですか!?」

「これならいろいろと納なつ得とくがいくはずなんだ。一般公開のされない対抗戦、場所の明かされないサマーキャンプ、ソルヴァとシアマーチが協力して彼らの能力をテストしてると考えれば筋が通る」

「それはたしかに……そうですが……」

　雪流さんが押し黙だまり、今度は有坂くんの方が声を張り上げた。

「本気かよ！　魔力とは何か、魔技とはどんな法則に支えられた奇跡なのか……そんなところから謎なぞだらけなのに、魔技使いの能力を向上させる装置なんてそうそう作れるわけがない。そもそもあの赤いジュエルが彼らに何をしてるって？　身につけているだけだ。それだけで能力を向上させ、一イチ道ドウ魔マ技ギ学園の生徒がいきなり『私想空間ワンダールーム』なんて離れ業をやってのけるレベルまで成長しちまうって？　非現実的だ！」

「だけど実際に、白ハク瑠ル璃リ鳴メイなんて一般生徒がいきなり『私想領域ワンダールーム』という超高等魔マ技ギを使ってるんだよ」

　みんなが絶句する。有アリ坂サカくんも次の言葉が出てこないみたいだ。

「僕は……僕の読みが、僕の仮説が正しい前提で動きたい。これが正しければ勝ちの目はまだ存在する。〝グラフト〟に注意しろというからいままでずっと警戒し続けてきたけど、〝グラフト〟がこの現状を作り上げるための能力増強手段だとするならもう敵に罠わなはない。沢サワ里リさんが人形によって戦っているとわかれば、ごまかされて逃げられることもない。敵に『判ハン別ベツ剣ケン』を当てれば人形か人間かは確実に判別できる」

　僕はメリットを説明する。

　この仮説が正しければどうなるかを説明する。

　これは僕が提案したことだ。だから負けたら僕の責任になる。

　だからお願いだ……この前提で戦わせてほしい……！　これはチーム戦なんだ。全員の同意が得られなければ、人を動かすことはできない……！

　しばしの沈ちん黙もく。

　そして、誰かがふぅとため息をついた。

　布フ木キくんだった。

　布木くん、話聞いてた？　なんか柚ユウの方ばっかり見てるけど。

「いいと思うよ。新ニイ傘カサに任せて。沢里にカッコ良いとこ見せたいんだろ。やらせてやれよ」

　有坂くんと雪ユキ流ナガレさんがそれに続く。

「人形作り……か。それに気づいてなけりゃ……最終ゲームで沢里を落とすことなんて不可能だったな。ニセの沢里を二十分間追い続けることになってもおかしくねぇ」

「〝グラフト〟は奥の手の名前でない……それがわかったことも収穫ですね。敵のカードはたぶんこれですべて見せてもらった」

　よし……！

　流れが傾いてきてる……！

　あとはリーダーで、キングで、ソルヴァナイトの八ヤツ切ギリさんだけ！

「ほ、ホントに新傘くんの考えを前提に動くの……!?　そそそそれでホントに勝てるの……!?」

「八切さん」

「はファいっ!?」

「絶対に勝ってみせる。勝ちまでのルートはもう見えてるんだ。僕を信じてほしい。僕に命令してほしい。私を勝たせなさいって」

　八切さんはなんだかぷるぷる震えながら、目をわずかに潤うるませながら、答えてくれた。

「わ、私をカタ、カタ、カッ……勝たせナサイ……」

　ありがとう。

　僕はその信頼に、絶対に応えてみせる！
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　第二ゲームが終わり、インターバルの時間になり控え室に戻ると、私はすぐに間近なソファに体を投げ出した。全身を包む鈍どん重じゆうな疲労感に耐えきれない。自分のキャパシティを逸いつ脱だつした高等魔マ技ギを使っているせいだ。一秒ごとに体が蝕むしばまれていくような感覚に襲われている。

「ルリ？　大丈夫？」

　十二衣カサネさまが心配してくれる。

　口を開くのもつらいけど……。

「魔技を維持するのが予想以上に……少し休ませてください」

『私想領域ワンダールーム』なんて疲れる魔技……〝グラフト〟なしでは一分ともたない……。

　〝グラフト〟があっても、一時間も続けるのは無理がある。第四ゲームでも同じように黒点をあちこちに作るのは不可能だろう。だけどそれでも問題はないはず……私の役目はここまで……それははじめからわかっていたことだから。

「は、は、白ハク瑠ル璃リ。水だ！　おら！」

　ペットボトルに入った水を朱アカ梅ウメくんが持ってきてくれた。

　私を休ませようと十二衣さまは少し離れて荻オギ生ユウさんに作戦指示を伝えている。朱梅くんも話を聞くべきだと思うけど……。

「ヘトヘトじゃねーかよ……大丈夫かそんなんで。最終ゲームでも『私想領域ワンダールーム』は使えるのかよ……？」

「使わない……第四ゲームでは戦略を変えるはず……」

　朱梅くんが目を丸くする。

　話を聞いてなかったのか。

「だけどよ、最後までこのままやれば圧勝できるかもしれないんだぜ？」

「朱梅くんは頭が足りない……」

「な、なんだよ」

「最後までこの戦略で行くわけがない。『私想領域ワンダールーム』は、腕章以外で効率的に得点する唯ゆい一いつの方法……私たちだけでなく、ソルヴァにとっても得点手段と成り得うる……。第一、第二ゲームでは不意討うちみたいになったから一方的に点数を稼げたけど、敵が適応してきたらあっちの方が巧たくみに点を稼ぐかもしれない。……だからいずれ別のやり方にシフトするに決まってる……十分な得点を稼いだらその時点で、『私想領域ワンダールーム』は必要ない……」

「は!?　沢サワ里リがそう言ったのか!?」

「もちろん」

「なんだよそれは……用済み扱いってことかよ……」

　そうじゃない。

　そんなんじゃ、ない。

　朱アカ梅ウメくんの言葉はどうも十二衣カサネさまに対して敵対的であることが多い……。

「あと、朱梅くん。言っておくことがある」

「なんだ？」

「壁……あの動かし方は危ない……」

「え？　沢里と白ハク瑠ル璃リを隠しきれてなかったか？　どこかで見つかったか？」

「そうじゃない……ソルヴァの生徒がケガする危険があったってこと……」

「……ああ」

　朱梅くんは興味なさそうに返事をする。

　どこか話題にしたくないと思っているようにも見える。

　ここがいちばん大事なのに。

　ここを避けては、今日のゲームはすべて無む駄だになるとさえ私は思ってる。

「だけどよォ、昨日きのうの夜に校長は」

「十二衣さまは、ケガさせるなと言ったはず」

　ぴしゃりと言う。

　だけど私の言葉が、彼に響いたとは思えない。

「……しっかり休んでろよ。次のゲームでも、ガンバれよ」

　私は返事をしなかった。

　彼の言葉の意味はわかってる。

　次もガンバれというのは、役立たずになるなという意味だ。

　力不足だからという理由で木キ田ダくんが切り捨てられたことがいまだにショックだからだ。

　十二衣さまを、沢里校長と同種の人間だと思っているのだろう。

　……どうしてみんな、自分というものを主張せずにはいられないんだろう……自分が勝者にならなければ納なつ得とくできないんだろう……。

　私は自分の価値を信じない。

　だけど、ただそれだけのことで絶望しようとも思わない。

　どこにでもあるただの板切れも、高名な絵描きが筆を走らせればそれは作品になる。価値は、付加することができる……。元々役に立たないダメな素材だったとしても、そこに価値を付加してくれる誰かがいれば、無価値でない人間になることができる……。

　沢里校長は、〝グラフト〟という道具を与えることで私に価値を付加しようとした。だけど沢サワ里リ十二衣カサネさまは、私を隣に置くことで、価値を付加しようとしてくれている……たぶん……。

　私は私の価値を信じない。

　だから私は、自分に価値を与えてくれる人に付き従うだけ。

　私は、十二衣さまについていく。十二衣さまに反逆する人間を許さない。彼女の価値を貶おとしめることは、私に与えられる価値が弱まることに他ならないから……。

　ソルヴァの生徒はウワサに違たがわぬ能力を持っている。だけど十二衣さまの能力にも疑いがない。不安の種はひとつだけ。朱アカ梅ウメくん……彼は昨日、十二衣さまを攻撃したという。彼が十二衣さまをどう思っているか……それだけが私の不安だ……。
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　第四ゲームがはじまった。

　長かったような短かったようなゲームも、残すところあと二十分。得点差は64もあるのに、ゲーム時間はたったそれだけ。本当なら、一刻も早くステージを駆かけて敵と交戦すべきだ。

　だけど僕らは動かなかった。他ならない僕が、みんなを止めたからだ。

「なんだよ？　第四ゲームだぞ？　時間がないんだ、早く行こうぜ」

「もうインターバルは終わったのですよ？　わたくしも、急いだ方が賢明だと思います」

　二人は早く行こうと急せかすけど、僕はそこまで時間についての心配はしていない。だって相手は、沢サワ里リさんなんだから。派手な勝ち方をしなきゃ彼女が納なつ得とくなんてするわけない。時間切れまで粘ねばっての逃げ切りなんて、彼女が選ぶわけがない。……あくまでも僕の予想で、他のみんなにわかってもらえるとは思わないから、それを説明しようとは思わないけど。

　前にいる有アリ坂サカくんと雪ユキ流ナガレさんは多少焦あせった様子で、急かすように僕を見つめている。後ろにいる八ヤツ切ギリさんは、不安で仕方ないといった目をして震えている。

　でも説とき伏せなくてはならない。ここから勝つにはどうしても、この一手が欲しいんだ。

　だから僕はみんなに訊たずねた。

「聞いておきたいんだ。みんなは、このゲームにどんな目的を持ってる？」

　不思議そうに僕を見つめる目が六つ。すぐに答えをくれたのは有坂くんだけ。他の二人より付き合いが長いからだと思う。有坂くんは、僕が、言い出したら止まらないと知っている。

「俺は目的なんてねぇよ。学校行事の試合だから参加して、ソルヴァの連中がいきり立ってるから代わりに全力を尽つくしただけだ。〝上うわ澄ずみの集中〟のくせに前回活躍できなかった不名誉も、今回のことで十分挽ばん回かいできたし」

　き、気にしてたのか……！　ソルヴァナイト戦で活躍できなかったこと……！

　有坂くん、そういうのを気にする方だったんだ……意外だな……。

「わたくしは、八切さんに頼まれたからこのゲームに参加しました。八切さんのために勝ちます。それ以上の目的はありません」

　雪流さんが八切さんにそこまで敬意を払っていたとは知らなかったな……。てっきりただの友達かと思ってた。

「わた、わた、私は、別に何も……！　ソルヴァナイトだから引き受けたってだけで……！　あ、でも代表戦でガンバれば友達ができるかもと思ったけどそれだけで……」

　発想が可か愛わいいな八切さん……サマーキャンプだから友達を作ろう、ってことか……。

　三者三様だけど、やっぱりこのゲーム内で個人的な目的を持っていたのは布フ木キくんだけだ。個人的でないってことは、チームとしての目的しかないってこと。言い換えれば……チームさえ勝てば文句はないってことだ。

「じゃあ、みんなはもうほとんど目的を果たしているんだよね？　少なくとも、試合に勝ちさえすれば、目的は果たせるんだよね？」

「何が言いたいんだ？」

「有アリ坂サカくん。この試合、僕にくれないかな」

「……あ？」

「残り点差は64だ。腕章は一つで10点、キングのものなら20点。ここまで僕らはほとんどの腕章を取ってないから、いまからでも腕章を奪うばって逆転することは十分に可能だ」

「お前、ポイントでの勝ちを狙ねらってんのか……!?　キング脱落でなく!?」

　有坂くんはおかしなことを言う。だけど雪ユキ流ナガレさんも八ヤツ切ギリさんも、有坂くんの方がまともな考え方をしてると思ってる。誰も彼もが、沢サワ里リさんに支配されてる。

「何言ってんの？　有坂くんだけじゃない、みんな、沢里さんのルールに支配されすぎだよ。これは〝変則鬼ごっこ〟なんだよ？　敵を追いかけて、より多く腕章を奪ってポイントを稼いだ方が勝ちなんだよ。そこを忘れたら勝てるものも勝てなくなる。沢里さんは、新しくルールを作ることで勝つと言った。それなら僕は、ルールを守ることで勝ってみせる」

　……と言えなくもない戦い方をする。まぁ、ものは言いようさ。ここにいるみんなは、結局のところ勝ち方に強い興味を持ってない。

「これはソルヴァとシアマーチの代表戦で、白熱する生徒間の代理戦争だ。ソルヴァナイトを大将に据すえた以上、遊びでも負けは許されない。当然、ポイントでも勝つつもりだよ」

「その自信がある、ってことか」

　雪流さんはまだ疑惑を持っているみたいだけど、有坂くんは真剣に僕の話を聞いてくれている。八切さんはまだ何も言わない。

「はいはい。沢里にカッコいいとこ見せたいってことだろ。新ニイ傘カサ。これでいいんだな？」

　有坂くんが、さっき上がったばかりの階段を下りていく。こういう時だけ察しがいいなぁ。

　ゆっくり下りて、ステージの外に出てからももたもたとしていると、十秒なんて時間はすぐに過ぎてしまった。

「試合をくれって、そういうことですか……!?　新傘くん、本気ですか!?　ひとりで、四人の敵、全員の腕章を奪いに行くつもりですか……!?」

「んー、八切さんには残ってもらうから、二対四かな」

「そんなっ……!!」

　雪流さんは焦あせってる。肩をいからせて怒ってる。もしくは、心配してくれている。

　だけど僕が退ひかないと覚さとるや否ひなや、大きくため息をついて体の力を抜いた。

「わたくしだって試合を楽しんでいましたのに。新傘くん。貸し一つ、ですよ」

「うん。ありがとう」

　雪ユキ流ナガレさんも階段を下りて控え室の方に戻って行く。有アリ坂サカくんの隣に立って、十秒経つまで大人しく待っていてくれた。

「ほ、ほ、本気なの……!?　わわわ私と新ニイ傘カサくんだけで第四ゲームを戦うつもりなの!?」

「うん」

「ななななんでそんなに自信があるのよ……!!」

「切り札を隠し通した時点で、いくら点差があろうと僕らの方が有利なんだ。八ヤツ切ギリさん。こっちは、能力をいまだ見せていない状態のソルヴァナイトがいるんだ。点差なんて関係ないよ」

「ででででも……!!」

「任せてほしい。君はただ、僕に命令してくれればいい。私の代わりに動けって、そう言ってくれればいい。僕が負けたらその時点で、賭かけに負けたと思って試合を棄権してくれていい」

　八切さんはまだ震えてる。だけどもう、目を逸そらそうとはしなかった。

「八切さん。お願いだ」

「…………わ、わかっ…………た」

　彼女こそが僕の切り札だ。

　ソルヴァナイトまで駆かり出してるんだ、負けるわけにはいかない。最高の舞台で、最高にカッコいいところを見せるならいましかない。

　呆あきれたような、どこか安心したように下で待っている二人をしり目に、僕は八切さんを連れて走り出した。
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　ソルヴァのみんな、なかなか攻めてこないなーと思ったら得点板に面白い文字が浮かんできたよ。

　雪流と有坂が脱落、か。勝負を仕掛けてきたってことだよね？

　うーん。やっぱりあん時、新傘にバレちまったのかなー……あたしの魔マ技ギが『生命人形ヒトガタ』だってことに。あたしが『私想領域ワンダールーム』じゃないってことに。

　二人が脱落したのに気づいて、こっちのみんなも騒さわぎ出してる。

「オイ！　俺たち何もしてねーのにあいつら二人も脱落したぞ!?　もしかして仲間割れしてんじゃねーのか!?」

「朱アカ梅ウメくんはバカ……」

「あ!?」

「わざと身を引いたに決まってる……勝ち筋が見えたから、不要な戦力を放棄しただけ……」

「いや、なんでわざわざ自滅すんだよ」

「こちらに腕章を取らせないため……脱落したプレイヤーから腕章は取れない……」

「な、なるほど」

　つっても雪ユキ流ナガレと有アリ坂サカの腕章は荻オギ生ユウが一つずつ奪うばっていたはず。ってことは、こっちとしては腕章二つ、20点分の潜在的な得点可能点数を奪われたに過ぎない。……目立とうとしてるな、新ニイ傘カサのヤツ。あたしにカッコいいところ見せようとして……。可か愛わいいな……。

「朱アカ梅ウメバカすぎぃ」

「うっせぇなウェディングドレス!!　メガネ割るぞ!!」

「はぁ!?　もう着替え直してるじゃない！　そのふざけたアホ髪全部引っこ抜くわよ!?」

「ああ!?」

　はいはい、みんな元通りで良かったね、っと。

　ちなみにあたしは着替えてない。第三ゲームで水着姿にさせられたのはあたし自身じゃなく、あたしの作った魔マ技ギ人形だったからな。腕章は制服にくっつけてたから、『変衣ドレスチエンジ』で服を変えられて腕章まで飛んじゃったんだよなー。水着だけで、外せないはずの腕章を外している姿を見られて、あたしが『生命人形ヒトガタ』だってバレたんだろうな。

　こっちの手の内を読み切った自信があるからこそ、雪流と有坂を落とすなんて方法を選んだに違いない。八ヤツ切ギリの指示じゃないよな……うーん……良い彼氏選んだなァあたし……。

　ところが感傷に浸ひたるあたしの腕を、ルリが引いた。おお、弱い生き物が、すがるような目であたしを見ている。新傘から見る小コ牧マキもこんな感じなのかな。可愛い。

「十二衣カサネさま……こちらも同じ戦略を取るべきでは？」

「はぁ？」

「腕章を持つ私と荻生さんが自分から脱落すれば、敵も四十点分の見込みが消えます。そうなれば『私想領域ワンダールーム』もなくなりますし、もはやソルヴァ側に得点で上回る手段はないでしょう」

　荻生の『混身カナワイ』は、あくまでも壁のすり抜けと『私想領域ワンダールーム』を利用した道連れ戦略を前提にした魔技になる。ルリを切るなら当然荻生も切ることになる。その二人を同時に落とせば、敵の獲得可能点数の見込みは極端に下がる。はっきり言って、それだけで、敵はポイントでこっちを上回ることは不可能になると考えていい。

　ソルヴァはキングを狙ねらうしかなくなる。

　あたしを落とす以外の戦略はなくなる。

　その上、朱梅の作る迷路があって、あたしが『生命人形ヒトガタ』で敵をかく乱できるんだ。二十分間逃げ続けることなんてラクショーだろうね。勝ちは確定だ。実に合理的で、効果的な戦術。可愛い可愛いあたしのルリちゃん、それは正しい発想だ。

「ルリ。アンタは正しい。だけど、それは、あたしのやり方じゃないんだよ」

「はぁ……」

　白ハク瑠ル璃リ、荻生、火ヒ桜ザクラ、木キ田ダ……あたしに味方してくれる子は何人もいる。だけどあたしの目的は、友達を増やすことじゃない。シアマーチ校を内側から支配することだ。あたしはそこでカリスマ性を発はつ揮きしなけりゃならない。だってのに、ここで……仲間を切り捨てて勝ちを取るやり方なんて、観客に見せられるわけがないだろ？　自分だけで楽しもうとして、遊び場を失うような真似まねはしたくはないんだよね。

「あたしは、そういう楽な戦略はとらない」

「楽な……？」

「これはシアマーチとソルヴァの、代表戦なんだよ？　そこでわざわざ味方を落としたら、落とされたヤツのプライドはどうなる？　あたしは、そんなやり方は選ばない。弱い仲間を切り捨てて、強いチームになったと言い張るような真似はしない。あたしは仲間に足を引かれることを恐れない。あたしは仲間の手を引くことを厭いとわない」

　……言い切ってやった。ちょっと演技くさすぎたかな。

　しかし、えらそうなこと言っちゃったかな？　新ニイ傘カサからの手紙を読んでるうちに、だんだんこういう大げさな物言いがクセになってきそうで困るよ。アイツの手紙……あたしだけのものにしたいような、全世界に大々的に発表してやりたいような……そういうジレンマがあるんだよなぁ。

「十二衣カサネさま……」

　おおっ。ルリが尊敬の眼まな差ざしであたしを見つめている。

　荻オギ生ユウはニコニコしてるし、朱アカ梅ウメの方は目を見開いてあたしを見てる。

　こんなもんかな？

　でもこれで負けた時の言い訳もできた。生徒たちを支配するための基礎づくりとしても悪くない。

　それにさ、敵の勝ちの目を潰つぶしちゃイミがないんだよ。それじゃあたしが──新傘と遊べないだろ？　ここまであたしは、最初に一度姿を見せただけでそれ以降ずっと『壁』の中に隠れてきた。人形を戦わせただけで終わっちゃサビシイだろ。

　まだ終わりにしてほしくない。

　見たいんだ。あたし自身が。

　この圧倒的な差を、正攻法で──ルールにのっとって、真っ向からひっくり返そうとしているアイツの姿を。

　おいでよ、新傘。

　時間はたったの二十分。

『私想領域ワンダールーム』と『壁カベ』で作った偽いつわりのルールなんてブチ抜いて。

　ハリボテのルールを真っ向から斬きりつけて、あたしを奪うばいに来てよ。
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　いやぁぁん良いスピーチだったわねぇ！

　何を話してたっけ、もうよく覚えてないけど、ルリちゃんと朱アカ梅ウメの目がキラッキラッしてたんだから良いこと言ったんでしょうねぇ。

　信じてもらうって素晴らしいことね！　あとは私たちがその信頼に応えるだけ！

　朱梅くんは同じように壁を作る。だけどもう迷路は要いらない。道を作って私たちの下もとに来てもらうだけ……！　いきなりキングを取られるわけにはいかないものね、まずは私たちが迎え撃うつ！

　ルリちゃんはホントに疲れ果てちゃったみたいで、『私想領域ワンダールーム』を広く作ることはもうできないみたい。だけどもう広範囲には必要ないわよね……だって、敵は二人しかいないんだし。

　ステージの一角に陣取り、いままでで一番広いスペースを朱梅に作らせ、私たちは三人でソルヴァ側の最後の攻撃を待ち受けることにする。

　私のわくわくする気持ちが切れるよりも早く──彼らはやってきた。

　……あら。ホントに二人だわ。

　得点板の文字をちょろっと書き換える、みたいな小技使ってたらどうしようかとも思ったけどそんなことはなさそうねぇ。雪ユキ流ナガレ・有アリ坂サカはホントに脱落している……。

　背が低くていかにも……なんていうか……弱っちそうな二人を残したものねぇ。

　新ニイ傘カサ悟サトルの魔マ技ギは『判ハン別ベツ剣ケン』。

　八ヤツ切ギリなつめの魔技は不明。

　警戒すべきは八切かしら……なんだかんだいってソルヴァナイトだものね！

「来たわよぉ。朱梅。準備して」

「もうしてる」

「心の準備じゃないわ。私が戦うための準備をしてって言ってんのよ」

「……あ？」

「私は『混身カナワイ』なのよ？　こんな広いスペース作っちゃって、何と一体化しろっていうのよ。床？　さっさと壁作って。たくさん」

「なるほど。了解だ」

　敵に遅れを取りたくない──という意識は朱梅も持ってたみたい。すぐにたくさんの、ドアサイズの壁を作ってくれた。壁の密林。視界の悪い戦闘場。これでこそ……『混身カナワイ』は活きるのよ！

　一番手は私がもらう！

　近くの壁から次の壁へ！

　一体化能力を用いてすり抜けるように進んでいく！

　壁に入り、出て、次の壁に入り、また出て、そうして身を隠しながら私はまっすぐ全速前進!!

　だけどなんと気づいてみたら。

「……あら？　朱アカ梅ウメの作った枠わくから出ちゃった……？」

　み、見落としちゃったかしら？　それとも彼ら、身を隠しながら進んでる？

　ヤバイヤバイ戻らなきゃ！　壁を作ってる朱梅と、疲労困こん憊ぱいのルリちゃんに任せてはおけないんだから！　私が前線に出なきゃこの防波堤は成り立たない！

　急いで私は壁の密林に戻る！　そして周囲を見回して、新ニイ傘カサと八ヤツ切ギリの二人を探しているうちに──朱梅の声を聞いた。

「ウオッ!?　なんかあるぜ！　たぶんソルヴァナイトの魔マ技ギだ!!」

　なんですって!?

　それは現時点で最優先に知っておきたい情報……!!

　私は叫さけぶ!!

「朱梅!!　どこ!?　なんか、じゃなくて説明してよ!!」

「オウ!!　だけどなんだかわかんねぇんだよ!!　なんだありゃ……水が、浮いてんだ！」

　水が浮いている？

　水なんて──浮いてる!?　それって!?

　勉強不足でバカな朱梅は知らないのぉ!?

「朱梅!!　それに触れちゃダメ!!」

　叫んだ時にはもう遅かった。

　朱梅が不用意に触れたのか敵が仕掛けてきたのかはわからないけど──その水は、破裂した。

　水風船が割れたような勢いではなく、それこそ小さな爆発を起こして水は球状に発散する。

「やっぱり……！『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』よ、その水をかぶっちゃダメ!!」

　水量がたいしたことないのが救いだ。水の量次第では、ソルヴァナイトの魔力量なら、『壁カベ』ごと吹き飛ばしてもおかしくないもの……！

　近くに行ってフォローしたいけど……他の『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』が仕掛けられていたら、それを一斉にかぶったらそれこそ一いち網もう打だ尽じんになる！　かたまったら負けだわぁ！　私は近寄ることもできず、ただ遠くから、壁に隠れながら上半身だけを出して朱梅を呼んだ。

「朱梅！　動ける!?」

「体が……うまく動かねぇ!!」

「その水に触れるとしばらく動きが遅くなるの!!　山での狩猟に使う魔技なのよ!!　炸さく裂れつ音で野生動物を遠ざけたり、水をかぶせて動きがのろくなったところを銃で仕留めるの!!」

　炎エン来ライ道ドウじゃ使わないけど、魔技の国家資格を持った人が『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』を使って殺人熊を処理したってニュースが春先に流れたのに……!!

　しかしなんでこんな魔マ技ギを使えるのよソルヴァナイトさんはぁ……!?　ずるいわ!!　いや、よく考えたら『私想領域ワンダールーム』とか『縮領壁ウオールアクト』とか『生命人形ヒトガタ』とかもかなりずるい感じだけど……。

「オイ!!　姿が見えた!!　そっちに新ニイ傘カサが行ったぞ!!　気をつけろ!!」

　うっ……！

　新傘くんは苦手だわ!!『判ハン別ベツ剣ケン』で斬きられると一体化が解けて壁から出てこなきゃならなくなる……！

　いまのうちに、乱立する特定の壁ではなくて外周部分の壁に逃げ込みたい……！　そうすれば、少なくともどこから『混身カナワイ』を解除して姿を現すかは選ぶことができる！『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』の当たらない距離に逃げることもできるはず!!

　なんてことを考えはじめた時にはもう遅かった。

　……げぇっ!!

　見つかった！　しかも二人同時に来た!!

「八ヤツ切ギリさん──よろしく！」

「ええ！」

　八切なつめが私の前で水球を作ってみせる……ゼロから水を作り出した上で、なんてキレイな球体にしてみせるのかしら……って、感心してる場合じゃないし!!

　噓うそでしょ!?

　ここで炸さく裂れつさせる気なの!?

　ヤメテヤメテ私はそういうおっきい音がするものは──!!

　私は慌あわてて壁に隠れ──そしてすぐに、新傘の『判ハン別ベツ剣ケン』によって弾はじき出された。近くまで来て丁寧に斬らなくても、刀身が当たればいいだけ……だからって、『判ハン別ベツ剣ケン』を壁に向かって投げつけることはないでしょうに!!

　私が外に出され、水の球の前に出されたのを見た途端、八切なつめがその水球に手を突っ込んだ。と同時に、パァァァンと高い破裂音を響かせて、あたりに水が飛び散った。

「ひぃぃぃっ!?」

　私にも水がっ……!!

　うぅシャツが引っついて気持ち悪っ……!!

　ううう動けない動けない動けないっ！

　こんなに焦あせってるつもりなのに動作の一つ一つがなんて遅いのかしら!!　まるでよちよち歩きでもしてるみたいな速度でしか逃げられないぃ……！

　でも……水はあっちの二人にもかかってるじゃない……!?

　両者の動きが遅くなるなら結局は対等に──って違うわよ!!　彼の魔技は『判ハン別ベツ剣ケン』!!

　だから自分で自分を斬れば──!!

　悪い予感ばっかり的中しちゃうのはなんでかしらねぇ。新傘悟サトルは新しく作った『判ハン別ベツ剣ケン』で自分を斬きりつけ、『水ミズ』による動作の鈍どん化かから解放されたと同時に八ヤツ切ギリなつめを斬って彼女も自由にする。『判ハン別ベツ剣ケン』なんて使いにくそうな魔マ技ギを選んでると思ったら……『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』との組み合わせでこそ真価を発揮するものだったのね……!!

　私……私は、壁の中に逃げ込みたいのにっ……壁までが遠いっ……!!

　あと一メートル、あと一メートルなのに……!!

「鬼さん捕まえた、っと」

「ごごごゴメンなさいね、メギュウさん……」

　二人がほとんど交互に私の腕章に触れて、そのまま次の獲物に──ルリちゃんがいる方向に向かって走り出した。ちなみに私の名前、オギュウだから！　メギュウじゃないから！

　なによこれ……!?

　圧倒的じゃない!!

　こんな能力を隠し持ってたなら、どうして最初からこの二人を軸にして攻めてこなかったの……!?

　迂う闊かつに手を出せない理由があった？　私たちの何かを警戒していた……？

　元ソルヴァなんだから沢サワ里リさんの実力は彼らも知っているでしょうし、何か罠わながあるのではと攻めあぐねていたってことなのかしら……？

　いやいやいまはそんなことどうでもいいのよ！

　私の腕章が二つとも取られたってことは、得点は56‐１００！

　まずい……これはまずいわ……こんなにたやすく腕章を奪うばわれてしまうなら……もしかしたら、本当に逆転されてしまうかもっ……!!




[image: ]

　次は私か。

　体は重い……だがやるしかない。

　新ニイ傘カサ悟サトルが先導し、八切なつめがそれに続く。私に向かって一直線に進んでくる。

　普通に考えれば、私が『翼衣ロブリ』で空飛ぶ姿を見ていたのなら私を先に狙ねらおうとはしないはず……。それなのに二人は、迷わず私の方に走ってくる。

　私が『翼衣』ではなく『私想領域ワンダールーム』を使っていたことがバレたのかな。十二衣カサネさまか私か、どちらかがミスを犯したか。もしくは、ソルヴァナイトというのは私たちが考えるよりずっと優秀なのか。

　考えている暇はない。いまはなにより迎撃……！

　もう魔技をバラしても不利益はないと考えるべき！

「『私想領域ワンダールーム』──『黒コク領リヨウ』」

　私は床に、私を中心とした半径二メートルほどの大きな黒点を打つ。もちろん私の足あし下もとにだけは色をつけず。く……無理がたたってこんな大きさにしか黒点が作れないが……でも、これなら、『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』の効果を受けてもすぐには攻撃されない。新ニイ傘カサの『判ハン別ベツ剣ケン』で黒点が消されそうになったら自分から黒点を踏ふめばいい。

　場外のペナルティポイントならいくらでもあげる……腕章さえ取らせないよう逃げていれば、すぐに時間が来て第四ゲームも終わるはず。

　十二衣カサネさまも時間潰つぶしの策は頭の中にあったはず。だけど彼女は誇ほこり高く気が強いからそれを選ばなかった。彼女は、時間稼ぎなど小こ狡ずるいやり方だと思っている……。それなら私が、代わりにこの手を黒く汚すまで……！

　さぁ、来て……！

　十二衣さまのためならいくらでも、私はこの身を削けずってみせる……！

　──ところが、彼らは私からまだ数メートル距離を置いたところで急ブレーキをかけた。

　突っ込んでこない？　私が『私想領域ワンダールーム』を扱うことに驚き足を止めた……？

　……いや違う！

　私の方から動くように仕向けている!!

『追水裂球』の炸裂する勢いによって!!

　八ヤツ切ギリなつめの作った水の球はふわりふわりと、気球のように空を漂ただよってこちらに進んでくる……！　そうか、狩猟用ということは獲物を追い狩人かりうどの前に追いたてるためのもの……！　罠わなという性質のものではないから、『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』はリモートコントロールができるのか！

　新傘悟サトルが私を見つめている。機を見ている。それは黒点を斬きるタイミングか？　それとも自分にかかった『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』の効果を消して私を襲うタイミングか？　または、八切なつめではなく彼の思惑によって『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』を破裂させるのか？

　くっ……読み切れない……！

　私程度では正解が読み切れません、十二衣さま……！

　待ちと読みは、ソルヴァの生徒相手ではキツイ……！

　私の混乱を促うながすように、今度は八切が二つ目の『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』を作り空に放流した。

　そしてまた三つ目を作ろうとしている。いくつもの『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』を流すつもりか……？

「ぐっ……！」

　私が焦あせりを顔に出すことをガマンできなくなった時には、一つ目の『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』が私のすぐ前まで来ていた。

　──爆発する！

　私は反射的に腕で顔をおおって、目をつぶってしまった。

　水球が破裂する大きな音が響く。さっきと同じ強烈な威い力りよくだ……！

　だけど──だけどなぜか、いつまで経っても私に水が降りかかってこない。

　私が目を開けると、そこには一枚の壁が立っていた。黒点を踏ふみつける形で、水の炸さく裂れつ点と私の間に、私を守るようにして一枚の壁が。

「白ハク瑠ル璃リ！　大丈夫か！」

「朱アカ梅ウメくん……!?」

　朱梅くんが駆かけ寄ってきていた。

　バカ……！　二人以上で固まっていたら敵は一斉に攻撃できてしまう……！

　リスクは高まる……少なくとも、時間稼ぎをしたいという私の思惑からは外れる……！

　壁を使うなら、私を守るためではなくせめて新ニイ傘カサと八ヤツ切ギリを分断させるために使うべき……！

　そんなことを考えているうちに、二つ目の『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』が爆発した。今度は朱梅くんの壁も間に合わず、私はその爆風のような水を右半身に受けて、第一ゲームからの疲れのせいもあり踏ふん張りがきかず体が流され──そして、自分で設置した『私想領域ワンダールーム』の黒点に触れてしまった。

『私想領域ワンダールーム』のルールは私にも適応される。私の体でも容よう赦しやなく場外へと飛んでいく！

　でもこれで時間稼ぎはできるはず──！

　私はそう思っていた。でも、甘かった。

　私が場外に向かうより先に、三つめの『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』が爆発したのだ。

　そこでようやく私も敵の意図に気がついた。

　二つ目以降の『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』は、罠わなでもなければ予備でもない。黒点を踏んだ私が──場外に飛んでいく速度を落とすためのものだ。

　私の体は、吹っ飛ぶなんて表現はとても使えないような速度で場外へと向かっていく。足を引きずりながら、服の背中を引っ張られるように。母親に引きずられておもちゃ売り場を後にする子どものように。

　そしてそれを待ち構えていた新傘悟サトルが手を伸ばし、私の左腕の腕章に触れ、そして『判ハン別ベツ剣ケン』で私の体を斬った。『私想領域ワンダールーム』と『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』の両方の効果を失い、私はそこで背中から倒れ込んでしまった。

　なぜ……!?　敵は急造のコンビネーションのはずだ……どうしてこうも私たちに対応し、たやすく腕章を奪うばって行くことができる……!?

　これがソルヴァナイトの力なのか……？

　それとも新傘悟の──十二衣カサネさまの恋人の、力なのか……？

　私が倒れたその隙すきに、新傘と八切が合流していったん離れていく。

　代わりに朱梅くんが、私のところに来て私を抱き起してくれた。

「大丈夫か!?　まだやれるか!?」

「まだ……ヘーキ……」

「次は俺が行く!!　後ろから俺の壁に『私想領域ワンダールーム』を作ってフォローしろ!!」

「わかった……」

　彼の背中に私は呼びかける。

「忘れないで……！　インターバルで言ったこと……！」

　彼は答えない。

　代わりに、密林のように作っていた壁をいったんすべて消して、今度は隊列を組むかのように並べ直して壁を出現させた。

　朱アカ梅ウメくんに任せるのは危険だ……彼には十二衣カサネさまに服従するメリットがない……校長の言うことに従ってソルヴァの生徒を傷つけてしまうかもしれない……！

　何かあってからでは遅い……！『縮領壁ウオールアクト』が敵を傷つけるより早く、『私想領域ワンダールーム』で敵を外に弾き出せたらいいのに……体が動かない……！
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　ええええっもう腕章を三つも!?

　私、新ニイ傘カサくんに言われた通りに動いてるだけなのにもうこんなに！　しかもこっちは二人で相手は三人なのに！　すすすスゴイじゃない……!?

　やっぱり『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』、覚えておいてよかったわぁ……！　中学一年生の時、隣の席の男子にコップの水をかけられて……いつか派手に復ふく讐しゆうしてやろうと密ひそかに練習していたのがこんな形で役に立つとは思わなかったわぁ……!!

　いくらなんでも出来過ぎよ！　もしかして私と新傘くんってものすごく相性がいいんじゃないかしら……!?　ででででも沢サワ里リさんの耳に入るかもしれないことを考えるとそんな危ないセリフを口にする自信はないわぁ……！

　うぅぅいまならなんでもできる気がするわ！　友達もできる気がする！

「来るよ八ヤツ切ギリさんっ！　予定通りに！」

「わ、わかったわ！　悟サトルくん！」

「さと……よろしく！」

　ほら!!　ほら!!　名前呼びも許容してもらえたわよ!!　もう友達と言って差し支つかえないんじゃいかしら……!!

　これはもう勝って、気分よくこのゲームを終わらせるしかないわね……！

　見ると、朱梅くんが臨戦態勢に入り壁の列を作り直している。そ、そうだった、ここまで走ってくる途中に言われたんだったわ、朱梅くんが中心になって戦おうとしてきた時の対処法！

　朱梅くんの『縮領壁ウオールアクト』は、壁を動かして衝突させることと、大きな壁によって小部屋を作り閉じ込めること、この二つしか攻撃のレパートリーを見せていない！　選んだ魔マ技ギと、大がかりな迷路を作っている都合上それより複雑なことはできないからだろう、というのがこちらの読みよ！　つまり新ニイ傘カサくんの読みよ！

　敵の攻撃方法が閉じ込めなら、新傘くんの『判ハン別ベツ剣ケン』によってその封ふう鎖さは簡単に崩すことができる！　逆に壁の移動による衝突なら、私の出番になる！　らしいわ！　カンベンしてほしいわねホント！

　私は『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』をいくつか作り、それを二メートルほどの高さにいくつかふよふよと浮かばせる。この程度の威力と数なら『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』はいくらでも作れる。後はそれらの、炸さく裂れつのタイミングをはかるだけ。朱アカ梅ウメくんが壁で攻撃しようとしてきたら、一番近い『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』を炸裂させ、壁に水をかけることで動作を遅くしてやればいい！　……と新傘くんは言うけれど、そんな簡単にできるかしら!?

　できない気がするわ！　一回試してみたいから攻撃してくれないかしら!?

　いや噓うそ！　いまのナシ！　なんてことを考えてももう遅く、朱梅くんはキングである私を先に狙ねらうことにしたらしく、数枚の『壁カベ』を思いっきり飛ばしてきたわ!!　しかもそれらすべてに黒点が打たれている……ぶつかったら場外まで吹っ飛ばされちゃう！

　これを予定通りに処理すればいいのね!?

　私は、空に飛んでる『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』の中でいちばん手頃なものを選び遠隔発動し炸裂させた。

　辺り一面に水が弾はじけ飛び、そして水を受けたすべてのものの動作が遅くなっていく。当然私に向かってきていた壁も失速し、のろのろと動くのみ！

　こ、こ、これならいくら私でも避よけられるわ！

　私は一歩横に動き、楽々と壁の進路から外れることにする。

　ところがところが！　たったいま私が避けたばかりの壁からにゅっと腕が一本飛び出してきた！　あまりの気色悪さに私は飛び退のこうとしたけど『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』の効果で速く動けない……！　そして壁の中から出てきた腕も、緩かん慢まんな動きで私に手を伸ばしてくる……！

　あっ私の右腕を摑つかんできた!!　気持ち悪すぎるでしょ何なのよこれ!!

「捕まえたわぁん……計算通りだわ!!　腕章いただき!!」

　何なのよってそりゃもう正体モロバレよ!!　荻オギ生ユウさんが壁から飛び出して私に抱きついてきた!!　朱梅くんの動かす壁の中に隠れていたのね!?

　あああああ助けて新傘くん!!

「計算通り──は、どう考えてもこっちのセリフだよね」

　あれぇ!?　新傘くん!?　さっきまでもう少し距離を置いていたのに一いつ瞬しゆんでこっちに……!?

　──ってそうじゃない、読み切ってたってこと!?

　この場所から一瞬壁の密林が消えて、その時に荻生さんが姿をくらまして、そして朱梅くんが自信満々に……それでいて無策にも見える形で壁を飛ばしてきた時点で、荻生さんが来るのは読めていたってこと……!?

　新ニイ傘カサくんは冷静にして俊しゆん敏びんな動きで『判ハン別ベツ剣ケン』を振るう。まずは私と荻オギ生ユウさんの接合点を。次に荻生さんと壁の接合点を。そして速度を取り戻した荻生さんの白衣のポケットに手を突っ込んだ。

「返すよ。〝グラフト〟。もし落としちゃったら……十秒以内に見つかるといいね」

　そう言って、荻生さんをすぐ隣にある壁の黒点に押しつけた。

　荻生さんの体が場外に飛んでいく。そして宙に浮く彼女の体から何かが──小さな小石のような何かが離れ、荻生さんから少し離れた場外に落ちていった。

　え……火ヒ桜ザクラくんから奪うばったという指輪なら、ビアンカがどこかにくわえて持って行っちゃったはずじゃ……!?

「何を渡したの……!?」

「え。石を入れただけ。でも指輪が入ってると思ったなら……〝グラフト〟が僕らの想像する通りのものなら、それを他の人に見られないよう彼女は必死に探すと思うよ。試合の勝敗より、ずっと大事にするだろうね」

　……こ、こわっ。

　勝てる……！　時間もまだまだたっぷりある！

　さぁ、朱アカ梅ウメくんと白ハク瑠ル璃リさんから、残りの腕章を奪いましょう！

　そして沢サワ里リさんをも倒すのよ！　なんだかできる気がしてきたわ！

　行けるわなつめ！　応援しててねママ、ビアンカ、フレドリカぁぁ!!
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　水みず浸びたしの空間。

　場外に消えたまま帰ってこねぇ荻生。

　白瑠璃をムリヤリ動かすことはもう無理だ。

　俺一人じゃ、さすがにもうキツイかもしんねーな……。

　ただでさえ八切の『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』が死ぬほど厄やつ介かいな魔マ技ギなのに、あの新傘ってヤツが隙すきを作らせてくれねぇ！　こっちの頭脳担当は……全部沢里に任せっきりだしよ！

　どうする!?　打開策は何がある!?

　どこをどう狙ねらえばいいんだチクショオ!!

　立ち尽つくす俺の肩を誰かが叩たたいた。白瑠璃だと思って振り向いたら、イジワルそうな笑え顔がおが浮かんでいた。

「沢里……!!　テメェ何やってんだ、キングが出てきてどーすんだよ!!」

「なんだよ。うちのナイトが困ってるから助けにきてやったのに」

「ナイトなんて捨ててナンボだろうが!!　俺に助けなんていらねーんだよ!!」

「バーカ。ルリを助けに来たの。さっきぐったりしてたから」

　ぐ……！

　口の減らねぇ女だなコイツは……！

「ルリ」

「はい……」

「シアマーチの制服、嫌いじゃないんだけどさ。んー、色がイマイチ。変えてくれる？」

「はい……『私想領域ワンダールーム』──『黒コク衣エ』」

　沢サワ里リの制服は真っ黒に染まっていく。『私想領域ワンダールーム』を直接纏まとった……！　つーかよく見たら腕章がついてねぇ！　ってことはコイツ人形か！　腕章つけなきゃバレちまうじゃねーか！

「どうすればいいかわかんないっしょ？　教えてあげる。二人で来るのが厄やつ介かいなら、分断させてやればいいんだよ。あたしを使って、どっちか一人を場外に飛ばしな。それで一人ずつ潰つぶせばいい。うまくやれよ！」

「……おいそれだけか!?　沢里人形、他の言葉はインプットされてねーのか!?」

「されてない」

「作戦は預かってねーのか!?」

「預かってない」

　なんだよどうしろってんだよ……!!

　って、待てよ──!?

　この沢里は、人形じゃねぇか。

　コイツを傷つけても、反則点にはならねぇ。

　だから、コイツが敵と接触した瞬しゆん間かんに───コイツごと狙ねらえばいいんじゃねぇのか!?

　壁だけで攻めようとすると『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』の水で動きを鈍にぶらせられかねない。だから、このいけすかねぇしゃべる沢里十二衣カサネ人形を盾たてに使って、敵ごと一いつ緒しよに潰しちまえばいい！

　潰せる……！

　あの腕を砕くだいてやれば、もう新ニイ傘カサは『判ハン別ベツ剣ケン』を振るえねぇ！　八ヤツ切ギリの方ならあの見かけだ、ちょっとの傷でも戦意喪そう失しつするだろう。押し潰して体をぶっ壊してやった後に外に弾はじき出せばいい！　そうすりゃ俺たちの勝ちは確定的だ！

　だけど……だけどそれは。




　──あたしは、そういうやり方はしない。




「来たぞ！　指示しろ!!」

「あ……行け！　新ニイ傘カサの方に走れ!!　白ハク瑠ル璃リは……この壁に『私想領域ワンダールーム』を！」

「わかった……」

　人形だとバレればもうオシマイだ、二度この手は使えねぇ!!

　一発で決めるっきゃねぇ……!!

『私想領域ワンダールーム』のある壁と、ない壁を用意する!!

　二者択一……どう考えても敵は黒点のある方を警戒するはずだ!!

　新傘を狙ねらって沢サワ里リが走り出す。いつもえらそうで、走る姿の想像できない女だが……人形の後ろ姿は妙みようにしっくりくる。あの女の本性は、最前線で暴れることを好んでるんだろうな。

　敵もすぐに動き出した。

　八ヤツ切ギリの『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』が一つ、また一つと空に増えていく。

　いつの間にやらもう十個くらい浮かんでるじゃねーか!!

　沢里人形を追うようにして、俺も二枚の壁を走り出させる。

　どっちだ!?

　どっちで攻めるのが正解だ……!?

　黒点で外に弾はじき出し、何もなく試合を終わらせるか……!?　だけどあの校長が何を言い出すかわかんねぇ……木キ田ダみたいに、俺たちも〝グラフト〟を取り上げられて、捨てられるかもわかんねぇ……！

　考えている暇はなかった。

　沢里人形はすでに新傘の前まで来ていた。

　両腕を広げて、ホンモノの沢里にはまるで及ばないつたない動きで新傘を捕まえようとする。その脇わき腹ばらに、新傘の『判ハン別ベツ剣ケン』が突き刺さったのが俺にも見えた。『私想領域ワンダールーム』の黒い服は効力を失う。そして魔マ技ギで作られた人形の体もボロボロと崩れ出す──ど、どうする、どっちで──って悩んでる暇はねーんだよ!!　やるしかねぇ!!

　俺は壁を、全力で沢里の後ろから叩たたきつけた。

　沢里ごと、新傘を後ろの壁とはさんで押し潰つぶすような勢いで、全力で走らせた。

　だが、一いつ瞬しゆん悩んだのが致命的だった。

　新傘はするりと壁を逃れ、俺の壁が押し潰したのは沢里人形だけだった。グシャリと人形は潰れ、ぶつかり合った壁は倒れて砕くだけちまった。

「く、くそっ……!!　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスが……!!」

　悔くやんでももう遅かった。

　敵はすぐに反撃を仕掛けてきた。

　空の『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』が一斉に破裂する。すべてが一度に弾ける姿は圧巻だった。

　だけどその水は俺を、白瑠璃を、すべてを濡ぬらしてその動きを鈍にぶらせてしまった。

　新傘が『判ハン別ベツ剣ケン』で自身と八切を自由にして、悠ゆう々ゆうと俺たちの下もとに近づき、俺と白瑠璃、二人の腕章をすべて奪うばってしまった。これで88‐１００……！　沢サワ里リが腕章を一つでも奪うばわれたら逆転……!!

　俺が自由を取り戻すより早く新ニイ傘カサが俺に何かを見せてきた。

「飛んでもらうよ。君も、白ハク瑠ル璃リさんも」

　それは、さっき砕くだけた壁の一部だった。

　破片を体に押しつけられて、俺はそのまま場外へと飛ばされていった。

　破片の表面には、『私想領域ワンダールーム』の黒点が浮かんでいた。
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　壁の向こうから、アイツは歩いてやってきた。

　女を待たせるなよ。走れっての。

「よっ、新ニイ傘カサ」

「やぁ、沢里さん」

　んー、でも思ったより早かったかな。

　まだ十分くらいしか経ってない。
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　遊ぶ時間は十分にありそう。

　得点板、ちょっと遠いけどここからでもわかる。ルリと朱アカ梅ウメが落ちたらしい。後は任せたってことかな？　任せなさいっと。

「別の女連れて会いに来るとは、ナマイキだよねアンタも」

「沢サワ里リさんだって、僕の知らないところでいろんな人を口く説どいてるでしょ」

　あたしたちはお互いににやりと笑う。

　後ろの八ヤツ切ギリはハラハラしながら見守ってる。可か愛わいいキングだなァ。

「一応聞いておくけど、選んだのは『生命人形ヒトガタ』、だよね？」

「うん」

「沢里さんが使えるなんて知らなかったよ。難しくて大変な魔マ技ギだ。それを可能にしたのは、〝グラフト〟？」

「おお、そっちの方まで？　やるなー。名前まで知ってたとは」

　どうやって名前を……？　ま、知る手段はいくつかあっただろうし……ニセ校長なんてのもいたしな。不思議じゃないか。

「新ニイ傘カサぁ。お話はあとでいいよ。まずは盛り上がろうぜ。体を動かしたくてたまんないんだよ」

「僕も同感だ。時間切れになっちゃ困る。これでもソルヴァのみんなには、点数で勝つって言ってきちゃったから」

「噓うそをつくのが好きだねアンタも」

「好きではないよ。僕は噓なんてつかない。本音は深く隠すタイプ」

　あたしたちはお互いににやりと笑う。

　イチャつくたびに、後ろで八切が居場所なさげに目を泳がせてる。

　しゃーない。はじめよっか。

「『生命人形ヒトガタ』──『自ジ身ジン体タイ』」

　あたしは、もうひとりのあたしを作り上げる。

　腕章も忘れず作って、外見だけでの判別は不可能になる。

　普通なら見分けることなんてできやしない。

　なぁ新傘……どこからこの展開を見抜いてた？

　どうして『判ハン別ベツ剣ケン』なんて選択肢を選べたんだ？

　教えてくれよ……じっくりと。

　点差は88‐１００。

　ソルヴァ側の得点手段はもうあたしの腕章二つ分しか残ってない。『私想領域ワンダールーム』がないから他の得点手段には頼れない。同様に、場外へと気軽に飛ばすこともできないだろう。

　一対二だし、これくらいのハンデはもらってもいいよね。

　さ、はじめるよ新傘。

　期待に応えてね……！　あたしを裏切るなんて、絶対に許さないから。
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「おおお……ラストバトルですな！　点は負けてるが人数は有利！　ぜひとも逆転していただきたいですな!!」

「お前さんいったいどっちの応援しとるんだ」

　そうだった。

　おれはいまシアマーチの校長でした。

　仕方ねーだろもう集中が保てねーんだよ!!　何が悲しくておれはこのジイサンと一時間近くも座ってゲームを観戦しなけりゃなんねんだ……！

　結局〝グラフト〟ってのが何なのかわかんねーし、あれから有力な情報は何一つ聞かねーし、そろそろおれ逃げ出した方がいんじゃねーか？　だってよ、これ、ゲームが終わるころにはさすがにシアマーチ側の沢サワ里リ校長が戻ってくるだろ？　おつかれさんみたいな挨あい拶さつするだろ？　その時におれがこの姿でいちゃ死ぬほどまじーだろ？

　トイレだ下げ痢りだといったん逃げては回復しつつ一時間も変身を続けたおれだが、もう限界だ。主にメンタル的な部分が限界だ！　グッバイしてぇ!!

「金カナ森モリ校長」

「なんじゃい」

「あー、わたくしそろそろおいとましようかと」

「あ？　たったいまラストバトルだなんだと熱くなっておったのに」

「い、いえ、ヤボ用を思い出しまして」

「ヤボ用なら置いとけい。もうすぐ終わりだ。終わったらすぐ両校挨拶になる」

　うっせーなヒゲもじゃ!!

　ヤボ用があるってのは一刻も早くあなたとの会話を打ち切りたいですって意味に決まってんだろうが!!　奈ナ々ナさんあたりに学んでこいよそういう奥手な言い回しをよぉ!!

　なんだよなんだよどうすりゃいんだよ！

　帰れねーじゃねーかお家うちによぉ！　最低のサマーキャンプだよこれまったくもう！

　おれは嘆なげくしかねーだろうもう！

　とかなんとか思っていたら、誰かがコンコンとドアをノックした。

　……あれ？　この部屋、人には見えないんじゃなかったっけ？

「おお、おお、来たようじゃな。人目につかないよう慎しん重ちように行動させたからずいぶん遅くなったが……」

　そう言って、金カナ森モリ校長が自分からドアを開けに行った。

　入ってきたのは、なんと赤い一羽の鳥だった……ってデケェ!!　なんつーデカさだこの鳥は!!　夕メシが決まったんじゃねーか!?　しかし自分からノックして入れてもらおうとするとは鳥にしちゃあなかなかやりやがる。生かしておくのがベターか！

　金森校長はその鳥を自分の座っていた椅い子すの脇わきに連れてきた。

　やめろよおれそういうアニマルなコミュニケーションはあんまり好きじゃねーんだよ。小動物系の女の子は好きだが小動物は別に好きじゃねーんだよ。ワニ革ガワの財布を持ってるからって別にワニに触れても大丈夫ってことにはなんねーだろ、それと一いつ緒しよ。

　その赤い鳥は、クチバシの先に光る何かをくわえていた。

　貴金属を盗んできたのか!?　カラスかてめーはよ！　でも実際、カラスがヒカリモノを集めるのって都市伝説らしいな！　こないだ誰かが言ってるの聞いたわ！

　鳥は校長の手にその光り物をぽとっと落とした。

「見るかね、沢サワ里リくん」

「いえけっこう」

　見るわけねーだろばっちぃな！

「はっはっは！　そうか、そうか！」

　何笑ってんだヒゲもじゃ！

　早く手を洗えよ！　歳とし考えろ、悪い病気でももらったら大変だぞ！

　しかしデケェな……この赤い鳥。自然界に存在していいサイズじゃねーだろこのインコ。もしかしてあれか？　魔マ技ギ使いの鳥か？　魔ま鳥ちようってヤツ。魔技を使える鳥ってのは昔調べたことがあるからいくつか知ってるが……こんなデケェのは見たことがねーや。ってまさかな。魔技使いの鳥だとしたらどんだけ魔力を貯蔵してんだこのデブ鳥はって話になるしな。

「しかしヤボ用を思い出したのは俺の方だったようだ……すまんが、これでお開きにしようか、沢里くん」

「え……そうしましょう！」

　あー良かった助かったぜ！

　早くこの魔技を解いてイケメンのおれに戻りてーぜ！

「では、お先に失礼します！」

「うむ。この部屋の処理はこっちでやるから」

　あたりめーだろ。ナチュラルにおれに手伝わせようとしてたのかよ。

　だけどこれ以上突っかかってもしょうがねーし、おれはすぐにドアから外に出ていった。そして観客席の裏まで移動して、誰にも見られていないことを確認してから、『虎威借ジゴロ』を解いた。

「あああー……疲れたあー……」

　めちゃくちゃ疲れた……これならマジメにレクリエーションに参加してるだけの方が楽だったぜ……！　そもそもどうしておれがこんな大変な仕事をしなきゃなんなかったんだっけ？

　えーと、えーとたしか？

「ま、牧マキ島シマくん！」

　小コ牧マキ!!　小牧ぃぃぃ!!

　そうだよそうだよそうだった!!　小牧に頼まれたからこんなことしてたんだった！　おれが任務を終えたタイミングを見計らって迎えにきてくれるなんて、最高にいじらしいぜ！　後ろになんか陰気くせーのが一匹ついてきてっけどいまはそんなの関係ねぇよ！

「小牧ぃぃぃ！　疲れたよぉ!!　怖かったよぉ!!」

「う、うん……うんっ!?」

　疲れた疲れたと泣き言ごとをもらしつつ、走ってきた小牧の小さな体をそのまま抱きしめてみた。なんてちっせー体だ……！　明らかにこわばってふるえてる！　おれの抱ほう擁ようを歓迎してないのはモロバレだけど、でも疲れたのは小牧のせいだからもう少し甘えよう。

　と思ったら、トントンと、布フ木キが指でおれの肩を叩たたいた。

「なに？」

「オレも、オレも」

「は？」

　意味不明だろなんだコイツは。早く病院に帰った方がいいぜ。よくわからんがとりあえず小牧から離れてみたら、今度はなぜか布木が小牧を抱きしめていた。

「ひぃぃ……!?」

「あーあったかい……いや夏にこれは暑い……」

「じゃあやめればいいだろうがアホかお前は！」

　ヤバイ！

　コイツはヤバすぎるわいろんな意味で!!

「離れろ!!」

「なんだよ。いいじゃん」

「よくない！　小牧はなぁ、一時間も老人の小こ言ごとを聞かされて大変だったおれを労ねぎらって抱きしめてくれたんだろうが!!　お前は関係ないだろ!!」

「わ、わたしから抱きしめたんじゃな──」

「それを言うならオレも大変だったよ。あーキツイ戦いだった。小牧、もっかい」

「ふ、布木くんは第二ゲームでもういなくなってたじゃ──」

　あーもうなんだってんだよこれは!!

　おれは！　小牧のためにガンバったんだろうが！

「布木!!　お前、八ヤツ切ギリにご執しゆう心しんだと聞いてるぞ！　なんでお前まで小牧に手を出すんだ!!」

「心変わりした」

「聞いたか!?　小コ牧マキ、聞いたか!?　ついこないだまで好きだった相手に恋人ができたからって即効諦あきらめて次に行こうとしてんだぜ！　こういうヤツとは付き合っちゃダメだぜ！」

「お前だって、こないだまで好きだった新ニイ傘カサを諦めて自分に乗り換えろと小牧に言ってるだろ」

「うっせぇなおれはいんだよ！　おれみたいに軽薄なイケメンはオーケーなんだよ!!」

　なんだよなんだよどうなってんだよ！

「小牧！　お前はいったいどっちを選ぶんだ!?　おれだよな!?」

「何言ってんだよ。オレと遊ぶんだよな。な？」

「う、うぅ……！」

　小牧がおれと布フ木キを見比べて、そして──走って逃げ出しちまった！

「ま、待ってくれ!!」

「待ってくれー」

　おれと布木が同時にそれを追う。なんだこれは……なんでおれが、いまさらになって鬼ごっこなんてしなきゃなんねんだよぉ……！
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　ようやく楽しい〝変則鬼ごっこ〟になってきたな……！

　あたしの行動は単純でいい。ポイントが有利である以上、守備を固めればそれでいい。だからあたしは、人形を介して攻めるだけ。

　人形は走る。『生命人形ヒトガタ』は自律し、ある程度の考えを持ち、そしてあたしの命令通りに動いてくれる。こんなもん、〝グラフト〟なしだったら五分くらいしか動かせないけど……どうせこの試合だってあと五分くらいしかないしね！

　よし行け、十二衣カサネちゃん二号！　もちろん一号はあたし！

　人形は飛ぶ。単なる人形でなく翼つばさを生やして空を飛ばせることだってできる。だから空を飛び、八ヤツ切ギリの『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』をかいくぐらせようと苦心しつつ、遠くからじっくり攻めるだけ。度々水をぶっかけられて動きが鈍にぶって、新ニイ傘カサの『判ハン別ベツ剣ケン』で十二衣ちゃん二号が斬きられて落ちてパッと見グロい感じで死んでるけど。二号とかいいつつ、これでもう七号くらいになっちゃったかな。

　人形に対処しつつ新傘がこっちに来ようとしてくることもあるけど、問題ない。なんてったって新傘は『判ハン別ベツ剣ケン』に過ぎないからね。『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』の援護が届かない限り、結局新傘に攻め手はない。一人じゃ腕章一つっきゃ取れないし、あたしから20点取っても自分が腕章取られたらまた逆転だし、迂う闊かつには攻められない。

　だけど時間はないんだ。

　きっとお互い、仕掛けとチャンスは一度きり。

　だから新ニイ傘カサはこの無む駄だとも思える攻防をし続けてる。あたしに、奥の手がないのか探さぐってる。ないよ、奥の手なんて。切れるカードはすべて切った。あとは新傘が、カッコいいとこ見せてくれれば今日のイベントはおしまい！　タイミングなんて待ってないで──攻めてこい！

「いまだ!!　行くよ八ヤツ切ギリさん!!」

　来る！

　八切が空に浮かべた『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』を起爆させていく！　この技、ホント派手でいいね！

　その隙すきをついて新傘と八切が同時にこちらに駆かけてくる！

『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』を用いた敵と戦ったことなんてないし、実際に誰かが使っているのも見たことはないけれど……対処の仕方くらい想像できる！　これだけ水の飛び散り方が激しければさすがにあたし自身は逃げることができない……けど、問題ないね！

　人形にも水はかかっているけれど──作り直せばいいだけなんだから！

　人形はいつでも消せるし、いつでも再び作り出せる！

　水をかぶった人形はすぐに消して、自由に動ける人形をもう一度作る！

　十二衣カサネちゃん二号を脇わきに置いて、新傘を待つ！

　敵の動きはもう決まってる！　自由に動ける人形を新傘が『判ハン別ベツ剣ケン』で斬きり、それから八切と二人であたしの　腕章を取る……！

　人形を無視して攻めようとしたら、新傘も八切も人形を操あやつって力ずくで止められる！　〝グラフト〟ありのあたしが、力を注いだ人形だ、素手で止められると思うなっ！

「行くよ!!　沢サワ里リさん!!」

「来いっ!!」

　うわっ、剣を振り上げた姿がものっすごく似合わないな新傘！

　無理だよそういう路線は!!　あたしの可か愛わいい新傘に戻って!!

　新傘が人形に斬りかかる……！　予想通り！　人形を使い、新傘の手を取って──『判ハン別ベツ剣ケン』で、あたしを斬らせればいい!!

　人形相手ならうまくやれると思ったのが運の尽つき！　これであたしも自由だ！

　と思いきや。あれ？　新傘……人形に斬りかかってない……!?

　斬らずにどうすんの？




「た、た、タッチ」




　え？

　左腕。誰かに触さわられた感覚。聞いたことのある声。

　いつの間に横に？　え？　新ニイ傘カサに気を取られすぎてた？

　これで数字は逆転──えっ？

　あたしの体が飛んでいく。場外に向かって一直線。

　は？

　なんで!?『私想領域ワンダールーム』!?　何に!?

　ダメだ止められない！　すぐ後ろの場外まで落ちる！　浮ふ遊ゆう感、そしてそこから落下感。強く背中を打って、あたしの視界には空が広がる。

　あーダメだ……『追ツイ水スイ裂レツ球キユウ』の水をかぶってるからしばらく動けない……十秒以内に戻れないやこれは……やられた……。

　なんとか上半身だけでもと体を起こすと、ステージの端はしに八ヤツ切ギリがいた。手に何か持っている。石……いや、壁の破片……？　そしてその一部には黒い丸……。

　ああ、そういうコト……朱アカ梅ウメの『縮領壁ウオールアクト』と白ハク瑠ル璃リの『私想領域ワンダールーム』か……どちらの魔マ技ギもまだ解除されてなかったのか。それでその破片を持ってきたわけね……。




『　シアマーチ校のキングが脱落しました。したがって、ソルヴァの勝利となります　』




　大きな声のアナウンスと、片方だけから響いてくる歓声。

　あー……そういうことか。

　新傘はあたしと同じ発想でものを考えてる……だから、観客にどう思われるかも考こう慮りよに入れてた。ソルヴァナイトが敵のキングを倒した、っていう結末がほしかったわけね。アハハ……やられた……。

　あ、ってことはじゃあ、さっき攻めあぐねてたのも……？

　あたしが一いつ瞬しゆんで負けたわけじゃないってのを演出してくれたわけか。くだらない気ぃ使いやがって。

　ステージの上で、八切があたしを見下ろしてる。見下ろしてるっていうか、あたしが登ってきて反撃しやしないかとビクビクしながら見守ってる。

　なんだよ、もう十秒経っただろ？　まわりの歓声聞こえてないの？

「……お見事！　負けたよ、ソルヴァナイト」

「ど、ど、ど、どーも……」

　ほめてるのに……何、そのびくついた顔は……。

　負けた気がしないよ。あっちも、勝った気がしてないように見えるし。

　結局は新傘の一人勝ちだったのかもしれない、ね。

「どわぁ!?」

　近くでどさっという音がした。

　誰の声だ、何の音だと思って音のした方を見たら、なぜか新ニイ傘カサが下に落ちてきていた。ついでにうつ伏せに倒れていた。何があったんだろ？　八ヤツ切ギリの方は事の次第を見ていたらしく、口を開け広げて啞あ然ぜんとしている。

「お……落ちた……！」

「あ？」

「いま、足を踏ふみ外して落ちたわ……！　悟サトルくん!?　大丈夫!?」

　まったくもう、最後の最後で締しまらないんだから……。

　ん？

　……いま悟くんって言ったか、この女。

　万が一ってこともあるし……もうちょっと新傘にアメを与えておくべきか……うーん。
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　サマーキャンプの夜なんて、真っ暗な森の奥でやることに楽しいことなんて何もないと思っていたけど、そのお祭り騒さわぎは不思議と悪い気がしなかった。代表戦までの険悪なムードが噓うそのように、昼の間はあれほどケンカを売って回ってきたシアマーチの生徒は夜になるとコロッと態度を変えて、私たちをバーベキューに誘い、心からの歓迎をしてくれたからだ。

　ソルヴァ側からも食事をありったけ運んだせいでほとんど野外立食パーティみたいになっていて、私はそのいちばん端はしっこで、さびれた丸太のベンチに腰掛けてジュースを飲んでいた。もう陽ひは完全に沈んでいるのにまだ食事は終わらず、ごちそうさまの合図を待たずに花火をはじめる連中もいて、暗くら闇やみの中に浮かぶ火花と笑い声は、傍はたから聞いているだけの私にとっても妙みように心地よかった。何がいいって、普通に制服を着ていられるのが一番いいんけど。

　……しかしこうもシアマーチの生徒が心変わりするなんて……いくらなんでも一斉に変わり過ぎよね……まるで、昼は誰かがケンカをするよう指示をしていて、夜になったら今度は仲良くするよう指示を出したかのよう……それくらいなければこの変わり身はいくらなんでも──

「お疲れ様です、ソルヴァナイトさん」

「ふぇハッ!?　あ、奈ナ々ナさま……」

「食べなくていいのか？　もうなくなっちまうぞ？」

「ハジメちゃん……」

　二人はなぜか私をはさむようにして座り、それぞれが手にした飲み物を飲んでいる。

　ななななんで美男美女にはさまれなきゃならないのよ……そういう嫌いやがらせは心底まったくノーセンキューなんですけど……！

　で、でもこうして座っていると、まるで友達同士みたいね……優越感があるわ……誰に対して優位を感じているのは我ながら不明だけど……。

　私の前を、小コ牧マキさんが通り過ぎていく。その後ろには布フ木キくんと牧マキ島シマくんがいた。

「も、もう食べられないから」

「まぁそう言わず。せっかく持ってきたんだ一いつ緒しよに食べようよ、小牧」

「バカだな布木、どいてろよ。小牧はいま食べ疲れてるところなんだよ。おれと一緒に向こうで花火やろう花火」

「牧島はあっち行ってろよ。選外」

「あァ!?　お呼びじゃねーんだよオメーの方が！」

「お前は呼ばれてたぞ。あっちで西ニシ間マがオオジくぅぅーんって」

「なにィ!?　代わりにお前が行けよ！　お前が身代わりになってくれお願いします!!」

「やーだよ」

「う、うぅ……！」

　小コ牧マキさん……二人の男に言い寄られるなんて、いつの間にそんなモテモテに。だけど気のせいかしら、どっちを選んでも茨いばらの道よね……全然うらやましくないわ……。てゆーか布フ木キくん、つい数時間前までなつめなつめ言ってたくせになんで乗り換えてるわけ……？　別に悔おしくはないけれど、何かこう、釈しやく然ぜんとしないものがあるわ……。

　誰も布木くんには突っ込まない。

　結果的には彼が沢サワ里リさんの人形と戦っていたことが最後の悟サトルくんの読みに説得力を与えた、と言えなくもないけれど……でも、奈ナ々ナさまもハジメちゃんも布木くんが活躍したとは思ってないみたいね……。布木くんの方はまるで気にしてないみたいだけど……なんという面つらの皮なのかしら……。

「そういえば、新ニイ傘カサくんはどうしました？」

「新傘？　あいつなら合宿所の保健室で寝てるよ」

「ケガは大丈夫なのですか？」

「心配ねーってさ。保健の先生に寝てるだけだって言われたよ。どうやらアイツ、昨日きのう一睡もしなかったらしいんだよ」

「まぁ……それはどうして？」

「うん、新傘と同室だったヤツに聞いたんだけどな。夜中に合宿所を抜け出して、沢里とちょこっと会って、おしゃべりをして……そしたらベッドに戻ってからもドキドキしすぎてずっと眠れなかったらしい」

　こ、恋の病やまいってコワイのね……。

　私は罹り患かんしたことがないからちょっとわからないけど……。

「沢里さんに良いところを見せようとして、奮ふん闘とうしてくれたのですね……ゆっくり休んでいただきましょう」

「ああ。結局あいつに頼っちまったってことだもんな。がんばりましたで賞だな」

　みょ、妙みように嬉うれしくない賞ね……なんでＭＶＰだと言ってあげないのかしら。

「あら。わたくしは、有アリ坂サカくんもガンバっていたと思いますよ」

「おれが？」

「ええ」

　ヤメテ……私を挟はさんでいちゃつかないで……！

　この二人、ケンカしてるのかイチャついてるのかわからなくて嫌いやなのよ……！

「わたくしは有坂くんに謝らなければいけませんね」

「俺に？」

「わたくしは、あなたのことをホモでザコでチカンだと思っていました。だけどあなたは八ヤツ切ギリさんを守るために、ソルヴァの名誉のために勇ゆう敢かんに戦いました。あなたはザコでもチカンでもありませんでした。誤解していて申し訳ありません」

「一番重大な誤解が解けてないんだが……謝られた気がしねぇよ」

　やっぱり有アリ坂サカくんってそっちなのかしら……でもここまで奈ナ々ナさまが近くに来てもまったく反応しないあたり、やっぱり女好きとは思えないのよね……。

「でもやっぱりＭＶＰは八ヤツ切ギリさんでしょうか」

「エッ……!?」

　いいい良いわよそういうのは別に……！

　私は何もしてないわよ！　最後の最後に新ニイ傘カサくんの言う通りにして楽しんだだけよ！　ずっとあの痴ち女じよみたいな服を着て見世物になってたわよ！

「わわわ私は……みんなに頼ってばかりで……ソルヴァナイトらしいことなんて何一つ……慌あわてふためいて逃げ惑まどうだけだった気がするし……そ、その」

　奈々さまが私の隣で、ふふっと柔らかく笑った。

「そうかもしれません。あなたは今回のゲームで、いまのところはまだ活躍らしい活躍をしていません。しかしそれこそが、あなたにしかできない一番のお仕事だったと思いませんか？」

「えぇ……？」

「わたくしと一いつ緒しよにいて白ハク瑠ル璃リさんが攻めてきた時……新ニイ傘カサくんと一緒にいて、火ヒ桜ザクラくんと荻オギ生ユウさんが攻めてきた時……有坂くんしか隣にいないのに火桜くんが再び攻めてきた時……あなたは、いつでも使えたはずの魔マ技ギを使わず、チームメイトたちを信じて見守っていてくださいました。わたくしたちには力があります。自分が動けばどうにかなるという傲ごう慢まんな自信があります。だからこそ、自分で動いて何かをしたがる悪いクセがあると思うんです。それなのにあなたは、信じることに徹してくれた……これは、とても素敵なことだと思います」

「信じる……」

「だからわたくしたちはこうして、最終ゲームで大逆転ができたのですよ。あなたの戦略とあなたの勇気が、勝利を呼んだのです」

　……ホントのことを言えば、どうしていいかわからずに困っていただけなのだけど……。

　でも、そういう風に言ってもらえるのは……悪い気分じゃ、ないわね。

「……奈々さま」

「ハイ？」

　だから私は勇気を出して、聞いてみる。

　それを聞くのはコワイけど……たしかめてみて、そうして答えを聞かなくちゃ、先には進めないもの。

「私……友達を増やすことができたかしら？」

　奈々さまは私の目をしっかりと見み据すえ、そして見るものすべてを魅了するお上品な笑え顔がおで言った。

「これから増やしていけばいいんですよ。がんばりましょう」

　あ……奈な々なさまは……別に私の友達になってくれたわけじゃないのね……まぁいいけど……。
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　シアマーチ教師陣ご自慢の飛行船。

　そん中で俺たちが立っているのは……校長のいる部屋の前だ。沢サワ里リを除いた四人で、俺たちは嫌いや々いやながらも校長に会いに来た。気が滅め入いるが……命令を受けたからには、報告をしなきゃならねぇからな……。

　沢里のヤツは行かなくていいって力説してたけど、沢里に任せっきりじゃ悪いしな……。

「朱アカ梅ウメ。ノックしなさいよぉ」

「なんで俺が。お前やれよ。頼むから」

　荻オギ生ユウも俺も勇気が出ない。俺たちがビビリなんじゃねぇぞ。あの校長が怖すぎんだよ。

「もういい……私がやる……」

　そう言って白ハク瑠ル璃リが一歩前に出た。腕を上げ、拳こぶしでドアを叩たたこうとして──直前でやめた。

　そしてドアに耳を押しつけた。

「白瑠璃クン！　嘆なげかわしいな！　ボクが正しいノックの仕方を教えてあげるから代わってくれ！」

　火ヒ桜ザクラ。おめーは黙だまってろ。

「先に誰か来てる……みたい……」

　白瑠璃が言う。

　なるほどそういうことか。

　来客がいるなら出直しかぁ？

　つっても……たしかにこの位置からでも中の声が妙みように漏もれ聞こえてくるな。シアマーチの教員が適当に作った安っぽい飛行船のドアだしな、仕方ないだろうけど。

　俺たちは白瑠璃にならい、そろってドアに耳を押し当てた。




「〝グラフト〟……あんなものが発見されたからには誰だって疑う」

「何のことかね」

「金カナ森モリ校長。私には信じられないのです。〝上うわ澄ずみの集中〟と呼ばれるソルヴァのトップエリートたち。あれほどの魔力を持つ天才が、十三人も集まることなど。それが同じ学年に、同じ学校に集まることなど。〝グラフト〟はじきに、シアマーチ研究所の成果として世間に発表します。そうなれば、ソルヴァに疑いがかかるのは避けられない。ソルヴァに〝上澄みの集中〟と呼ばれる存在があるのは、才能が集まったからではなく──人工的に作り上げたからだと。〝グラフト〟を利用して、子どもたちの能力をムリヤリ引き上げているのだと」

「想像にすぎんなぁ」

「どうであれ、十二衣カサネをその渦中に置きたくはない。親友の忘れ形見だ。あの子を危険にさらすことは絶対に許さない」

「ま、好きに言えばよい」




　親友の忘れ形見……？　沢サワ里リが危険にさらされる……？

　なんのことだよ、俺には全然わかんねぇぞ……？

　俺たちは顔を突き合わせる。だけど誰一人として、そのイミがわかっているヤツはいない。

　俺は再びドアに耳を押し当てた。




「しかしそれは置いといても、なんだ、シアマーチのチームは統制が執れていたな。信頼関係があるのを感じた。当初の目的は達成できた、と言ったところだな」

「何のことですかな」

「〝グラフト〟について我らに警告をしたいだけなら、君がこの俺にそう言えばよい。ただ面会を望んだだけでなくわざわざ対抗戦としてレクリエーションゲームに生徒を参加させようとしたのは、別の意図があるからだろう」




　今日の対抗戦の意味……!?

　いきなり決まった対抗戦。なぜかソルヴァ三サン道ドウ魔マ技ギ学園という日本最高の魔技学園とカードが組まれた理由!?　〝グラフト〟の試運転じゃねぇのか？　俺はそう聞いてるぞ……!?

　俺は耳を研とぎ澄ます。




「わざわざうちを指名した理由……転校したばかりの十二衣くんが、早く新しい学校になじめるようにしたかったのだろう？　イベントの形で、しかも慣れ親しんだソルヴァを相手にして、彼女に他の生徒たちと打ち解けてほしかったのだろう？」

「……考え過ぎですよ」

「伝わらんよ。そんなやり方じゃ、一生。思春期の少女を扱うには、政治手腕や経営手腕ばかりを振るってきた君の手では不器用に過ぎる」




　そこまで聞いて、小さくつぶやいたのは、俺じゃなかった。火ヒ桜ザクラだった。

「ソルヴァの校長はユウモアがおありのようだ」

　俺も荻オギ生ユウも白ハク瑠ル璃リも、そろって黙もく殺さつした。

　火ヒ桜ザクラのトンチンカンなセリフに、同意する者はいなかった。
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　僕らは、テストで良い点を取ることに慣れている。ソルヴァじゃ魔マ技ギ競技のイベントがたくさんあるから、魔技を用いて戦うことにも慣れている。〝上うわ澄ずみの集中〟であれば当然に、戦えば他の生徒より秀ひいでていることの方が多い。

　僕だってそう。ソルヴァナイト戦も経験し、魔技による競技には人よりずっと慣れている。戦うことには慣れている。だけど──だけど、僕はいまだに、勝つことには慣れていないらしい。

　だから今回もこうして、僕は情けない姿でゲームを終えてしまった。なんでこう……カッコよく、スマートに勝つことができないんだろうなぁ……。

　目を覚ますと、汚れのない真っ白な天井が見えた。

　こんな山奥の古い合宿所なのに掃除が行き届いてるな……なんてことを寝起きの頭で考えていた。

　寝ぼけていたんだ。

　だからしばらく気づかなかった。

　ここが合宿所の保健室で、自分がベッドに寝かされていることに。

　意識がぼんやりとしている。真夏だというのに布団をかぶっているからちょっとあっつい。額ひたいに汗がにじんでいるのを感じる。それと──妙みように左手があったかい。

　だから僕は、何の気なしに頭を左に倒した。

　そして、かたまった。

「よくよく見るとやっぱり童顔だよな。寝顔がホントにお子ちゃま」

　さ、沢サワ里リさんが、隣で寝ている……！

　え!?　ええっ!?　なんだこの状況!?

「やーん。男の子と同じベッドで寝ちゃった。ママに怒られちゃう」

「……な、何してるの、沢里さん」

　左手があったかいと思ったら、沢里さんが手を握っているからじゃないか!!

　僕が目を覚ましたことに安あん堵どしたのか、沢里さんはいつものように、イジワルそうに笑ってみせた。

「お話したいことがあるだろうと思ってね。看病を兼ねて、来てあげたの」

「う、嬉うれしいよ」

「うん。じゃ、聞いてごらん」

　な、何を聞けって……!?

　付き合ってくれますかってのはもう聞いたしイエスの返事はもらってる……。

　他に何を聞けばいいんだ!?

「ほら、いろいろあるだろ。うちの生徒がソルヴァのヤツらを潰つぶすってウワサがあったけどあれはなんだったんですかーとか」

　……ああ、そういう。

「……あれはなんだったの？」

「あれはね、テスト」

「テスト？」

「あたしの命令と校長の命令。どっちを優先するか、確認したかっただけさ。校長の指示とあたしの指示が反していたら、ヤツらがどんな行動に出るかってのを試してたんだよ。全員何もしでかさなかったね。少なくとも今日のメンバー四人は、校長よりもあたしの言葉を優先するようになった。校長よりもあたしの方を優先した……という意識を持たせることに成功した、と言った方がいいかな」

　僕は静かに深く息を吐はく。

　どうせそんなことだろうと思ってた。

　昨日きのうの晩に沢サワ里リさんがソルヴァの合宿所に来て、ちょうど同じタイミングで、ほとんど同じ場所で、沢里校長が他の四人だけを呼び出して用を言いつけるなんて何か妙みようだなとは思ってたんだ。

「じゃあやっぱり柚ユウが見かけたあの校長は、沢里さんが『生命人形ヒトガタ』で作ったニセモノだったんだね……」

「なになに？　心配してた？　もしかしてあたしとガチで傷つけあうことになるんじゃないかって？　やだなーあたしがアンタを傷つけるわけないじゃん！」

　布団の下でバンバンと、沢里さんが僕の胸を叩たたいてくる。

　そしてそのまま手は下がっていき、両手で僕の手を握る……かと思いきや、固形のものを渡された。

　なんだろう？

　小さい何かだ……丸くて、穴が空いている……えっ!?　これって指輪じゃ……!?

「こ、こ、こ、これは、まさか……!?」

　僕らにはまだ早いって……!!

　い、いやそれ以前に、こういうのは男である僕から……!!

「そう。〝グラフト〟」

　あ……〝グラフト〟……そっか……。

　指輪についてる宝石がグラフトなの……か……そっか……。

「これがシアマーチ校の隠している秘密。そして今回ソルヴァとの対抗戦が開かれた理由だよ」

「これを校長から？」

「いーや。これはお友達に借りたのさ」

　お友達……男の子かな。

　沢サワ里リさん、昔から男子の人気高かったから……ちょっと心配だな……。

「詳くわしく聞き出すことはできなかったけど、要するに今回のゲームはこれの力を試したかったみたい。笑っちゃうよね。魔マ技ギとは何か……そんなレベルから判明してないってのに、いきなり魔技の実力をアップさせますなんて道具が出て来たらお笑いだよ。だけどこれは現実に存在してる。炎エン来ライ道ドウは〝作り上げる〟流派だから、これも炎来道の誰かが作ったものだとあたしはにらんでる。未知の技術だ。これがあるからこそ、あたしの父親はシアマーチでデカい顔をしてるんだと思う」

　なるほど。

　権力を生み出す元は突き止めた、ってわけだ。

「必ず製法をつかんでやる。流通のルートも探し出してみせる。そうすればアイツの弱みを握ったも同然だ。あたしは、この学校をあたしのものにしてみせる」

　僕は笑いそうになった。

　彼女は、中学生の頃からまるで変わらないように思えたから。

「すごいやる気だね」

「そうだとも。あの男の支配から逃れるために、シアマーチのみんなを支配から解き放つために、あたしは全力で羽ばたくのだよ、新ニイ傘カサくん」

「そっか」

「そう。応援してくれる？」

「ううん。僕に割さいてくれる時間が減りそうだから嫌いやだ」

「こいつめ……こうしてやる！」

　布団の下で沢里さんが暴れ出す。僕をくすぐろうとあちこちに手を伸ばしてくる。

「やっ、ヤメテってば、あはっ」

「このこのー!!」

　く、くすぐったい……！　でもなんだか嬉うれしい……！　考えてみれば、僕、沢里さんと三秒以上接触するのこれがはじめてかも……。いつも遠くから眺ながめるだけだったから、ちょっとしたスキンシップが嬉うれしすぎる……！

　沢里さんってこんな風にボディタッチをしてくるタイプじゃないと思ってたけど、今日はなんだか……あっ!?

　まさか……まさかとは思うけど……！

「さ、沢サワ里リさん」

「んんー？」

「もう一つだけ、聞いてもいいかな」

「いいよ」

　これ、答え次第では僕、ものすごく傷つくことになるかもしれないけど……聞かずにはいられないよ。

「人形じゃ……ないよね？」

　だ、だって、布団の中で自分に手を伸ばしてくれるのがただの人形だとしたら、こんなに幸福感を味わってる僕が情けなさ過ぎるし……！

　布団をかぶって見つめ合う顔が、ちょっとだけ遠ざかった。

　沢里さんが目をぱちくりとさせ──そして、にやっと笑った。

「なるほどねー。そういうアプローチをしちゃうわけだ。可か愛わいいなーあたしの新ニイ傘カサは」

　結局、沢里さんは最後までカッコいいとは言ってくれなかった。

　むしろ沢里さんのカッコよさを僕が再確認しただけだったのかもしれない。

　だから僕は、こんなにも、ドキドキしているのかもしれない。

「いいよ、あたしは別に」

「いいって、何が？」

　沢里さんなりのジョーク。彼女なりの婉えん曲きよく表現。

「だからさ、あたしが人形かどうか──」

　それを口にする時の、自信満々な表情に──僕は恋をしたのだから。




「たしかめてみて」

[image: ]










　　　あとがき




　端たん的てきに言うならば、未熟であったからわからなかったのです。

　ブラック珈琲コーヒーは飲めないけれどギターとワックスには興味を持ち始めてきた──そんな年頃の私たちの中には、人にカッコよく見られたいという欲求が募つのるというありきたりな現象に。そしてその手の欲求は得てして、他人の目にはいともたやすく看かん破ぱされるという事実に。

　意図的にカッコよく見られることの難しさは、もはや説明も要いらないでしょう。カッコいいとはどういうことか──それを断言し共有することができたらどれほど楽だろうかと嘆なげかずにはいられません。それを実現し誰かにカッコいいと言ってもらえることができたらどれほど素敵なことかと夢を見ずにはいられません。

　しかしここで間違えてはならないのは、多くの場合、私たちは、「カッコつけたい」と願うのではありません。「誰かにカッコいいと思ってほしい」からこそ、そのような行動を取り、そのような発想を持つのです。自分を見てくれる誰か……その存在を前提としているがゆえの悩みなのです。それはまるで空虚な作り笑え顔がおのようであり、恥はじという発想のようでもあります。

　本作は、「カッコいいとはどういうことか」を描えがいたものではありません。しかし、カッコよく見られたいと願う少年少女たちが登場しては、自らの才を持って競い合い、各おの々おのが十分にカッコつけてくれる物語です。彼らは皆一様に、自らをより良く見せようと全力を尽つくし戦います。そしてその姿はいったい「誰」に見せたいものなのか……そこに、「カッコいいとはどういうことか」という問いの答えが隠されているような気がしてなりません。

　あ、カッコいい……いまカッコいいこと言ってる……最高に輝いてる……。これはもう異性へのアプローチとしてグッとハートに着弾したに違いない……むしろ同性からも尊敬の眼まな差ざしという名の返球が寄越されるに違いない……。

　こんなカッコいいあとがきを書くことができるのも、こんなカッコいい物語を書くことができたからに他なりません。そしてこの本作を完成し出版していただくことができたのは、数多くの方のご協力のおかげ、そして読者の皆様からのご声援のたまもの、それ以外の何ものでもありません。この場を借りて、皆様にお礼申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。

　これからも努力してまいります所存ですので、今後ともごひいきに。十じゆつ階かい堂どう一いつ系けいでした。
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十じゅっ階かい堂どう一いっ系けい

映画とか小説とか、気に入ったモノは何度も何度も楽しんじゃうタイプです。だからわんこともいつも同じ遊び方をしています。犬が飽きるか、私が飽きるかの勝負だと思ってます。
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イラスト／雛ひな咲さき

今回も新キャラが沢山出てきましたが

個人的に朱梅芯が結構好きです。

自分からこういうキャラクターは描かないので

楽しかったです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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